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昨
年
12
月
19
日
、
韓
国
の
大
統
領
選
挙
で

当
選
し
た
李
明
博
（
イ
・
ミ
ョ
ン
バ
ク
）
新
大

統
領
は
、
市
場
親
和
的
な
実
用
主
義
経
済
政

策
を
展
開
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
李
明
博
大

統
領
は
高
度
経
済
成
長
の
過
程
で
、
現
代
建

設
と
い
う
大
企
業
の
最
高
経
営
者
を
歴
任

し
、
そ
の
後
ソ
ウ
ル
市
長
と
し
て
清
渓
川
の
復

元
と
市
内
バ
ス
中
央
車
道
制
な
ど
を
市
民
の
立

場
で
成
功
裏
に
推
進
し
た
。

こ
の
10
年
間
、
金
大
中
（
キ
ム
・
デ
ジ
ュン
）

大
統
領
と
盧
武
鉉
（
ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン
）
大
統
領

の
進
歩
主
義
が
韓
国
社
会
を
先
導
し
た
が
、

国
民
が
李
明
博
大
統
領
を
選
択
し
た
こ
と

で
、
保
守
主
義
に
向
か
う
政
権
交
替
が
行
わ

れ
た
と
見
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
分
配
を
成

長
よ
り
も
優
先
視
す
る
進
歩
的
な
政
府
の
も

と
で
、
景
気
が
悪
化
し
経
済
成
長
が
停
滞
し

た
た
め
、
そ
の
反
作
用
が
選
挙
結
果
に
反
映

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

李
明
博
大
統
領
の
実
用
主
義
的
な
経
済
哲

学
は
、
要
約
す
れ
ば
「
企
業
活
動
を
し
や
す

い
国
（
企
業
に
親
和
的
な
国
）」
を
つ
く
る
た

め
、「
規
制
緩
和
」
を
加
速
化
さ
せ
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
農
業
政
策
に
対
す
る
選
挙
公

約
で
も
、
こ
の
よ
う
な
方
向
が
一
部
で
反
映
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
農
地
取
引
規
制
の

大
幅
緩
和
」
と
「
輸
出
農
企
業
育
成
の
推
進
」

で
あ
る
。
新
政
府
の
農
政
基
調
は
、農
業
の「
成

長
エ
ン
ジ
ン
を
確
保
し
、
農
業
を
一
段
階
跳

躍
」
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
制
度

整
備
と
規
制
緩
和
を
通
じ
た
「
構
造
改
革
型

の
農
政
」
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
って
い
る
。

韓
国
農
業
は
専
業
農
中
心
の
農
業
構
造
で

あ
り
、
農
家
所
得
に
お
い
て
農
業
所
得
の
依
存

率
が
37
%
（
2
0
0
6
年
）
と
高
い
水
準
に

あ
る
。
農
業
構
造
は
、
市
場
経
済
に
適
し
た

園
芸
産
業
お
よ
び
畜
産
業
と
、
多
数
の
零
細
・

高
齢
農
家
が
残
留
す
る
コ
メ
産
業
に
大
き
く
区

分
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
多
様
性
を
反
映
し
、

こ
れ
ま
で
の
農
政
は
、
直
払
い
制
を
拡
大
す
る

と
同
時
に
、
国
民
の
信
頼
構
築
の
た
め
、
親
環

境
農
業
を
重
視
す
る
方
向
で
推
進
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
新
政
府
の
農
政
で
も
継
承
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

政
府
の
農
政
推
進
を
阻
害
す
る
要
因
の
中

で
最
も
重
要
な
も
の
は
、
農
家
負
債
問
題
で

あ
る
。
負
債
は
、
比
較
的
若
く
意
欲
的
な
農

家
が
融
資
を
受
け
投
資
を
拡
大
し
た
が
、
農

業
生
産
を
通
じ
て
こ
れ
を
償
還
で
き
な
か
っ
た

た
め
に
累
積
し
て
いっ
た
の
が
一
般
的
な
形
態
で

あ
る
。
韓
国
政
府
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
負
債
の
元
金
と
利
子
を
凍
結
し
、
分

割
償
還
す
る
方
案
を
講
じ
て
い
る
。
農
政
で
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
が
教
育
問
題
と
社
会
保
障
問

題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
も
、「
公
平
な
教
育

の
恩
恵
の
提
供
」
と
「
農
村
の
基
礎
生
活
保

障
と
女
性
農
業
者
の
地
位
向
上
」
と
い
う
目

標
を
定
め
て
具
体
的
な
政
策
手
段
を
準
備
し

て
い
る
。

新
政
府
の
農
政
の
核
心
的
な
変
化
は
、
農

村
地
域
で
1
次
産
業
を
基
盤
に
し
て
、
2
次
、

3
次
産
業
を
連
係
さ
せ
る
と
い
う
構
想
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
行
政
組
織
の
改
編
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
の
が
、
食

品
行
政
を
農
林
部
に
移
管
し
、
農
食
品
の
生

産
・
加
工
・
流
通
の
安
全
性
管
理
を
強
化
す

る
点
で
あ
る
。「
農
場
か
ら
食
卓
ま
で
」
一
貫

性
の
あ
る
管
理
シ
ス
テ
ム
を
備
え
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
食
品
の
安
全
性
管
理
を
ど
の
部

署
が
管
轄
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
確

な
結
論
が
出
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
こ
れ
ま

で
海
洋
水
産
部
で
管
理
し
て
い
た
水
産
業
分
野

の
業
務
を
、
新
し
く
発
足
す
る
「
農
水
産
食

品
部
」
で
担
当
す
る
こ
と
で
食
品
業
務
を
一
元

化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

農
政
の
方
向
が
変
化
す
る
の
に
と
も
な
い
、

新
た
に
生
じ
る
課
題
も
あ
る
。
成
長
型
の
農

業
を
推
進
す
る
と
、
階
層
間
・
地
域
間
の
格

差
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に

対
す
る
対
策
が
要
請
さ
れ
る
。
農
家
を
市
場

型
と
社
会
保
障
型
の
政
策
対
象
に
区
分
し
、

必
要
な
分
野
を
支
援
す
る
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

型
」
方
式
で
農
政
を
推
進
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
社
会
保
障
型
の
政
策
の
推
進
に
は
、
財

政
所
要
が
大
き
い
の
で
、
非
農
業
分
野
と
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
の
社
会
的
合
意
が
前
提
と
な

る
。新

し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
政
府
の
農
政
は
、
地

球
全
体
に
あ
ら
わ
れ
た
リ
ス
ク
へ
の
対
応
力
確

保
に
注
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
球
温
暖

化
が
持
続
し
、
ま
た
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー
需
要
の

拡
大
と
開
発
途
上
国
の
畜
産
物
需
要
の
拡
大

に
と
も
な
う
国
際
穀
物
価
格
の
暴
騰
な
ど
国

際
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
管
理
能
力
の
向
上
が
是

非
と
も
必
要
で
あ
る
。
2
0
0
4
年
11
月
以

降
中
断
さ
れ
て
い
る
韓
日
自
由
貿
易
協
定
締

結
の
た
め
の
交
渉
を
再
開
し
、
韓
日
間
で
農
業

協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
も
、
両
国
の
農

業
リ
ス
ク
管
理
の
次
元
で
不
可
欠
な
こ
と
だ
と

思
う
。

（
翻
訳
・
食
料
領
域　

樋
口
倫
生
）

韓
国
新
政
府
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お
け
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提
と
な

る
。新

し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
政
府
の
農
政
は
、
地

球
全
体
に
あ
ら
わ
れ
た
リ
ス
ク
へ
の
対
応
力
確

保
に
注
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
球
温
暖

化
が
持
続
し
、
ま
た
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー
需
要
の

拡
大
と
開
発
途
上
国
の
畜
産
物
需
要
の
拡
大

に
と
も
な
う
国
際
穀
物
価
格
の
暴
騰
な
ど
国

際
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
管
理
能
力
の
向
上
が
是

非
と
も
必
要
で
あ
る
。
2
0
0
4
年
11
月
以

降
中
断
さ
れ
て
い
る
韓
日
自
由
貿
易
協
定
締

結
の
た
め
の
交
渉
を
再
開
し
、
韓
日
間
で
農
業

協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
も
、
両
国
の
農

業
リ
ス
ク
管
理
の
次
元
で
不
可
欠
な
こ
と
だ
と

思
う
。

（
翻
訳
・
食
料
領
域　

樋
口
倫
生
）

韓
国
新
政
府
に
お
け
る

　
「
実
用
主
義
」農
政
の

　
　
　
　

推
進
に
つい
て

 

韓
国
農
村
経
済
研
究
院
院
長　

崔　

正　

燮
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第１図　バイオエタノールモデルのフロー
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1　

は
じ
め
に

近
年
、
世
界
的
に
バ
イ
オ
燃
料
生
産
が
急

速
に
拡
大
し
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
も
小
麦

や
さ
と
う
き
び
、
食
用
廃
油
な
ど
を
原
料
と

す
る
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
が
実
施
、
計
画
さ
れ

て
い
る
。
バ
イ
オ
燃
料
を
導
入
す
る
効
果
と
し

て
、
化
石
燃
料
消
費
の
削
減
に
伴
う
地
球
温

暖
化
防
止
効
果
、
原
料
作
物
や
バ
イ
オ
燃
料

の
生
産
に
伴
う
農
業
振
興
お
よ
び
地
域
経
済

活
性
化
の
効
果
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
世
界
的
に
見
て
も
バ
イ
オ
燃
料

の
生
産
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
経
済
性
の
み

を
重
視
し
、
そ
れ
以
外
の
効
果
の
定
量
的
・

客
観
的
な
評
価
が
伴
わ
な
い
ま
ま
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
事
例
も
一
部
に
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
バ
イ
オ
燃
料
導
入
の
効
果
を
評
価
す
る

に
は
、
プ
ラ
ン
ト
単
位
の
ミ
ク
ロ
的
な
効
果
の
計

測
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
全
体
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
と
いっ
た
マ
ク
ロ
的
な
視
点

か
ら
の
評
価
も
必
要
と
考
え
る
。

上
述
の
よ
う
な
バ
イ
オ
燃
料
導
入
の
効
果
を

定
量
的
に
評
価
す
る
手
法
と
し
て
、
地
球
温

暖
化
防
止
効
果
で
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
ア
セ

ス
メ
ン
ト
（
L
C
A
）
分
析
が
、
地
域
経
済
へ

の
効
果
で
は
産
業
連
関
分
析
な
ど
が
あ
る
。

L
C
A
分
析
を
用
い
た
バ
イ
オ
燃
料
の
評
価
に

つい
て
は
、Pim

entel and Petzak

（
2
0
0
5
）

やShapouri et al.

（
2
0
0
4
）、
三
菱
総
合

研
究
所
（
2
0
0
3
）、
小
野
他
（
2
0
0
7
）

な
ど
国
内
外
を
問
わ
ず
多
数
存
在
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
プ
ラ
ン
ト
単
位
の
ミ

ク
ロ
的
視
点
か
ら
生
産
技
術
に
よ
る
環
境
負
荷

削
減
効
果
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
の
違
い
な
ど
を

評
価
す
る
も
の
で
、
地
域
全
体
で
の
温
室
効
果

ガ
ス
（
以
下
G
H
G
）
の
削
減
効
果
な
ど
に
言

及
し
た
マ
ク
ロ
的
な
視
点
か
ら
の
分
析
で
は
な

い
。
ま
た
、
産
業
連
関
分
析
を
用
い
た
バ
イ
オ

燃
料
お
よ
び
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
よ
る
影

響
の
マ
ク
ロ
的
な
評
価
の
既
存
研
究
で
は
、

U
rbanchuk

（
2
0
0
7
）、
國
光
・
上
田

（
2
0
0
6
）
や
保
永
（
2
0
0
6
）
な
ど

が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
北
海
道
に
お
け
る

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
を
対
象
と
し
た
マ
ク
ロ

的
な
分
析
は
筆
者
の
知
る
限
り
存
在
し
な
い
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
北
海
道
十
勝
地
方

に
お
け
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
を
対
象
と
し

て
、
L
C
A
分
析
と
産
業
連
関
分
析
を
適
用

し
、
地
域
に
お
け
る
G
H
G
削
減
効
果
お
よ

び
地
域
経
済
効
果
を
計
測
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

　

2　

分
析
手
法

（１） 

L
C
A
分
析

本
研
究
で
は
、
十
勝
地
方
の
小
麦
栽
培
の

副
産
物
と
し
て
発
生
す
る
規
格
外
小
麦
を
原

料
と
し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
を
想
定
し

分
析
を
進
め
る
。
北
海
道
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

株
式
会
社
は
十
勝
地
方
の
清
水
町
に
規
格
外

小
麦
を
原
料
と
し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造

プ
ラ
ン
ト
の
建
設
を
進
め
、
平
成
21
年
の
操
業

開
始
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
 (2)
、
本

研
究
で
は
こ
の
計
画
を
ベ
ー
ス
に
L
C
A
分
析

の
シ
ナ
リ
オ
を
構
築
す
る
。
規
格
外
小
麦
と

は
、
食
用
ま
た
は
食
品
原
料
用
小
麦
と
し
て

生
産
、
収
穫
さ
れ
た
小
麦
の
う
ち
、
品
質
検

査
に
お
い
て
基
準
を
満
た
さ
ず
食
用
や
食
品
原

料
用
に
適
さ
な
い
小
麦
の
こ
と
で
、
通
常
は
飼

料
用
と
し
て
正
規
の
小
麦
の
お
よ
そ
1
/
10
の

価
格
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
規
格
外
小
麦
は
収

集
性
、
運
搬
性
、
保
存
性
等
に
優
れ
比
較
的

安
価
に
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
近
年
は
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
原
料
と
し
て
有
望
視
さ
れ
て
い

る
。本

研
究
で
は
、
L
C
A
分
析
の
評
価
範
囲

を
原
料
生
産
か
ら
燃
料
消
費
ま
で
と
し
、
対

象
と
す
る
環
境
負
荷
は
G
H
G
の
み
を
対
象

と
す
る
。
ま
た
、
本
研
究
の
L
C
A
分
析
に

お
け
る
評
価
単
位
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
配

送
さ
れ
る
燃
料
の
発
熱
量
1GJ-fuel

あ
た
り

G
H
G
排
出
量
と
す
る
。
第
１
図
は
原
料
生

産
か
ら
燃
焼
ま
で
の
６
つ
の
ス
テ
ー
ジ
で
構
成
さ

れ
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
モ
デ
ル
の
フ
ロ
ー
で
あ

る
。
本
モ
デ
ル
で
は
、
十
勝
支
庁
20
市
町
村
 (3)

に
お
け
る
小
麦
生
産
で
発
生
す
る
規
格
外
小

麦
を
全
て
清
水
町
に
設
置
さ
れ
る
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
製
造
プ
ラ
ン
ト
に
搬
送
し
て
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
を
製
造
し
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
プ

ラ
ン
ト
に
隣
接
さ
れ
た
燃
料
混
合
プ
ラ
ン
ト
で

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
3
％
混
合
ガ
ソ
リ
ン

（
E
3
）
に
加
工
さ
れ
、
十
勝
地
方
の
各
市

町
村
に
供
給
し
、
余
剰
分
は
道
央
地
域
に
輸

送
し
て
販
売
す
る
と
い
う
想
定
の
シ
ナ
リ
オ
を

構
築
す
る
。
上
記
モ
デ
ル
に
お
け
る
各
ス
テ
ー

系
外
に
持
ち
出
さ
れ
る
麦
稈
間
の
配
分
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
適
切
な
配
分
基
準
を
設
定
で
き

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
配
分
は
行
わ
な
い
こ
と
と

し
た
  (6)
。
２
つ
目
は
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
ス
テ
ー
ジ

に
お
け
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
と
発
酵
副
産
物

間
の
配
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
十
勝
圏
振
興

機
構
（
2
0
0
5
）
か
ら
双
方
の
経
済
的
価

値
を
引
用
し
そ
の
比
に
よ
る
配
分
基
準
を
採

用
し
て
、
原
料
生
産
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
ま

で
の
各
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
G
H
G
排
出
量
の

88
・
9
％
が
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に
帰
属
す
る
と

仮
定
し
た
。
３
つ
目
に
、
混
合
燃
料
配
送
ス

テ
ー
ジ
に
お
け
る
E
3
中
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

と
ガ
ソ
リ
ン
間
の
配
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
各

生
産
物
の
容
積
比
に
よ
る
配
分
基
準
を
採
用

し
、
混
合
燃
料
配
送
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る

G
H
G
排
出
量
の
3
％
が
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に

帰
属
す
る
と
仮
定
し
た
。

本
研
究
の
L
C
A
分
析
で
計
測
対
象
と
し

た
G
H
G
は
、軽
油
、灯
油
、ガ
ソ
リ
ン
、重
油
、

電
力
の
投
入
に
よ
る
直
接CO

2

排
出
、
原
材

料
と
し
て
投
入
さ
れ
る
肥
料
、
種
苗
、
農
薬
、

薬
品
の
生
産
に
よ
る
間
接CO

2

排
出
、
さ
ら

に
肥
料
お
よ
び
麦
稈
（
圃
場
還
元
分
）
の
窒

素
投
入
に
お
け
るN

2 O

排
出
で
あ
る
。
計
測

さ
れ
た
G
H
G
排
出
量
は
地
球
温
暖
化
係
数

に
よ
りCO

2

換
算
し
集
計
し
た
。

（２） 

産
業
連
関
分
析

産
業
連
関
分
析
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
バ
イ
オ

燃
料
生
産
部
門
を
追
加
し
た
産
業
連
関
表
を

用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。本
研
究
で
は
、國
光
・

上
田
（
2
0
0
6
）
の
方
法
に
倣
い
、
第
１
図

の
モ
デ
ル
フ
ロ
ー
か
ら
得
ら
れ
る
費
用
構
造
に
基

づ
い
て
十
勝
支
庁
産
業
連
関
表
に
バ
イ
オ
燃
料

部
門
を
追
加
す
る
 (7)
。
ま
ず
、
バ
イ
オ
燃
料

部
門
の
生
産
物
は
E
3
と
仮
定
し
、
十
勝
地

方
に
お
い
て
E
3
の
需
要
が
発
生
す
る
こ
と
で

ガ
ソ
リ
ン
需
要
を
代
替
す
る
と
仮
定
し
、
石
油

製
品
部
門
を
「
バ
イ
オ
燃
料
部
門
」
と
「
そ

の
他
石
油
製
品
部
門
」に
分
割
す
る（
第
２
図
）

 (8)
。
こ
こ
で
は
L
C
A
分
析
の
設
定
条
件
と
の

バイオエタノール生産における
環境負荷削減効果と
地域経済効果の計測（１）

バイオエタノール生産における
環境負荷削減効果と
地域経済効果の計測（１）

727 627

ジ
で
の
G
H
G
排
出
量
を
推
計
し
そ
れ
ら
を

集
計
す
る
こ
と
で
、
ガ
ソ
リ
ン
と
比
較
し
た
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
G
H
G
削
減
率
を
算

出
す
る
が
、
デ
ー
タ
制
約
か
ら
混
合
燃
料
製

造
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
G
H
G
排
出
量
の
推
計

は
割
愛
し
た
 (4)
。

と
こ
ろ
で
、
第
１
図
に
示
し
た
モ
デ
ル
の
中

で
、
配
分
問
題
が
生
じ
る
ス
テ
ー
ジ
が
３
つ
あ

る
  (5)
。
１
つ
は
原
料
生
産
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る

規
格
外
小
麦
と
畜
産
農
家
向
け
敷
料
と
し
て
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1　

は
じ
め
に

近
年
、
世
界
的
に
バ
イ
オ
燃
料
生
産
が
急

速
に
拡
大
し
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
も
小
麦

や
さ
と
う
き
び
、
食
用
廃
油
な
ど
を
原
料
と

す
る
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
が
実
施
、
計
画
さ
れ

て
い
る
。
バ
イ
オ
燃
料
を
導
入
す
る
効
果
と
し

て
、
化
石
燃
料
消
費
の
削
減
に
伴
う
地
球
温

暖
化
防
止
効
果
、
原
料
作
物
や
バ
イ
オ
燃
料

の
生
産
に
伴
う
農
業
振
興
お
よ
び
地
域
経
済

活
性
化
の
効
果
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
世
界
的
に
見
て
も
バ
イ
オ
燃
料

の
生
産
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
経
済
性
の
み

を
重
視
し
、
そ
れ
以
外
の
効
果
の
定
量
的
・

客
観
的
な
評
価
が
伴
わ
な
い
ま
ま
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
事
例
も
一
部
に
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
バ
イ
オ
燃
料
導
入
の
効
果
を
評
価
す
る

に
は
、
プ
ラ
ン
ト
単
位
の
ミ
ク
ロ
的
な
効
果
の
計

測
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
全
体
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
と
いっ
た
マ
ク
ロ
的
な
視
点

か
ら
の
評
価
も
必
要
と
考
え
る
。

上
述
の
よ
う
な
バ
イ
オ
燃
料
導
入
の
効
果
を

定
量
的
に
評
価
す
る
手
法
と
し
て
、
地
球
温

暖
化
防
止
効
果
で
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
ア
セ

ス
メ
ン
ト
（
L
C
A
）
分
析
が
、
地
域
経
済
へ

の
効
果
で
は
産
業
連
関
分
析
な
ど
が
あ
る
。

L
C
A
分
析
を
用
い
た
バ
イ
オ
燃
料
の
評
価
に

つい
て
は
、Pim

entel and Petzak

（
2
0
0
5
）

やShapouri et al.

（
2
0
0
4
）、
三
菱
総
合

研
究
所
（
2
0
0
3
）、
小
野
他
（
2
0
0
7
）

な
ど
国
内
外
を
問
わ
ず
多
数
存
在
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
プ
ラ
ン
ト
単
位
の
ミ

ク
ロ
的
視
点
か
ら
生
産
技
術
に
よ
る
環
境
負
荷

削
減
効
果
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
の
違
い
な
ど
を

評
価
す
る
も
の
で
、
地
域
全
体
で
の
温
室
効
果

ガ
ス
（
以
下
G
H
G
）
の
削
減
効
果
な
ど
に
言

及
し
た
マ
ク
ロ
的
な
視
点
か
ら
の
分
析
で
は
な

い
。
ま
た
、
産
業
連
関
分
析
を
用
い
た
バ
イ
オ

燃
料
お
よ
び
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
よ
る
影

響
の
マ
ク
ロ
的
な
評
価
の
既
存
研
究
で
は
、

U
rbanchuk

（
2
0
0
7
）、
國
光
・
上
田

（
2
0
0
6
）
や
保
永
（
2
0
0
6
）
な
ど

が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
北
海
道
に
お
け
る

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
を
対
象
と
し
た
マ
ク
ロ

的
な
分
析
は
筆
者
の
知
る
限
り
存
在
し
な
い
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
北
海
道
十
勝
地
方

に
お
け
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
を
対
象
と
し

て
、
L
C
A
分
析
と
産
業
連
関
分
析
を
適
用

し
、
地
域
に
お
け
る
G
H
G
削
減
効
果
お
よ

び
地
域
経
済
効
果
を
計
測
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

　

2　

分
析
手
法

（１） 

L
C
A
分
析

本
研
究
で
は
、
十
勝
地
方
の
小
麦
栽
培
の

副
産
物
と
し
て
発
生
す
る
規
格
外
小
麦
を
原

料
と
し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
を
想
定
し

分
析
を
進
め
る
。
北
海
道
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

株
式
会
社
は
十
勝
地
方
の
清
水
町
に
規
格
外

小
麦
を
原
料
と
し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造

プ
ラ
ン
ト
の
建
設
を
進
め
、
平
成
21
年
の
操
業

開
始
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
 (2)
、
本

研
究
で
は
こ
の
計
画
を
ベ
ー
ス
に
L
C
A
分
析

の
シ
ナ
リ
オ
を
構
築
す
る
。
規
格
外
小
麦
と

は
、
食
用
ま
た
は
食
品
原
料
用
小
麦
と
し
て

生
産
、
収
穫
さ
れ
た
小
麦
の
う
ち
、
品
質
検

査
に
お
い
て
基
準
を
満
た
さ
ず
食
用
や
食
品
原

料
用
に
適
さ
な
い
小
麦
の
こ
と
で
、
通
常
は
飼

料
用
と
し
て
正
規
の
小
麦
の
お
よ
そ
1
/
10
の

価
格
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
規
格
外
小
麦
は
収

集
性
、
運
搬
性
、
保
存
性
等
に
優
れ
比
較
的

安
価
に
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
近
年
は
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
原
料
と
し
て
有
望
視
さ
れ
て
い

る
。本

研
究
で
は
、
L
C
A
分
析
の
評
価
範
囲

を
原
料
生
産
か
ら
燃
料
消
費
ま
で
と
し
、
対

象
と
す
る
環
境
負
荷
は
G
H
G
の
み
を
対
象

と
す
る
。
ま
た
、
本
研
究
の
L
C
A
分
析
に

お
け
る
評
価
単
位
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
配

送
さ
れ
る
燃
料
の
発
熱
量
1GJ-fuel

あ
た
り

G
H
G
排
出
量
と
す
る
。
第
１
図
は
原
料
生

産
か
ら
燃
焼
ま
で
の
６
つ
の
ス
テ
ー
ジ
で
構
成
さ

れ
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
モ
デ
ル
の
フ
ロ
ー
で
あ

る
。
本
モ
デ
ル
で
は
、
十
勝
支
庁
20
市
町
村
 (3)

に
お
け
る
小
麦
生
産
で
発
生
す
る
規
格
外
小

麦
を
全
て
清
水
町
に
設
置
さ
れ
る
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
製
造
プ
ラ
ン
ト
に
搬
送
し
て
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
を
製
造
し
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
プ

ラ
ン
ト
に
隣
接
さ
れ
た
燃
料
混
合
プ
ラ
ン
ト
で

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
3
％
混
合
ガ
ソ
リ
ン

（
E
3
）
に
加
工
さ
れ
、
十
勝
地
方
の
各
市

町
村
に
供
給
し
、
余
剰
分
は
道
央
地
域
に
輸

送
し
て
販
売
す
る
と
い
う
想
定
の
シ
ナ
リ
オ
を

構
築
す
る
。
上
記
モ
デ
ル
に
お
け
る
各
ス
テ
ー

系
外
に
持
ち
出
さ
れ
る
麦
稈
間
の
配
分
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
適
切
な
配
分
基
準
を
設
定
で
き

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
配
分
は
行
わ
な
い
こ
と
と

し
た
  (6)
。
２
つ
目
は
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
ス
テ
ー
ジ

に
お
け
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
と
発
酵
副
産
物

間
の
配
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
十
勝
圏
振
興

機
構
（
2
0
0
5
）
か
ら
双
方
の
経
済
的
価

値
を
引
用
し
そ
の
比
に
よ
る
配
分
基
準
を
採

用
し
て
、
原
料
生
産
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
ま

で
の
各
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
G
H
G
排
出
量
の

88
・
9
％
が
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に
帰
属
す
る
と

仮
定
し
た
。
３
つ
目
に
、
混
合
燃
料
配
送
ス

テ
ー
ジ
に
お
け
る
E
3
中
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

と
ガ
ソ
リ
ン
間
の
配
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
各

生
産
物
の
容
積
比
に
よ
る
配
分
基
準
を
採
用

し
、
混
合
燃
料
配
送
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る

G
H
G
排
出
量
の
3
％
が
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に

帰
属
す
る
と
仮
定
し
た
。

本
研
究
の
L
C
A
分
析
で
計
測
対
象
と
し

た
G
H
G
は
、軽
油
、灯
油
、ガ
ソ
リ
ン
、重
油
、

電
力
の
投
入
に
よ
る
直
接CO

2

排
出
、
原
材

料
と
し
て
投
入
さ
れ
る
肥
料
、
種
苗
、
農
薬
、

薬
品
の
生
産
に
よ
る
間
接CO

2

排
出
、
さ
ら

に
肥
料
お
よ
び
麦
稈
（
圃
場
還
元
分
）
の
窒

素
投
入
に
お
け
るN

2 O

排
出
で
あ
る
。
計
測

さ
れ
た
G
H
G
排
出
量
は
地
球
温
暖
化
係
数

に
よ
りCO

2

換
算
し
集
計
し
た
。

（２） 

産
業
連
関
分
析

産
業
連
関
分
析
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
バ
イ
オ

燃
料
生
産
部
門
を
追
加
し
た
産
業
連
関
表
を

用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。本
研
究
で
は
、國
光
・

上
田
（
2
0
0
6
）
の
方
法
に
倣
い
、
第
１
図

の
モ
デ
ル
フ
ロ
ー
か
ら
得
ら
れ
る
費
用
構
造
に
基

づ
い
て
十
勝
支
庁
産
業
連
関
表
に
バ
イ
オ
燃
料

部
門
を
追
加
す
る
 (7)
。
ま
ず
、
バ
イ
オ
燃
料

部
門
の
生
産
物
は
E
3
と
仮
定
し
、
十
勝
地

方
に
お
い
て
E
3
の
需
要
が
発
生
す
る
こ
と
で

ガ
ソ
リ
ン
需
要
を
代
替
す
る
と
仮
定
し
、
石
油

製
品
部
門
を
「
バ
イ
オ
燃
料
部
門
」
と
「
そ

の
他
石
油
製
品
部
門
」に
分
割
す
る（
第
２
図
）

 (8)
。
こ
こ
で
は
L
C
A
分
析
の
設
定
条
件
と
の

バイオエタノール生産における
環境負荷削減効果と
地域経済効果の計測（１）

バイオエタノール生産における
環境負荷削減効果と
地域経済効果の計測（１）

727 627

ジ
で
の
G
H
G
排
出
量
を
推
計
し
そ
れ
ら
を

集
計
す
る
こ
と
で
、
ガ
ソ
リ
ン
と
比
較
し
た
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
G
H
G
削
減
率
を
算

出
す
る
が
、
デ
ー
タ
制
約
か
ら
混
合
燃
料
製

造
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
G
H
G
排
出
量
の
推
計

は
割
愛
し
た
 (4)
。

と
こ
ろ
で
、
第
１
図
に
示
し
た
モ
デ
ル
の
中

で
、
配
分
問
題
が
生
じ
る
ス
テ
ー
ジ
が
３
つ
あ

る
  (5)
。
１
つ
は
原
料
生
産
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る

規
格
外
小
麦
と
畜
産
農
家
向
け
敷
料
と
し
て



第１表　バイオ燃料部門への投入額の再配分

部門
非食用耕種農業
非鉄金属鉱物
原油・天然ガス
その他食料品
基礎化学製品
化学最終製品
その他石油製品
金 属 製 品
建 築 補 修
電　　　力

水道・廃棄物処理
商　　　業
金融・保険
不　動　産
運　　　輸
通信・放送
教育・研究

対事業所サービス
合計

再配分前
0.00
-0.15
52.77
0.00
0.29
0.15
3.68
0.29
0.15
1.62
0.15
2.06
2.21
0.15
4.26
0.15
0.88
1.47
70.12

再配分後
34.04
-0.15
0.00
4.77
0.29
0.15
13.96
0.29
0.15
5.30
0.15
2.06
2.21
0.15
4.26
0.15
0.88
1.47
70.12

変化額
34.04
0.00

-52.77
4.77
0.00
0.00
10.29
0.00
0.00
3.68
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00

注（1）再配分前の金額は石油製品部門の投入額の14.7%で配分した値である．
　（2）ここで取り上げている部門はバイオ燃料部門に投入がある全ての部門である．

ここに掲げられていない部門からはバイオ燃料部門への中間投入がない．

原
油
・
天
然
ガ
ス
部
門
の
投
入
額
減
少
分
を
配
分

第２表　分析シナリオの設定値

E3販売量（KL)
発熱量換算値 (GJ)
販売額（百万円）
ガソリン販売量（KL)
発熱量換算値 (GJ)
販売額（百万円）

ケース０
0
0
0

9,904
342,704

908

ケース１
10,000
342,704

917
0
0
0

kg-CO2/
GJ-fuel

62.7

第３図　バイオエタノールとガソリンのGHG排出量

燃焼
（燃焼）
混合燃料配送
（ガソリン配送）
エタノール輸送
（ ＿ ）
エタノール製造
（ガソリン精製）
原料輸送
（原油海上輸送）
原料生産
（原油採掘）0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

十勝産
バイオエタノール

ガソリン
（船崎・種田）

73.8

注（１）E3 の GHG 排出量は本研究の分析結果より、ガソリンの GHG 排
出量は船崎・種田（1999) の LCA分析結果より推計した．

第３表　E3導入によるGHG増加抑制量

ガソリン 9904KLの生産・消費に伴う
GHG排出量（ケース０）

E3 1 万 KLの生産・消費に伴う
GHG排出量（ケース１）

E3導入によるGHG増加抑制量
　　（抑制率）

25,283

25,169

114
0.4

ｔ-CO2

ｔ-CO2

ｔ-CO2
%

（百万円）

整
合
性
を
確
保
す
る
た
め
，
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
生
産
の
原
料
は
規
格
外
小
麦
の
み
と
す
る
。

十
勝
圏
振
興
機
構
（
2
0
0
5
）
に
よ
る

と
、
十
勝
地
方
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
販
売
量
は

21
万
3
0
0K

L

で
，
本
研
究
の
L
C
A
分

析
に
よ
り
、
十
勝
地
方
で
発
生
す
る
規
格
外

小
麦
か
ら
は
、
十
勝
地
方
の
ガ
ソ
リ
ン
販
売
量

を
上
回
る
35
万K

L

の
E
3
が
生
産
さ
れ
る
こ

と
が
計
算
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
勝

地
方
の
ガ
ソ
リ
ン
販
売
は
全
量
が
E
3
に
よ
って

代
替
さ
れ
る
と
想
定
し
、
余
剰
と
な
る
E
3

は
L
C
A
分
析
と
同
様
、
道
央
地
域
へ
移
出

す
る
設
定
と
す
る
。
35
万K

L

の
E
3
を
産
業

連
関
表
の
作
成
年
次
で
あ
る
1
9
9
8
年
当

時
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
で
金
額
換
算
し
、
E
3
の

生
産
額
を
求
め
る
と
、
E
3
販
売
額
は
従
来

の
石
油
製
品
部
門
の
生
産
額
の
14
・
7
%
を
占

め
る
。
そ
こ
で
、
従
来
の
石
油
製
品
部
門
の
生

産
額
を
14
・
7
：
85
・
3
の
割
合
で
バ
イ
オ
燃

料
部
門
と
そ
の
他
石
油
製
品
部
門
に
分
割

し
、
十
勝
支
庁
産
業
連
関
表
に
バ
イ
オ
燃
料

部
門
を
追
加
す
る
。

次
に
、
バ
イ
オ
燃
料
部
門
へ
の
原
材
料
投
入

額
を
設
定
す
る
。
バ
イ
オ
燃
料
部
門
へ
の
投
入

財
の
種
類
は
L
C
A
分
析
に
よ
っ
て
取
り
上
げ

ら
れ
た
規
格
外
小
麦
、
電
力
、
重
油
、
薬
品
、

ガ
ソ
リ
ン
の
５
項
目
と
し
、
そ
れ
以
外
の
投
入

財
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
石
油
製
品
部
門
と
同

じ
と
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
他
石
油
製
品
部

門
と
異
な
り
、
バ
イ
オ
燃
料
部
門
は
原
油
を

原
材
料
と
し
て
投
入
し
な
い
た
め
、
原
油
・
天

然
ガ
ス
部
門
か
ら
の
投
入
は
ゼ
ロ
と
し
、
原
油
・

天
然
ガ
ス
部
門
か
ら
の
投
入
額
分
を
上
記
５
項

目
の
投
入
財
に
対
応
す
る
部
門
で
あ
る
非
食

用
耕
種
農
業
、
電
力
、
石
油
製
品
、
そ
の
他

食
料
品
 (9)
の
各
部
門
へ
配
分
す
る
（
第
１
表
）

  (10)
。次

に
、バ
イ
オ
燃
料
部
門
の
需
要
に
つい
て
、

L
C
A
分
析
で
は
生
産
さ
れ
た
E
3
は
十
勝

地
方
ま
た
は
道
央
地
域
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

販
売
さ
れ
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
が
設
定
さ
れ
て

い
る
。
本
研
究
で
は
ガ
ソ
リ
ン
需
要
の
大
半
が

自
動
車
燃
料
用
で
あ
る
こ
と
、
ガ
ソ
リ
ン
は
軽

油
と
異
な
り
主
に
自
家
用
車
に
利
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
バ
イ
オ
燃
料
部
門
で
生
産
さ

れ
た
E
3
は
他
産
業
の
中
間
財
と
し
て
の
投
入

は
な
く
、
全
て
最
終
需
要
と
し
て
需
要
さ
れ
る

と
想
定
す
る
。
前
述
の
と
お
り
、
十
勝
地
方

で
生
産
さ
れ
る
E
3
は
35
万K

L

で
、
こ
の
う

ち
60
・
7
%
が
域
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
販

売
さ
れ
、
残
り
の
39
・
3
％
は
道
央
地
域
へ
移

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
バ

イ
オ
燃
料
部
門
で
生
産
さ
れ
る
E
3
の
需
要

先
は
、
域
内
の
民
間
最
終
消
費
支
出
が
60
・

7
%
  (11)
、
道
央
地
域
へ
の
移
出
が
39
・
3
%
と

し
、
域
内
の
中
間
需
要
は
ゼ
ロ
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
投
入
・
需
要
の
修
正
を
行
っ
た

結
果
、
内
生
部
門
、
付
加
価
値
部
門
お
よ
び

最
終
需
要
部
門
の
間
で
数
値
の
調
整
が
必
要

と
な
る
。
そ
こ
で
、
各
部
門
に
お
い
て
内
生
部

門
、
付
加
価
値
部
門
、
最
終
需
要
部
門
に
そ

れ
ぞ
れ
誤
差
を
按
分
す
る
こ
と
で
、
行
項
目

と
列
項
目
の
地
域
内
生
産
額
を
完
全
に一致
さ

せ
、
バ
イ
オ
燃
料
部
門
を
追
加
し
た
十
勝
支

庁
産
業
連
関
表
を
構
築
し
た
。

（3） 

分
析
シ
ナ
リ
オ

L
C
A
分
析
お
よ
び
産
業
連
関
分
析
で

は
、
以
下
の
２
つ
の
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
十

勝
地
方
に
お
け
る
G
H
G
削
減
効
果
お
よ
び

経
済
波
及
効
果
を
算
出
す
る
。

（
ケ
ー
ス
１
）
1
万K

L

の
E
3
が
販
売
さ
れ

る
ケ
ー
ス

（
ケ
ー
ス
０
）
1
万K

L

の
E
3
と
発
熱
量
等

価
の
ガ
ソ
リ
ン
が
販
売
さ
れ
る  

ケ
ー
ス

1
万K

L

の
E
3
は
十
勝
地
方
の
年
間
ガ
ソ

リ
ン
消
費
量
の
お
よ
そ
5
%
を
占
め
、
作
成
し

た
産
業
連
関
表
の
年
次
で
あ
る
1
9
9
8
年

当
時
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
平
均
価
格
91
・
7

円
/
L
で
換
算
す
る
と
9
億
1
7
0
0
万
円

に
相
当
す
る
（
第
２
表
）。
ま
た
、
1
万K

L

の
E
3
と
発
熱
量
で
等
価
と
な
る
ガ
ソ
リ
ン
量

は
9
9
0
4K

L

と
な
り
、
金
額
で
は
9
億

8
0
0
万
円
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
ケ
ー
ス
１

で
は
、
E
3 

1
万K

L

に
よ
る
十
勝
地
方
全

体
で
の
G
H
G
削
減
効
果
を
L
C
A
分
析
よ

り
算
出
し
、
さ
ら
に
バ
イ
オ
燃
料
部
門
の
最
終

需
要
9
億
1
7
0
0
万
円
に
よ
る
十
勝
地
方

に
お
け
る
経
済
波
及
効
果
を
産
業
連
関
分
析

よ
り
算
出
す
る
。
一
方
、
ケ
ー
ス
０
で
は
、
従

来
ど
お
り
ガ
ソ
リ
ン
9
9
0
4K

L

（
9
億

8
0
0
万
円
分
）
の
販
売
に
よ
る
経
済
波
及

効
果
を
算
出
し
ケ
ー
ス
１
と
比
較
す
る
。

ま
た
、
経
済
波
及
効
果
に
よ
る
各
部
門
に

お
け
る
経
済
活
動
量
の
変
化
に
伴
い
、
地
域
内

のCO
2

排
出
量
も
変
化
す
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
両
ケ
ー
ス
に
お
い
て
経

済
波
及
効
果
に
伴
う
各
部
門
のCO

2

排
出
変

化
量
（CO

2

波
及
効
果
）
も
計
測
す
る
  (12)
。

CO
2

波
及
効
果
は
、
経
済
波
及
効
果
額
す
な

わ
ち
地
域
内
生
産
変
化
額
に
各
部
門
の
生
産

動向解析

927 827

額
あ
た
りCO

2

排
出
量（CO

2

排
出
原
単
位
）

を
乗
じ
る
こ
と
で
算
出
す
る
。CO

2

排
出
原

単
位
は
南
齋
他
（
2
0
0
2
）
か
ら
引
用
し
、

こ
れ
に
デ
ー
タ
の
な
い
バ
イ
オ
燃
料
部
門
のCO

2

排
出
原
単
位
は
本
研
究
に
お
け
る
L
C
A
分

析
の
結
果
よ
り
推
計
し
て
適
用
す
る
  (13)
。

な
お
、
こ
こ
で
の
分
析
は
、
E
3
に
よ
る
ガ

ソ
リ
ン
代
替
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
を
計
測
す

る
も
の
で
は
な
く
、「
仮
に
十
勝
地
方
に
バ
イ

オ
燃
料
部
門
と
そ
の
他
石
油
製
品
部
門
の
両

方
が
存
在
す
る
場
合
、
E
3
と
ガ
ソ
リ
ン
に
お

け
る
経
済
波
及
効
果
お
よ
びCO

2

波
及
効
果

に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
」
を
分
析
す
る

も
の
で
あ
る
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　

3　

分
析
結
果
と
考
察

ま
ず
、
L
C
A
分
析
に
つ
い
て
は
、
船
崎
・

種
田
（
1
9
9
9
）
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
の

L
C
A
分
析
結
果
と
比
較
し
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ

ー
ル
の
G
H
G
削
減
効
果
を
計
測
し
た
。
そ
の

結
果
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
G
H
G
排
出
量

は
62
・
7kg-CO

2 /GJ-fuel

で
あ
り
、
燃
料

発
熱
量
あ
た
り
で
考
え
る
と
ガ
ソ
リ
ン
よ
り
も

15
・
0
%
削
減
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
（
第

３
図
）。
こ
の
結
果
か
ら
1
万K

L

の
E
3
に
よ

る
地
域
全
体
で
の
G
H
G
削
減
効
果
を
算
出

す
る
と
、
ケ
ー
ス
０
で
は
２
万
５
2
8
3

t‐
CO

2 

、
ケ
ー
ス
１
で
は
２
万
５
1
6
9

t‐
CO

2 

と
な
り
、
ケ
ー
ス
１
に
お
け
る
削
減
率

は
0
・
4
%
と
な
っ
た
（
第
３
表
）。

ま
た
、
経
済
波
及
効
果
お
よ
びCO

2

波
及



第１表　バイオ燃料部門への投入額の再配分

部門
非食用耕種農業
非鉄金属鉱物
原油・天然ガス
その他食料品
基礎化学製品
化学最終製品
その他石油製品
金 属 製 品
建 築 補 修
電　　　力

水道・廃棄物処理
商　　　業
金融・保険
不　動　産
運　　　輸
通信・放送
教育・研究

対事業所サービス
合計

再配分前
0.00
-0.15
52.77
0.00
0.29
0.15
3.68
0.29
0.15
1.62
0.15
2.06
2.21
0.15
4.26
0.15
0.88
1.47
70.12

再配分後
34.04
-0.15
0.00
4.77
0.29
0.15
13.96
0.29
0.15
5.30
0.15
2.06
2.21
0.15
4.26
0.15
0.88
1.47
70.12

変化額
34.04
0.00

-52.77
4.77
0.00
0.00
10.29
0.00
0.00
3.68
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00

注（1）再配分前の金額は石油製品部門の投入額の14.7%で配分した値である．
　（2）ここで取り上げている部門はバイオ燃料部門に投入がある全ての部門である．

ここに掲げられていない部門からはバイオ燃料部門への中間投入がない．

原
油
・
天
然
ガ
ス
部
門
の
投
入
額
減
少
分
を
配
分

第２表　分析シナリオの設定値

E3販売量（KL)
発熱量換算値 (GJ)
販売額（百万円）
ガソリン販売量（KL)
発熱量換算値 (GJ)
販売額（百万円）

ケース０
0
0
0

9,904
342,704

908

ケース１
10,000
342,704

917
0
0
0

kg-CO2/
GJ-fuel

62.7

第３図　バイオエタノールとガソリンのGHG排出量

燃焼
（燃焼）
混合燃料配送
（ガソリン配送）
エタノール輸送
（ ＿ ）
エタノール製造
（ガソリン精製）
原料輸送
（原油海上輸送）
原料生産
（原油採掘）0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

十勝産
バイオエタノール

ガソリン
（船崎・種田）

73.8

注（１）E3 の GHG 排出量は本研究の分析結果より、ガソリンの GHG 排
出量は船崎・種田（1999) の LCA分析結果より推計した．

第３表　E3導入によるGHG増加抑制量

ガソリン 9904KLの生産・消費に伴う
GHG排出量（ケース０）

E3 1 万 KLの生産・消費に伴う
GHG排出量（ケース１）

E3導入によるGHG増加抑制量
　　（抑制率）

25,283

25,169

114
0.4

ｔ-CO2

ｔ-CO2

ｔ-CO2
%

（百万円）

整
合
性
を
確
保
す
る
た
め
，
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
生
産
の
原
料
は
規
格
外
小
麦
の
み
と
す
る
。

十
勝
圏
振
興
機
構
（
2
0
0
5
）
に
よ
る

と
、
十
勝
地
方
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
販
売
量
は

21
万
3
0
0K

L

で
，
本
研
究
の
L
C
A
分

析
に
よ
り
、
十
勝
地
方
で
発
生
す
る
規
格
外

小
麦
か
ら
は
、
十
勝
地
方
の
ガ
ソ
リ
ン
販
売
量

を
上
回
る
35
万K

L

の
E
3
が
生
産
さ
れ
る
こ

と
が
計
算
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
勝

地
方
の
ガ
ソ
リ
ン
販
売
は
全
量
が
E
3
に
よ
って

代
替
さ
れ
る
と
想
定
し
、
余
剰
と
な
る
E
3

は
L
C
A
分
析
と
同
様
、
道
央
地
域
へ
移
出

す
る
設
定
と
す
る
。
35
万K

L

の
E
3
を
産
業

連
関
表
の
作
成
年
次
で
あ
る
1
9
9
8
年
当

時
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
で
金
額
換
算
し
、
E
3
の

生
産
額
を
求
め
る
と
、
E
3
販
売
額
は
従
来

の
石
油
製
品
部
門
の
生
産
額
の
14
・
7
%
を
占

め
る
。
そ
こ
で
、
従
来
の
石
油
製
品
部
門
の
生

産
額
を
14
・
7
：
85
・
3
の
割
合
で
バ
イ
オ
燃

料
部
門
と
そ
の
他
石
油
製
品
部
門
に
分
割

し
、
十
勝
支
庁
産
業
連
関
表
に
バ
イ
オ
燃
料

部
門
を
追
加
す
る
。

次
に
、
バ
イ
オ
燃
料
部
門
へ
の
原
材
料
投
入

額
を
設
定
す
る
。
バ
イ
オ
燃
料
部
門
へ
の
投
入

財
の
種
類
は
L
C
A
分
析
に
よ
っ
て
取
り
上
げ

ら
れ
た
規
格
外
小
麦
、
電
力
、
重
油
、
薬
品
、

ガ
ソ
リ
ン
の
５
項
目
と
し
、
そ
れ
以
外
の
投
入

財
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
石
油
製
品
部
門
と
同

じ
と
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
他
石
油
製
品
部

門
と
異
な
り
、
バ
イ
オ
燃
料
部
門
は
原
油
を

原
材
料
と
し
て
投
入
し
な
い
た
め
、
原
油
・
天

然
ガ
ス
部
門
か
ら
の
投
入
は
ゼ
ロ
と
し
、
原
油
・

天
然
ガ
ス
部
門
か
ら
の
投
入
額
分
を
上
記
５
項

目
の
投
入
財
に
対
応
す
る
部
門
で
あ
る
非
食

用
耕
種
農
業
、
電
力
、
石
油
製
品
、
そ
の
他

食
料
品
 (9)
の
各
部
門
へ
配
分
す
る
（
第
１
表
）

  (10)
。次

に
、バ
イ
オ
燃
料
部
門
の
需
要
に
つい
て
、

L
C
A
分
析
で
は
生
産
さ
れ
た
E
3
は
十
勝

地
方
ま
た
は
道
央
地
域
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

販
売
さ
れ
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
が
設
定
さ
れ
て

い
る
。
本
研
究
で
は
ガ
ソ
リ
ン
需
要
の
大
半
が

自
動
車
燃
料
用
で
あ
る
こ
と
、
ガ
ソ
リ
ン
は
軽

油
と
異
な
り
主
に
自
家
用
車
に
利
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
バ
イ
オ
燃
料
部
門
で
生
産
さ

れ
た
E
3
は
他
産
業
の
中
間
財
と
し
て
の
投
入

は
な
く
、
全
て
最
終
需
要
と
し
て
需
要
さ
れ
る

と
想
定
す
る
。
前
述
の
と
お
り
、
十
勝
地
方

で
生
産
さ
れ
る
E
3
は
35
万K

L

で
、
こ
の
う

ち
60
・
7
%
が
域
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
販

売
さ
れ
、
残
り
の
39
・
3
％
は
道
央
地
域
へ
移

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
バ

イ
オ
燃
料
部
門
で
生
産
さ
れ
る
E
3
の
需
要

先
は
、
域
内
の
民
間
最
終
消
費
支
出
が
60
・

7
%
  (11)
、
道
央
地
域
へ
の
移
出
が
39
・
3
%
と

し
、
域
内
の
中
間
需
要
は
ゼ
ロ
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
投
入
・
需
要
の
修
正
を
行
っ
た

結
果
、
内
生
部
門
、
付
加
価
値
部
門
お
よ
び

最
終
需
要
部
門
の
間
で
数
値
の
調
整
が
必
要

と
な
る
。
そ
こ
で
、
各
部
門
に
お
い
て
内
生
部

門
、
付
加
価
値
部
門
、
最
終
需
要
部
門
に
そ

れ
ぞ
れ
誤
差
を
按
分
す
る
こ
と
で
、
行
項
目

と
列
項
目
の
地
域
内
生
産
額
を
完
全
に一致
さ

せ
、
バ
イ
オ
燃
料
部
門
を
追
加
し
た
十
勝
支

庁
産
業
連
関
表
を
構
築
し
た
。

（3） 

分
析
シ
ナ
リ
オ

L
C
A
分
析
お
よ
び
産
業
連
関
分
析
で

は
、
以
下
の
２
つ
の
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
十

勝
地
方
に
お
け
る
G
H
G
削
減
効
果
お
よ
び

経
済
波
及
効
果
を
算
出
す
る
。

（
ケ
ー
ス
１
）
1
万K

L
の
E
3
が
販
売
さ
れ

る
ケ
ー
ス

（
ケ
ー
ス
０
）
1
万K

L

の
E
3
と
発
熱
量
等

価
の
ガ
ソ
リ
ン
が
販
売
さ
れ
る  

ケ
ー
ス

1
万K

L

の
E
3
は
十
勝
地
方
の
年
間
ガ
ソ

リ
ン
消
費
量
の
お
よ
そ
5
%
を
占
め
、
作
成
し

た
産
業
連
関
表
の
年
次
で
あ
る
1
9
9
8
年

当
時
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
平
均
価
格
91
・
7

円
/
L
で
換
算
す
る
と
9
億
1
7
0
0
万
円

に
相
当
す
る
（
第
２
表
）。
ま
た
、
1
万K

L

の
E
3
と
発
熱
量
で
等
価
と
な
る
ガ
ソ
リ
ン
量

は
9
9
0
4K

L

と
な
り
、
金
額
で
は
9
億

8
0
0
万
円
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
ケ
ー
ス
１

で
は
、
E
3 

1
万K

L

に
よ
る
十
勝
地
方
全

体
で
の
G
H
G
削
減
効
果
を
L
C
A
分
析
よ

り
算
出
し
、
さ
ら
に
バ
イ
オ
燃
料
部
門
の
最
終

需
要
9
億
1
7
0
0
万
円
に
よ
る
十
勝
地
方

に
お
け
る
経
済
波
及
効
果
を
産
業
連
関
分
析

よ
り
算
出
す
る
。
一
方
、
ケ
ー
ス
０
で
は
、
従

来
ど
お
り
ガ
ソ
リ
ン
9
9
0
4K

L

（
9
億

8
0
0
万
円
分
）
の
販
売
に
よ
る
経
済
波
及

効
果
を
算
出
し
ケ
ー
ス
１
と
比
較
す
る
。

ま
た
、
経
済
波
及
効
果
に
よ
る
各
部
門
に

お
け
る
経
済
活
動
量
の
変
化
に
伴
い
、
地
域
内

のCO
2

排
出
量
も
変
化
す
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
両
ケ
ー
ス
に
お
い
て
経

済
波
及
効
果
に
伴
う
各
部
門
のCO

2

排
出
変

化
量
（CO

2

波
及
効
果
）
も
計
測
す
る
  (12)
。

CO
2

波
及
効
果
は
、
経
済
波
及
効
果
額
す
な

わ
ち
地
域
内
生
産
変
化
額
に
各
部
門
の
生
産

動向解析

927 827

額
あ
た
りCO

2

排
出
量（CO

2

排
出
原
単
位
）

を
乗
じ
る
こ
と
で
算
出
す
る
。CO

2

排
出
原

単
位
は
南
齋
他
（
2
0
0
2
）
か
ら
引
用
し
、

こ
れ
に
デ
ー
タ
の
な
い
バ
イ
オ
燃
料
部
門
のCO

2

排
出
原
単
位
は
本
研
究
に
お
け
る
L
C
A
分

析
の
結
果
よ
り
推
計
し
て
適
用
す
る
  (13)
。

な
お
、
こ
こ
で
の
分
析
は
、
E
3
に
よ
る
ガ

ソ
リ
ン
代
替
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
を
計
測
す

る
も
の
で
は
な
く
、「
仮
に
十
勝
地
方
に
バ
イ

オ
燃
料
部
門
と
そ
の
他
石
油
製
品
部
門
の
両

方
が
存
在
す
る
場
合
、
E
3
と
ガ
ソ
リ
ン
に
お

け
る
経
済
波
及
効
果
お
よ
びCO

2

波
及
効
果

に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
」
を
分
析
す
る

も
の
で
あ
る
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　

3　

分
析
結
果
と
考
察

ま
ず
、
L
C
A
分
析
に
つ
い
て
は
、
船
崎
・

種
田
（
1
9
9
9
）
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
の

L
C
A
分
析
結
果
と
比
較
し
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ

ー
ル
の
G
H
G
削
減
効
果
を
計
測
し
た
。
そ
の

結
果
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
G
H
G
排
出
量

は
62
・
7kg-CO

2 /GJ-fuel

で
あ
り
、
燃
料

発
熱
量
あ
た
り
で
考
え
る
と
ガ
ソ
リ
ン
よ
り
も

15
・
0
%
削
減
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
（
第

３
図
）。
こ
の
結
果
か
ら
1
万K

L

の
E
3
に
よ

る
地
域
全
体
で
の
G
H
G
削
減
効
果
を
算
出

す
る
と
、
ケ
ー
ス
０
で
は
２
万
５
2
8
3

t‐
CO

2 

、
ケ
ー
ス
１
で
は
２
万
５
1
6
9

t‐
CO

2 

と
な
り
、
ケ
ー
ス
１
に
お
け
る
削
減
率

は
0
・
4
%
と
な
っ
た
（
第
３
表
）。

ま
た
、
経
済
波
及
効
果
お
よ
びCO

2

波
及



耕 種 農 業

畜　　　産

林　　　業

漁　　　業

鉱　　　業

バイオ燃料

その他石油製品

その他製造品

建　設　業

電力・ガス・水道

商　　　業

金融・保険・不動産

運輸・通信・放送

公　　　務

公共サービス

サービス業

事 務 用 品

分 類 不 明

合　　　計

生産誘発係数

0

0

0

0

-1

0

909

1

0

4

10

7

9

0

6

10

0

0

954

1.05

経済波及効果
（百万円）

ケース０ ケース 1

0

0

0

0

-4

0

3,288

6

1

89

9

3

47

0

7

9

0

0

3,455

CO2波及効果
(t-CO2)

142

3

0

0

-6

931

1

17

1

13

22

10

11

0

1

13

0

3

1,162

1.27

経済波及効果
（百万円）

253

5

0

0

-24

1,787

3

55

3

307

20

4

56

1

1

12

1

4

2,490

CO2波及効果
(t-CO2)

第４表　経済波及効果とCO2波及効果の計測結果

効
果
の
計
測
結
果
に
つ
い
て
は
第
４
表
に
ま
と

め
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
ケ
ー
ス
１
で
は
バ
イ

オ
燃
料
部
門
の
最
終
需
要
9
億
1
7
0
0
万

円
か
ら
、
十
勝
地
方
全
体
で
11
億
6
2
0
0

万
円
の
域
内
生
産
額
の
増
加
が
も
た
ら
さ
れ
、

生
産
誘
発
係
数
は
1
・
27
と
な
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
部
門
別
に
見
る
と
、
耕
種
農
業
部
門

で
1
億
4
2
0
0
万
円
の
生
産
額
増
加
が
も

た
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
は
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生

産
が
増
加
す
る
こ
と
で
そ
の
原
料
供
給
部
門
で

あ
る
耕
種
農
業
部
門
へ
影
響
が
及
ん
だ
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
一方
で
、
ガ
ソ
リ
ン
の
場
合
の
経

済
波
及
効
果
を
算
出
す
る
と
、
そ
の
他
石
油

製
品
部
門
の
最
終
需
要
9
億
8
0
0
万
円
か

ら
も
た
ら
さ
れ
る
域
内
生
産
額
の
増
加
は
9
億

5
4
0
0
万
円
と
な
り
、
生
産
誘
発
係
数
は

1
・
05
に
留
ま
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま

た
、
ガ
ソ
リ
ン
の
場
合
は
耕
種
農
業
部
門
な
ど

地
域
農
業
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
域
内

へ
の
経
済
波
及
効
果
が
小
さ
い
こ
と
が
示
さ
れ

た
。こ

れ
に
加
え
、CO

2

波
及
効
果
を
見
る
と
、

ケ
ー
ス
１
に
お
い
て
はCO

2

排
出
増
加
量
が

2
4
9
0 t‐

CO
2

と
な
る一方
、
ケ
ー
ス
０
で

は
3
4
5
5 t‐

CO
2

と
な
る
。CO

2

排
出
量

の
増
加
は
E
3
よ
り
も
ガ
ソ
リ
ン
の
ほ
う
が
大

き
く
、
ガ
ソ
リ
ン
生
産
・
販
売
す
る
よ
り
も

E
3
を
生
産
・
販
売
し
た
方
がCO

2

排
出
量

の
増
加
を
地
域
全
体
で
28
%
抑
制
で
き
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
バ
イ
オ
燃
料

部
門
に
よ
る
E
3
販
売
で
はCO

2

排
出
強
度

の
高
い
部
門
へ
の
影
響
が
抑
制
さ
れ
、
比
較
的

CO
2

排
出
強
度
の
低
い
耕
種
農
業
部
門
な
ど
へ

大
き
な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
た
た
め
、
地
域

全
体
と
し
て
はCO

2

排
出
量
が
抑
え
ら
れ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

4　

お
わ
り
に

本
研
究
で
は
、
北
海
道
十
勝
地
方
に
お
け

る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
を
対
象
と
し
て
、

L
C
A
分
析
と
産
業
連
関
分
析
を
適
用
し
、

地
域
全
体
で
の
G
H
G
削
減
効
果
お
よ
び
地

域
経
済
効
果
を
計
測
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
き
た
。

本
研
究
に
お
け
る
分
析
の
結
果
、
以
下
の
３

点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
第
一に
、
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
で
見
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
G
H
G
排
出

量
は
ガ
ソ
リ
ン
に
比
べ
15
・
0
%
削
減
で
き
、

E
3
と
ガ
ソ
リ
ン
の
G
H
G
排
出
量
を
比
較
す

る
と
、
E
3
に
よ
る
G
H
G
削
減
効
果
は
0
・

4
%
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
十
勝
地

方
に
お
け
る
E
3
の
生
産
・
販
売
に
よ
り
、
経

済
波
及
効
果
が
耕
種
農
業
を
中
心
と
し
て
地

域
内
に
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
る一方
、
ガ
ソ

リ
ン
の
販
売
で
は
地
域
経
済
へ
の
経
済
波
及
効

果
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、

E
3
の
販
売
はCO

2

排
出
の
多
い
部
門
か
ら

少
な
い
部
門
へ
生
産
の
シ
フ
ト
が
発
生
す
る
こ

と
で
、
ガ
ソ
リ
ン
生
産
・
販
売
の
場
合
に
比
べ

地
域
内
のCO

2

排
出
量
増
加
が
28
%
抑
制
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
研
究
の
結
論
は

以
下
の
２
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
一に
、
バ
イ

れ
た
。
ま
た
、
バ
イ
オ
燃
料
は
石
油
製
品
部

門
に
比
べ
地
域
内
のCO

2

排
出
増
加
を
抑
制

し
つつ
も
地
域
内
に
よ
り
大
き
な
経
済
波
及
効

果
を
も
た
ら
す
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
」
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
も
注
目
す
べ

き
点
で
あ
る
。

注
（1）
本
稿
は
、
筆
者
と
小
樽
商
科
大
学
山
本
充
教
授
、

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員（
小
樽
商
科
大
学
）

増
田
清
敬
氏
と
の
共
同
研
究
の
成
果
の一部
で
あ
る
。

（2）
北
海
道
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
株
式
会
社
の
計
画
で
は
、

清
水
町
に
お
け
る
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
に
は
規
格
外
小

麦
の
他
、
て
ん
さ
い
や
米
な
ど
も
利
用
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

（3）
2
0
0
6
年
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
現
在
十
勝
支
庁

は
19
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
分
析
は
20
市
町

村
の
と
き
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
行
って
い
る
。

（4）
本
モ
デ
ル
で
は
、
あ
く
ま
で
想
定
事
例
を
ベ
ー
ス
と
し

て
お
り
実
証
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
な
い
こ
と
か
ら
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
総
合
開
発
機
構
（
2
0
0
3
）
に

よ
る
バ
ガ
ス
・
タ
ピ
オ
カ
利
用
の
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
プ
ラ

ン
ト
デ
ー
タ
を
援
用
し
た
。

（5）
配
分
問
題
と
は
、
ど
の
生
産
物
に
資
源
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
ま
た
は
環
境
負
荷
や
廃
棄
物
の
フ
ロ
ー
を
ど
れ

だ
け
帰
属
さ
せ
る
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
石
谷
・

赤
井
（
1
9
9
9
））。

（6）
配
分
基
準
に
は
重
量
比
や
経
済
価
値
比
等
が
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
仮
に
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
と
麦
稈
と
間

の
環
境
負
荷
の
配
分
基
準
に
重
量
比
を
採
用
し
た
場

合
、
規
格
外
小
麦
発
生
量
よ
り
も
麦
稈
発
生
量
の

方
が
多
い
た
め
、
本
来
副
産
物
で
あ
る
麦
稈
に
環
境

負
荷
が
多
く
配
分
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
点
が

あ
る
。一方
、経
済
価
値
比
を
採
用
す
る
場
合
に
も
、

十
勝
地
方
に
お
い
て
は
、
麦
稈
は
厩
肥
と
物
々
交
換

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
市
場
が
形
成
さ
れ
な
い
こ
と

か
ら
経
済
的
価
値
の
設
定
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
問

題
点
が
残
る
。

（7）
使
用
し
た
十
勝
支
庁
産
業
連
関
表
は
現
時
点
で
最

新
版
の
1
9
9
8
年
表
で
あ
る
。

（8）
こ
こ
で
は
、
分
割
前
の
「
石
油
製
品
部
門
」
か
ら
バ

イ
オ
燃
料
部
門
を
除
い
た
分
割
後
の
部
門
を
「
そ
の

他
石
油
製
品
部
門
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（9）
規
格
外
小
麦
を
原
料
と
し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産

へ
の
そ
の
他
食
料
品
の
投
入
と
は
具
体
的
に
は
薬
品

を
指
す
。
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
に
使
わ
れ
る
薬
品

の
多
く
は
発
酵
に
用
い
ら
れ
る
酵
母
菌
な
ど
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
製
品
の
生
産
額
は
産
業
連
関
表
に
お

い
て
そ
の
他
食
料
品
部
門
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。

（10）
本
来
で
あ
れ
ば
、
E
3
生
産
の
た
め
の
全
て
の
投
入

物
を
網
羅
し
た
上
で
そ
の
費
用
を
推
計
し
、
そ
こ
か

ら
産
業
連
関
表
の
投
入
構
造
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
十
勝
地
方
に
お
け
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
商

用
生
産
は
現
時
点
で
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
投
入
物
や

費
目
の
詳
細
な
デ
ー
タ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、

こ
こ
で
は
原
油
・
天
然
ガ
ス
部
門
か
ら
の
投
入
の
み
を

ゼ
ロ
と
し
、
商
業
や
運
輸
な
ど
原
油
・
天
然
ガ
ス
部

門
以
外
か
ら
の
投
入
は
従
来
の
石
油
製
品
部
門
と
変

わ
ら
な
い
と
仮
定
し
て
、
バ
イ
オ
燃
料
部
門
の
投
入

構
造
を
構
築
し
た
。

（11）
十
勝
地
方
の
ガ
ソ
リ
ン
販
売
量
21
万
3
0
0K

L

と
発

熱
量
等
価
換
算
の
E
3
量
を
基
準
に
計
算
し
て
い
る
。

（12）
本
研
究
に
お
け
る
L
C
A
分
析
で
はCO

2

の
他

N
2 O

の
排
出
も
一
部
計
測
対
象
と
し
て
い
る
が
、
経

済
波
及
効
果
に
伴
う
G
H
G
排
出
量
の
変
化
は

CO
2

の
み
を
計
測
対
象
と
す
る
。

（13）
本
研
究
で
は
、
バ
イ
オ
燃
料
部
門
の
生
産
物
は
E
3

と
し
て
お
り
、CO

2

排
出
原
単
位
も
E
3
製
造
に

伴
うCO

2

排
出
量
を
推
計
し
て
い
る
。
E
3
の
97

%
を
占
め
る
ガ
ソ
リ
ン
のCO

2

排
出
量
は
、
ガ
ソ
リ

ン
仕
入
れ
価
格
と
そ
の
他
石
油
製
品
部
門
のCO

2

排
出
原
単
位
を
も
と
に
推
計
し
た
。
こ
れ
に
3
%
分

の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
に
伴
うCO

2

排
出
量
を

合
計
し
て
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
販
売
額
で
除
す
こ
と

で
、
バ
イ
オ
燃
料
部
門
のCO

2

排
出
原
単
位
を
推

計
し
た
。
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動向解析
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オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
視

点
か
ら
一
定
の
G
H
G
削
減
効
果
が
あ
り
、

E
3
に
お
い
て
も
マ
ク
ロ
的
な
視
点
か
ら
見
る

と
G
H
G
排
出
抑
制
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
E
3
の
生
産
・
販
売
が

G
H
G
排
出
の
少
な
い
部
門
に
対
し
て
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
で
地
域
全
体
の
G
H
G

排
出
抑
制
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

生
産
の
環
境
負
荷
削
減
効
果
の
計
測
に
あ
た
っ

て
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
か
ら
の
観
点
の
み
な
ら

ず
マ
ク
ロ
的
視
点
か
ら
の
評
価
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。
第
二
に
、
E
3
の
生
産
・
販
売
は

ガ
ソ
リ
ン
に
比
べ
地
域
内
へ
大
き
な
経
済
効
果

を
も
た
ら
し
、
特
に
耕
種
農
業
へ
の
影
響
が
大

き
い
点
で
あ
る
。
し
た
が
って
、
E
3
の
生
産
・

販
売
は
地
球
温
暖
化
防
止
お
よ
び
地
域
経
済

活
性
化
の
双
方
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
示
さ



耕 種 農 業

畜　　　産

林　　　業

漁　　　業

鉱　　　業

バイオ燃料

その他石油製品

その他製造品

建　設　業

電力・ガス・水道

商　　　業

金融・保険・不動産

運輸・通信・放送

公　　　務

公共サービス

サービス業

事 務 用 品

分 類 不 明

合　　　計

生産誘発係数

0

0

0

0

-1

0

909

1

0

4

10

7

9

0

6

10

0

0

954

1.05

経済波及効果
（百万円）

ケース０ ケース 1

0

0

0

0

-4

0

3,288

6

1

89

9

3

47

0

7

9

0

0

3,455

CO2波及効果
(t-CO2)

142

3

0

0

-6

931

1

17

1

13

22

10

11

0

1

13

0

3

1,162

1.27

経済波及効果
（百万円）

253

5

0

0

-24

1,787

3

55

3

307

20

4

56

1

1

12

1

4

2,490

CO2波及効果
(t-CO2)

第４表　経済波及効果とCO2波及効果の計測結果

効
果
の
計
測
結
果
に
つ
い
て
は
第
４
表
に
ま
と

め
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
ケ
ー
ス
１
で
は
バ
イ

オ
燃
料
部
門
の
最
終
需
要
9
億
1
7
0
0
万

円
か
ら
、
十
勝
地
方
全
体
で
11
億
6
2
0
0

万
円
の
域
内
生
産
額
の
増
加
が
も
た
ら
さ
れ
、

生
産
誘
発
係
数
は
1
・
27
と
な
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
部
門
別
に
見
る
と
、
耕
種
農
業
部
門

で
1
億
4
2
0
0
万
円
の
生
産
額
増
加
が
も

た
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
は
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生

産
が
増
加
す
る
こ
と
で
そ
の
原
料
供
給
部
門
で

あ
る
耕
種
農
業
部
門
へ
影
響
が
及
ん
だ
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
一方
で
、
ガ
ソ
リ
ン
の
場
合
の
経

済
波
及
効
果
を
算
出
す
る
と
、
そ
の
他
石
油

製
品
部
門
の
最
終
需
要
9
億
8
0
0
万
円
か

ら
も
た
ら
さ
れ
る
域
内
生
産
額
の
増
加
は
9
億

5
4
0
0
万
円
と
な
り
、
生
産
誘
発
係
数
は

1
・
05
に
留
ま
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま

た
、
ガ
ソ
リ
ン
の
場
合
は
耕
種
農
業
部
門
な
ど

地
域
農
業
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
域
内

へ
の
経
済
波
及
効
果
が
小
さ
い
こ
と
が
示
さ
れ

た
。こ

れ
に
加
え
、CO

2

波
及
効
果
を
見
る
と
、

ケ
ー
ス
１
に
お
い
て
はCO

2

排
出
増
加
量
が

2
4
9
0 t‐

CO
2

と
な
る一方
、
ケ
ー
ス
０
で

は
3
4
5
5 t‐

CO
2

と
な
る
。CO

2

排
出
量

の
増
加
は
E
3
よ
り
も
ガ
ソ
リ
ン
の
ほ
う
が
大

き
く
、
ガ
ソ
リ
ン
生
産
・
販
売
す
る
よ
り
も

E
3
を
生
産
・
販
売
し
た
方
がCO

2

排
出
量

の
増
加
を
地
域
全
体
で
28
%
抑
制
で
き
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
バ
イ
オ
燃
料

部
門
に
よ
る
E
3
販
売
で
はCO

2

排
出
強
度

の
高
い
部
門
へ
の
影
響
が
抑
制
さ
れ
、
比
較
的

CO
2

排
出
強
度
の
低
い
耕
種
農
業
部
門
な
ど
へ

大
き
な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
た
た
め
、
地
域

全
体
と
し
て
はCO

2

排
出
量
が
抑
え
ら
れ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

4　

お
わ
り
に

本
研
究
で
は
、
北
海
道
十
勝
地
方
に
お
け

る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
を
対
象
と
し
て
、

L
C
A
分
析
と
産
業
連
関
分
析
を
適
用
し
、

地
域
全
体
で
の
G
H
G
削
減
効
果
お
よ
び
地

域
経
済
効
果
を
計
測
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
き
た
。

本
研
究
に
お
け
る
分
析
の
結
果
、
以
下
の
３

点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
第
一に
、
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
で
見
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
G
H
G
排
出

量
は
ガ
ソ
リ
ン
に
比
べ
15
・
0
%
削
減
で
き
、

E
3
と
ガ
ソ
リ
ン
の
G
H
G
排
出
量
を
比
較
す

る
と
、
E
3
に
よ
る
G
H
G
削
減
効
果
は
0
・

4
%
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
十
勝
地

方
に
お
け
る
E
3
の
生
産
・
販
売
に
よ
り
、
経

済
波
及
効
果
が
耕
種
農
業
を
中
心
と
し
て
地

域
内
に
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
る一方
、
ガ
ソ

リ
ン
の
販
売
で
は
地
域
経
済
へ
の
経
済
波
及
効

果
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、

E
3
の
販
売
はCO

2

排
出
の
多
い
部
門
か
ら

少
な
い
部
門
へ
生
産
の
シ
フ
ト
が
発
生
す
る
こ

と
で
、
ガ
ソ
リ
ン
生
産
・
販
売
の
場
合
に
比
べ

地
域
内
のCO

2

排
出
量
増
加
が
28
%
抑
制
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
研
究
の
結
論
は

以
下
の
２
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
一に
、
バ
イ

れ
た
。
ま
た
、
バ
イ
オ
燃
料
は
石
油
製
品
部

門
に
比
べ
地
域
内
のCO

2

排
出
増
加
を
抑
制

し
つつ
も
地
域
内
に
よ
り
大
き
な
経
済
波
及
効

果
を
も
た
ら
す
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
」
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
も
注
目
す
べ

き
点
で
あ
る
。

注
（1）
本
稿
は
、
筆
者
と
小
樽
商
科
大
学
山
本
充
教
授
、

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員（
小
樽
商
科
大
学
）

増
田
清
敬
氏
と
の
共
同
研
究
の
成
果
の一部
で
あ
る
。

（2）
北
海
道
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
株
式
会
社
の
計
画
で
は
、

清
水
町
に
お
け
る
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
に
は
規
格
外
小

麦
の
他
、
て
ん
さ
い
や
米
な
ど
も
利
用
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

（3）
2
0
0
6
年
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
現
在
十
勝
支
庁

は
19
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
分
析
は
20
市
町

村
の
と
き
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
行
って
い
る
。

（4）
本
モ
デ
ル
で
は
、
あ
く
ま
で
想
定
事
例
を
ベ
ー
ス
と
し

て
お
り
実
証
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
な
い
こ
と
か
ら
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
総
合
開
発
機
構
（
2
0
0
3
）
に

よ
る
バ
ガ
ス
・
タ
ピ
オ
カ
利
用
の
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
プ
ラ

ン
ト
デ
ー
タ
を
援
用
し
た
。

（5）
配
分
問
題
と
は
、
ど
の
生
産
物
に
資
源
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
ま
た
は
環
境
負
荷
や
廃
棄
物
の
フ
ロ
ー
を
ど
れ

だ
け
帰
属
さ
せ
る
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
石
谷
・

赤
井
（
1
9
9
9
））。

（6）
配
分
基
準
に
は
重
量
比
や
経
済
価
値
比
等
が
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
仮
に
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
と
麦
稈
と
間

の
環
境
負
荷
の
配
分
基
準
に
重
量
比
を
採
用
し
た
場

合
、
規
格
外
小
麦
発
生
量
よ
り
も
麦
稈
発
生
量
の

方
が
多
い
た
め
、
本
来
副
産
物
で
あ
る
麦
稈
に
環
境

負
荷
が
多
く
配
分
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
点
が

あ
る
。一方
、経
済
価
値
比
を
採
用
す
る
場
合
に
も
、

十
勝
地
方
に
お
い
て
は
、
麦
稈
は
厩
肥
と
物
々
交
換

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
市
場
が
形
成
さ
れ
な
い
こ
と

か
ら
経
済
的
価
値
の
設
定
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
問

題
点
が
残
る
。

（7）
使
用
し
た
十
勝
支
庁
産
業
連
関
表
は
現
時
点
で
最

新
版
の
1
9
9
8
年
表
で
あ
る
。

（8）
こ
こ
で
は
、
分
割
前
の
「
石
油
製
品
部
門
」
か
ら
バ

イ
オ
燃
料
部
門
を
除
い
た
分
割
後
の
部
門
を
「
そ
の

他
石
油
製
品
部
門
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（9）
規
格
外
小
麦
を
原
料
と
し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産

へ
の
そ
の
他
食
料
品
の
投
入
と
は
具
体
的
に
は
薬
品

を
指
す
。
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
に
使
わ
れ
る
薬
品

の
多
く
は
発
酵
に
用
い
ら
れ
る
酵
母
菌
な
ど
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
製
品
の
生
産
額
は
産
業
連
関
表
に
お

い
て
そ
の
他
食
料
品
部
門
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。

（10）
本
来
で
あ
れ
ば
、
E
3
生
産
の
た
め
の
全
て
の
投
入

物
を
網
羅
し
た
上
で
そ
の
費
用
を
推
計
し
、
そ
こ
か

ら
産
業
連
関
表
の
投
入
構
造
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
十
勝
地
方
に
お
け
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
商

用
生
産
は
現
時
点
で
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
投
入
物
や

費
目
の
詳
細
な
デ
ー
タ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、

こ
こ
で
は
原
油
・
天
然
ガ
ス
部
門
か
ら
の
投
入
の
み
を

ゼ
ロ
と
し
、
商
業
や
運
輸
な
ど
原
油
・
天
然
ガ
ス
部

門
以
外
か
ら
の
投
入
は
従
来
の
石
油
製
品
部
門
と
変

わ
ら
な
い
と
仮
定
し
て
、
バ
イ
オ
燃
料
部
門
の
投
入

構
造
を
構
築
し
た
。

（11）
十
勝
地
方
の
ガ
ソ
リ
ン
販
売
量
21
万
3
0
0K

L

と
発

熱
量
等
価
換
算
の
E
3
量
を
基
準
に
計
算
し
て
い
る
。

（12）
本
研
究
に
お
け
る
L
C
A
分
析
で
はCO

2

の
他

N
2 O

の
排
出
も
一
部
計
測
対
象
と
し
て
い
る
が
、
経

済
波
及
効
果
に
伴
う
G
H
G
排
出
量
の
変
化
は

CO
2

の
み
を
計
測
対
象
と
す
る
。

（13）
本
研
究
で
は
、
バ
イ
オ
燃
料
部
門
の
生
産
物
は
E
3

と
し
て
お
り
、CO

2

排
出
原
単
位
も
E
3
製
造
に

伴
うCO
2

排
出
量
を
推
計
し
て
い
る
。
E
3
の
97

%
を
占
め
る
ガ
ソ
リ
ン
のCO

2

排
出
量
は
、
ガ
ソ
リ

ン
仕
入
れ
価
格
と
そ
の
他
石
油
製
品
部
門
のCO

2

排
出
原
単
位
を
も
と
に
推
計
し
た
。
こ
れ
に
3
%
分

の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
に
伴
うCO

2

排
出
量
を

合
計
し
て
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
販
売
額
で
除
す
こ
と

で
、
バ
イ
オ
燃
料
部
門
のCO

2

排
出
原
単
位
を
推

計
し
た
。
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オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
視

点
か
ら
一
定
の
G
H
G
削
減
効
果
が
あ
り
、

E
3
に
お
い
て
も
マ
ク
ロ
的
な
視
点
か
ら
見
る

と
G
H
G
排
出
抑
制
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
E
3
の
生
産
・
販
売
が

G
H
G
排
出
の
少
な
い
部
門
に
対
し
て
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
で
地
域
全
体
の
G
H
G

排
出
抑
制
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

生
産
の
環
境
負
荷
削
減
効
果
の
計
測
に
あ
た
っ

て
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
か
ら
の
観
点
の
み
な
ら

ず
マ
ク
ロ
的
視
点
か
ら
の
評
価
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。
第
二
に
、
E
3
の
生
産
・
販
売
は

ガ
ソ
リ
ン
に
比
べ
地
域
内
へ
大
き
な
経
済
効
果

を
も
た
ら
し
、
特
に
耕
種
農
業
へ
の
影
響
が
大

き
い
点
で
あ
る
。
し
た
が
って
、
E
3
の
生
産
・

販
売
は
地
球
温
暖
化
防
止
お
よ
び
地
域
経
済

活
性
化
の
双
方
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
示
さ



第１表　農業労働力の動向（販売農家）

資料：農業センサス( 各年版）．
注（１）90 年の世帯員数以外は16 歳以上のデータである．
（２）労働力の指標の定義は以下の通りである．

農業従事者：15 歳以上の世帯員のうち、調査期日前１年間に自営農業に従事した者．
農業就業人口：農業従事者のうち、自営農業のみに従事した者または農業とそれ以外の仕事の両
方に従事した者のうち、自営農業が主の者．
基幹的農業従事者：農業就業人口のうち、ふだんの主な状態が、「主に仕事」の者．
農業専従者：自営農業に150日以上従事した者． 

女
子

男
子

女
子

男
子

1995
2000
2005
1995
2000
2005
90-95
95-00
00-05
90-95
95-00
00-05
1995
2000
2005
1995
2000
2005

年

年

年

年

年

年

農家人口
（15歳以上）
4,955 
4,416 
3,656 
5,266 
4,662 
3,815 
-10.5 
-10.9 
-17.2 
-10.6 
-11.5 
-18.2 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 

農　業
従事者
3,960 
3,638 
2,976 
3,438 
3,219 
2,586 
-10.8 
-8.1 
-18.2 
-15.2 
-6.4 
-19.7 
79.9 
82.4 
81.4 
65.3 
69.0 
67.8 

農業就業
人　　口
1,767 
1,721 
1,564 
2,372 
2,171 
1,788 
-10.6 
-2.6 
-9.1 
-16.5 
-8.5 
-17.6 
35.7 
39.0 
42.8 
45.0 
46.6 
46.9 

基 幹 的
農業従事者
1,372 
1,260 
1,214 
1,188 
1,140 
1,027 
-9.9 
-8.2 
-3.6 
-15.4 
-4.1 
-10.0 
27.7 
28.5 
33.2 
22.6 
24.5 
26.9 

農　業
専従者
1,046 
988 
926 
917 
859 
758 
-14.7 
-5.5 
-6.4 
-17.9 
-6.4 
-11.7 
21.1 
22.4 
25.3 
17.4 
18.4 
19.9 

女
子

男
子

実　　数
(千人）

増 減 率
（％）

農家人口
(15歳以上）
に占める
割合（％）

-16.0 
-9.4 
-12.9 
-9.1 
-1.8 
-21.0 

1911 
889 
273 
506 
105 
1022 
100.0 
46.5 
(30.7)
(56.9)
(11.8)
53.5 

総数
専従者がいる
　うち60歳未満男子専従者がいる
　うち男女の専従者がいる
　うち男子の専従者が2名以上
専従者はいない
総数
専従者がいる
　うち60歳未満男子専従者がいる
　うち男女の専従者がいる
　うち男子の専従者が2名以上
専従者はいない

2000-05
(増減率）
（％）

2005年
(実数）
(千戸）

2005年
都府県（農家）

712 
712 
254 
572 

0 
100.0 
100.0 
35.6 
80.3 

0.0 

869 
869 
381 
601 
216 
0 

100.0 
100.0 
43.9 
69.2 
24.9 
0.0 

-14.9 
-14.6 
-17.1 
-13.7 
-7.6 
-16.3 

52 
44 
31 
36 
14 
8 

100.0 
84.6 
(69.8)
(82.3)
(32.2)
15.4 

女子
(千人）

男子
(千人）

都府県（専従者数）
2000-05
(増減率）
（％）

2005年
(実数）
(千戸）

北海道（農家）

資料：農業センサス( 各年版）．
注（１）男子の専従者 2 名以上の農家は、「男女の専従者がいる、男子専従者 2 名以上」農家と「男子専従者のみ」のうち「専従者 1 名」以外の

農家の合計．
（２）（  ）内は、専従者のいる農家に占める割合．
（３）女子 2名以上いる農家は72 千戸、農業従事者数は147 千人である．

総
数
に
占
め
る
割
合（
％
）

第２表　　農業労働力保有状態別農家数の推移（販売農家）

動向解析

農業・農村領域上席主任研究官　松久　勉

第
1
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
各
労
働
指
標
の

農
家
人
口
（
15
歳
以
上
）
に
占
め
る
割
合
を

み
る
と
、
2
0
0
0
年
の
割
合
は
い
ず
れ
も

1
9
9
5
年
を
上
回
って
い
る
。

一
方
、
2
0
0
5
年
に
つ
い
て
み
る
と
、
農

家
人
口
の
減
少
率
が
男
女
と
も
に
大
幅
に
上

昇
し
た
。
こ
れ
は
、
販
売
農
家
数
の
減
少
率

が
12
%
か
ら
16
%
へ
と
上
昇
し
た
こ
と
に
加

え
、
横
ば
い
で
あ
っ
た
1
戸
当
た
り
農
家
人
口

が
2
%
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
 (2)
。
各
労
働

指
標
の
2
0
0
0
-0
5
年
増
減
率
は
男
女
と

も
に
農
業
従
事
者
を
除
き
、
引
き
続
き
人
口

　

1　

は
じ
め
に

我
が
国
の
農
業
労
働
力
は
、
戦
後
農
業
の

中
心
的
な
担
い
手
で
あ
っ
た
「
昭
和
一
ケ
タ
世

代
」
が
70
歳
代
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
著
し
く

減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
新
規
に
自
営

農
業
に
就
業
す
る
者
の
大
半
は
定
年
者
の
多
い

50
、
60
歳
代
が
占
め
る
一
方
、
39
歳
以
下
は

1
割
程
度
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
長
期

的
に
農
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
若
い

労
働
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
者
を
い

か
に
確
保
す
る
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
分
析

か
ら
、
農
業
専
従
者
の
動
向
を
概
観
す
る
と
と

も
に
、
ど
の
よ
う
な
農
家
に
若
年
層
が
存
在
す

る
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ
ら
に
は
、

家
族
農
業
労
働
力
が
弱
体
化
す
る
中
で
増
加

傾
向
に
あ
る
雇
用
農
業
労
働
力
（
特
に
常
雇
）

に
つ
い
て
も
、
若
年
の
農
業
専
従
者
の
存
在
形

態
を
踏
ま
え
つつ
、
そ
の
動
向
を
示
し
た
い
。

　

2　

農
業
専
従
者
の
動
向

（１） 

農
業
労
働
力
の
動
向

ま
ず
、
農
業
労
働
力
に
つ
い
て
主
な
労
働
指

標
か
ら
み
て
い
き
た
い
。

前
回
調
査
で
あ
る
2
0
0
0
年
セ
ン
サ
ス
に

お
け
る
農
業
労
働
力
の
大
き
な
特
徴
は
、
低

下
傾
向
に
あ
っ
た
農
家
世
帯
員
の
農
業
就
業
割

合
が
下
げ
止
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
農
業
労
働

力
の
減
少
が
緩
や
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
 (1)
。

減
少
率
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
1
9
9
5 

-2
0
0
0
年
に
比
べ
減
少
率
が
高
ま
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、
男
子
の
基
幹
的

農
業
従
事
者
の
み
は
1
9
9
5
-2
0
0
0
年

を
さ
ら
に
下
回
る
低
い
減
少
率
に
な
って
い
る
。

同
従
事
者
は
農
家
人
口
に
占
め
る
割
合
の
上
昇

度
合
が
最
も
高
く
、
こ
の
こ
と
が
低
い
減
少
率

に
と
ど
ま
っ
た
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
表
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
農
業
労

働
力
の
高
齢
化
は
さ
ら
に
進
行
し
て
い
る
。

2
0
0
0
年
と
2
0
0
5
年
の
高
齢
化
率

（
65
歳
以
上
の
割
合
）
を
比
較
す
る
と
、
基

幹
的
農
業
従
事
者
で
は
、
男
子
が
55
％
か
ら

60
％
、
女
子
が
46
％
か
ら
55
％
へ
、
農
業
専
従

者
で
は
、
男
子
が
48
％
か
ら
53
％
へ
、
女
子
が

40
％
か
ら
48
％
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
い

る
。
65
歳
未
満
の
従
事
者
数
が
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
相
対
的
に
65
歳
以
上
比

率
、
す
な
わ
ち
高
齢
化
率
が
上
昇
し
て
い
る
。

（2） 

農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
及
び

農
業
投
下
労
働
規
模
別
に
み
た

農
業
専
従
者

農
業
労
働
力
の
指
標
の
中
で
、
主
た
る
担
い

手
の
指
標
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
の
が
、
基
幹

的
農
業
従
事
者
と
農
業
専
従
者
で
あ
る
。

2
0
0
5
年
で
は
、
男
子
農
業
専
従
者
の
97

％
が
基
幹
的
農
業
従
事
者
で
あ
る
が
、
基
幹

的
農
業
従
事
者
の
う
ち
農
業
専
従
者
で
あ
る

者
は
74
％
に
過
ぎ
な
い
。
男
子
の
年
齢
別
を
み

る
と
、
20
〜
50
歳
代
で
は
85
%
以
上
が
農
業

専
従
者
で
あ
る
の
に
対
し
、
60
歳
代
は
73
％
、

70
歳
代
は
64
％
と
低
く
な
る
。
基
幹
的
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
た

め
、
農
業
専
従
者
で
あ
る
割
合
は
さ
ら
に
低

下
し
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
と
農
業
専
従
者

の
性
格
が
今
ま
で
以
上
に
異
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
る
 (3)
。
そ
こ
で
、
今
回
の
分
析
で
は
農
業

専
従
者
に
つい
て
分
析
す
る
。

ま
ず
、
農
業
専
従
者
の
存
在
形
態
に
よ
る

分
類
で
あ
る
農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
を
み

て
い
き
た
い
。
第
2
表
に
都
府
県
と
北
海
道
を

分
け
て
農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
農
家
数

（
都
府
県
で
は
専
従
者
数
も
掲
載
）
を
示
し

た
が
、
都
府
県
と
北
海
道
で
大
き
な
差
が
あ

る
。
北
海
道
は
「
専
従
者
が
い
る
農
家
」
が

8
割
以
上
、
そ
の
う
ち
「
60
歳
未
満
男
子
専

従
者
が
い
る
農
家
」
が
約
7
割
で
あ
り
、
都

府
県
と
は
異
な
り
、
農
家
の
大
半
に
農
業
専

従
者
が
お
り
、
し
か
も
60
歳
未
満
男
子
専
従

者
の
い
る
割
合
が
高
い
。
こ
の
た
め
、
以
下
で

は
都
府
県
を
中
心
に
分
析
を
進
め
て
い
き
た

い
。都

府
県
の
2
0
0
5
年
の
「
専
従
者
の
い

る
農
家
」
の
減
少
率
（
9
％
）
は
販
売
農
家

全
体
の
減
少
率
（
16
％
）
よ
り
も
低
い
た
め
、

販
売
農
家
合
計
に
占
め
る
割
合
は
2
0
0
0

年
よ
り
も
3
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
農
家
の
半

数
近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
60

歳
未
満
男
子
専
従
者
が
い
る
農
家
」
は
「
専

従
者
の
い
る
農
家
」
の
3
割
を
占
め
て
お
り
、

2
0
0
0
-0
5
年
の
減
少
率
は
13
％
と
「
専

従
者
の
い
る
農
家
」
の
減
少
率
よ
り
も
高
い
。

ま
た
、「
男
女
の
専
従
者
が
い
る
農
家
」
は
「
農
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第１表　農業労働力の動向（販売農家）

資料：農業センサス( 各年版）．
注（１）90 年の世帯員数以外は16 歳以上のデータである．
（２）労働力の指標の定義は以下の通りである．

農業従事者：15 歳以上の世帯員のうち、調査期日前１年間に自営農業に従事した者．
農業就業人口：農業従事者のうち、自営農業のみに従事した者または農業とそれ以外の仕事の両
方に従事した者のうち、自営農業が主の者．
基幹的農業従事者：農業就業人口のうち、ふだんの主な状態が、「主に仕事」の者．
農業専従者：自営農業に150日以上従事した者． 

女
子

男
子

女
子

男
子

1995
2000
2005
1995
2000
2005
90-95
95-00
00-05
90-95
95-00
00-05
1995
2000
2005
1995
2000
2005

年

年

年

年

年

年

農家人口
（15歳以上）
4,955 
4,416 
3,656 
5,266 
4,662 
3,815 
-10.5 
-10.9 
-17.2 
-10.6 
-11.5 
-18.2 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 

農　業
従事者
3,960 
3,638 
2,976 
3,438 
3,219 
2,586 
-10.8 
-8.1 
-18.2 
-15.2 
-6.4 
-19.7 
79.9 
82.4 
81.4 
65.3 
69.0 
67.8 

農業就業
人　　口
1,767 
1,721 
1,564 
2,372 
2,171 
1,788 
-10.6 
-2.6 
-9.1 
-16.5 
-8.5 
-17.6 
35.7 
39.0 
42.8 
45.0 
46.6 
46.9 

基 幹 的
農業従事者
1,372 
1,260 
1,214 
1,188 
1,140 
1,027 
-9.9 
-8.2 
-3.6 
-15.4 
-4.1 
-10.0 
27.7 
28.5 
33.2 
22.6 
24.5 
26.9 

農　業
専従者
1,046 
988 
926 
917 
859 
758 
-14.7 
-5.5 
-6.4 
-17.9 
-6.4 
-11.7 
21.1 
22.4 
25.3 
17.4 
18.4 
19.9 

女
子

男
子

実　　数
(千人）

増 減 率
（％）

農家人口
(15歳以上）
に占める
割合（％）

-16.0 
-9.4 
-12.9 
-9.1 
-1.8 
-21.0 

1911 
889 
273 
506 
105 
1022 
100.0 
46.5 
(30.7)
(56.9)
(11.8)
53.5 

総数
専従者がいる
　うち60歳未満男子専従者がいる
　うち男女の専従者がいる
　うち男子の専従者が2名以上
専従者はいない
総数
専従者がいる
　うち60歳未満男子専従者がいる
　うち男女の専従者がいる
　うち男子の専従者が2名以上
専従者はいない

2000-05
(増減率）
（％）

2005年
(実数）
(千戸）

2005年
都府県（農家）

712 
712 
254 
572 

0 
100.0 
100.0 
35.6 
80.3 

0.0 

869 
869 
381 
601 
216 
0 

100.0 
100.0 
43.9 
69.2 
24.9 
0.0 

-14.9 
-14.6 
-17.1 
-13.7 
-7.6 
-16.3 

52 
44 
31 
36 
14 
8 

100.0 
84.6 
(69.8)
(82.3)
(32.2)
15.4 

女子
(千人）

男子
(千人）

都府県（専従者数）
2000-05
(増減率）
（％）

2005年
(実数）
(千戸）

北海道（農家）

資料：農業センサス( 各年版）．
注（１）男子の専従者 2 名以上の農家は、「男女の専従者がいる、男子専従者 2 名以上」農家と「男子専従者のみ」のうち「専従者 1 名」以外の

農家の合計．
（２）（  ）内は、専従者のいる農家に占める割合．
（３）女子 2名以上いる農家は72 千戸、農業従事者数は147 千人である．

総
数
に
占
め
る
割
合（
％
）

第２表　　農業労働力保有状態別農家数の推移（販売農家）

動向解析

農業・農村領域上席主任研究官　松久　勉

第
1
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
各
労
働
指
標
の

農
家
人
口
（
15
歳
以
上
）
に
占
め
る
割
合
を

み
る
と
、
2
0
0
0
年
の
割
合
は
い
ず
れ
も

1
9
9
5
年
を
上
回
って
い
る
。

一
方
、
2
0
0
5
年
に
つ
い
て
み
る
と
、
農

家
人
口
の
減
少
率
が
男
女
と
も
に
大
幅
に
上

昇
し
た
。
こ
れ
は
、
販
売
農
家
数
の
減
少
率

が
12
%
か
ら
16
%
へ
と
上
昇
し
た
こ
と
に
加

え
、
横
ば
い
で
あ
っ
た
1
戸
当
た
り
農
家
人
口

が
2
%
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
 (2)
。
各
労
働

指
標
の
2
0
0
0
-0
5
年
増
減
率
は
男
女
と

も
に
農
業
従
事
者
を
除
き
、
引
き
続
き
人
口

　

1　

は
じ
め
に

我
が
国
の
農
業
労
働
力
は
、
戦
後
農
業
の

中
心
的
な
担
い
手
で
あ
っ
た
「
昭
和
一
ケ
タ
世

代
」
が
70
歳
代
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
著
し
く

減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
新
規
に
自
営

農
業
に
就
業
す
る
者
の
大
半
は
定
年
者
の
多
い

50
、
60
歳
代
が
占
め
る
一
方
、
39
歳
以
下
は

1
割
程
度
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
長
期

的
に
農
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
若
い

労
働
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
者
を
い

か
に
確
保
す
る
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
分
析

か
ら
、
農
業
専
従
者
の
動
向
を
概
観
す
る
と
と

も
に
、
ど
の
よ
う
な
農
家
に
若
年
層
が
存
在
す

る
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ
ら
に
は
、

家
族
農
業
労
働
力
が
弱
体
化
す
る
中
で
増
加

傾
向
に
あ
る
雇
用
農
業
労
働
力
（
特
に
常
雇
）

に
つ
い
て
も
、
若
年
の
農
業
専
従
者
の
存
在
形

態
を
踏
ま
え
つつ
、
そ
の
動
向
を
示
し
た
い
。

　

2　

農
業
専
従
者
の
動
向

（１） 

農
業
労
働
力
の
動
向

ま
ず
、
農
業
労
働
力
に
つ
い
て
主
な
労
働
指

標
か
ら
み
て
い
き
た
い
。

前
回
調
査
で
あ
る
2
0
0
0
年
セ
ン
サ
ス
に

お
け
る
農
業
労
働
力
の
大
き
な
特
徴
は
、
低

下
傾
向
に
あ
っ
た
農
家
世
帯
員
の
農
業
就
業
割

合
が
下
げ
止
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
農
業
労
働

力
の
減
少
が
緩
や
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
 (1)
。

減
少
率
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
1
9
9
5 

-2
0
0
0
年
に
比
べ
減
少
率
が
高
ま
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、
男
子
の
基
幹
的

農
業
従
事
者
の
み
は
1
9
9
5
-2
0
0
0
年

を
さ
ら
に
下
回
る
低
い
減
少
率
に
な
って
い
る
。

同
従
事
者
は
農
家
人
口
に
占
め
る
割
合
の
上
昇

度
合
が
最
も
高
く
、
こ
の
こ
と
が
低
い
減
少
率

に
と
ど
ま
っ
た
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
表
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
農
業
労

働
力
の
高
齢
化
は
さ
ら
に
進
行
し
て
い
る
。

2
0
0
0
年
と
2
0
0
5
年
の
高
齢
化
率

（
65
歳
以
上
の
割
合
）
を
比
較
す
る
と
、
基

幹
的
農
業
従
事
者
で
は
、
男
子
が
55
％
か
ら

60
％
、
女
子
が
46
％
か
ら
55
％
へ
、
農
業
専
従

者
で
は
、
男
子
が
48
％
か
ら
53
％
へ
、
女
子
が

40
％
か
ら
48
％
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
い

る
。
65
歳
未
満
の
従
事
者
数
が
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
相
対
的
に
65
歳
以
上
比

率
、
す
な
わ
ち
高
齢
化
率
が
上
昇
し
て
い
る
。

（2） 

農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
及
び

農
業
投
下
労
働
規
模
別
に
み
た

農
業
専
従
者

農
業
労
働
力
の
指
標
の
中
で
、
主
た
る
担
い

手
の
指
標
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
の
が
、
基
幹

的
農
業
従
事
者
と
農
業
専
従
者
で
あ
る
。

2
0
0
5
年
で
は
、
男
子
農
業
専
従
者
の
97

％
が
基
幹
的
農
業
従
事
者
で
あ
る
が
、
基
幹

的
農
業
従
事
者
の
う
ち
農
業
専
従
者
で
あ
る

者
は
74
％
に
過
ぎ
な
い
。
男
子
の
年
齢
別
を
み

る
と
、
20
〜
50
歳
代
で
は
85
%
以
上
が
農
業

専
従
者
で
あ
る
の
に
対
し
、
60
歳
代
は
73
％
、

70
歳
代
は
64
％
と
低
く
な
る
。
基
幹
的
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
た

め
、
農
業
専
従
者
で
あ
る
割
合
は
さ
ら
に
低

下
し
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
と
農
業
専
従
者

の
性
格
が
今
ま
で
以
上
に
異
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
る
 (3)
。
そ
こ
で
、
今
回
の
分
析
で
は
農
業

専
従
者
に
つい
て
分
析
す
る
。

ま
ず
、
農
業
専
従
者
の
存
在
形
態
に
よ
る

分
類
で
あ
る
農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
を
み

て
い
き
た
い
。
第
2
表
に
都
府
県
と
北
海
道
を

分
け
て
農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
農
家
数

（
都
府
県
で
は
専
従
者
数
も
掲
載
）
を
示
し

た
が
、
都
府
県
と
北
海
道
で
大
き
な
差
が
あ

る
。
北
海
道
は
「
専
従
者
が
い
る
農
家
」
が

8
割
以
上
、
そ
の
う
ち
「
60
歳
未
満
男
子
専

従
者
が
い
る
農
家
」
が
約
7
割
で
あ
り
、
都

府
県
と
は
異
な
り
、
農
家
の
大
半
に
農
業
専

従
者
が
お
り
、
し
か
も
60
歳
未
満
男
子
専
従

者
の
い
る
割
合
が
高
い
。
こ
の
た
め
、
以
下
で

は
都
府
県
を
中
心
に
分
析
を
進
め
て
い
き
た

い
。都

府
県
の
2
0
0
5
年
の
「
専
従
者
の
い

る
農
家
」
の
減
少
率
（
9
％
）
は
販
売
農
家

全
体
の
減
少
率
（
16
％
）
よ
り
も
低
い
た
め
、

販
売
農
家
合
計
に
占
め
る
割
合
は
2
0
0
0

年
よ
り
も
3
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
農
家
の
半

数
近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
60

歳
未
満
男
子
専
従
者
が
い
る
農
家
」
は
「
専

従
者
の
い
る
農
家
」
の
3
割
を
占
め
て
お
り
、

2
0
0
0
-0
5
年
の
減
少
率
は
13
％
と
「
専

従
者
の
い
る
農
家
」
の
減
少
率
よ
り
も
高
い
。

ま
た
、「
男
女
の
専
従
者
が
い
る
農
家
」
は
「
農
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第３表　農業労働投下規模別専従者数(都府県、販売農家、2005年）

合計
０.５～１.０
１.０～２.０
２.０～３.０
３.０～４.０
４.０～５.０
５.０ 単位以上
合計
０.５～１.０
１.０～２.０
２.０～３.０
３.０～４.０
４.０～５.０
５.０ 単位以上

資料：農業センサス（2005 年）．

実
数
（
千
人
）

構
成
比
（
％
）

50～59
161 
5 
37 
54 
28 
21 
15 

100.0 
3.2 
23.1 
33.9 
17.4 
13.0 
9.4 

40～49
78 
1 
11 
19 
16 
17 
13 

100.0 
1.5 
14.1 
24.9 
20.6 
21.8 
17.0 

60 歳以上
571 
24 
199 
220 
62 
38 
28 

100.0 
4.2 
34.9 
38.5 
10.8 
6.7 
4.8 

15～39歳
59 
0 
3 
9 
11 
20 
16 

100.0 
0.3 
4.9 
15.0 
19.2 
33.4 
27.2 

50～59
155 
2 
31 
61 
27 
20 
14 

100.0 
1.2 
20.1 
39.7 
17.6 
12.6 
8.7 

40～49
72 
0 
7 
20 
16 
15 
13 

100.0 
0.5 
9.4 
27.6 
22.7 
21.1 
18.7 

60 歳以上
459 
12 
125 
199 
59 
38 
27 

100.0 
2.5 
27.2 
43.3 
12.8 
8.3 
5.9 

15～39歳
26 
0 
1 
4 
5 
7 
10 

100.0 
0.1 
3.0 
14.0 
 18.5 
25.7 
38.7 

男　　子 女　　子

資料：農業センサス（2005 年）．
注．複合経営は主位部門が 80%未満の経営．

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

1911 
901 
44 
78 
50 
139 
31 
14 
27 
367 

1～2１単位未満 2～3 3～4 ４単位以上
総数
(千戸）

47.8 
66.0 
24.6 
14.5 
2.7 
19.0 
9.3 
1.2 
15.7 
21.5 

25.8 
25.3 
31.6 
28.2 
12.7 
31.9 
19.5 
10.0 
33.7 
30.0 

16.3 
7.1 
26.0 
33.4 
37.3 
29.8 
28.9 
38.0 
34.1 
29.8 

5.1 
1.3 
9.7 
10.8 
17.4 
10.9 
14.1 
16.7 
8.3 
10.0 

5.0 
0.4 
8.2 
13.0 
29.8 
8.4 
28.2 
34.2 
8.2 
8.6 

総数に占める割合（％）

第５表　農業経営組織別農業投下労働規模別農家数割合
（都府県、販売農家、2005年）

資料：農業センサス（2005 年）．
注．複合経営は主位部門が 80%未満の経営．

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

0.8 
0.4 
1.3 
1.6 
2.3 
1.4 
2.0 
2.3 
1.4 
1.4 

0.5 
0.2 
0.7 
0.9 
1.2 
0.8 
1.1 
1.3 
0.8 
0.8 

第６表　農業経営組織別専従者数（都府県、販売農家、2005年）

男女計 男子

37.9 
47.2 
34.3 
35.7 
23.4 
38.5 
24.2 
17.9 
34.3 
36.2 

1戸当たり専従者数（人）

男女計 男子

総数(千人）

1581 
340 
59 
128 
112 
198 
62 
32 
39 
509 

869 
199 
33 
67 
58 
106 
34 
18 
22 
276 

27.8 
31.1 
26.9 
26.3 
24.2 
26.6 
21.1 
19.9 
27.1 
29.0 

60～69 70歳以上49歳以下 50～59

男子専従者の年齢別割合（％） 

15.8 
7.0 
19.4 
19.3 
27.7 
16.3 
28.9 
32.7 
19.5 
15.8 

18.5 
14.7 
19.5 
18.7 
24.6 
18.5 
25.8 
29.5 
19.1 
19.1 

資料：農業センサス（2005 年）．
注．複合経営は主位部門が80%未満の経営．

第４表　農業経営組織別労働力保有状態別農家数割合
（都府県、販売農家、2005年）

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

専従者がいる（総数に占める割合）（％）  

1911 
901 
44 
78 
50 
139 
31 
14 
27 
367 

総数
(千戸）

60歳未満
男子専従
者がいる

男女の専
従者がい
る

男子専従
者のみ

46.5 
26.6 
71.3 
82.2 
96.3 
78.0 
88.8 
98.3 
81.7 
73.4 

14.3 
4.6 
26.3 
29.5 
54.5 
24.8 
51.6 
71.0 
28.6 
24.1 

26.5 
9.7 
43.9 
57.2 
81.3 
47.0 
66.0 
82.3 
47.7 
48.1 

13.2 
11.5 
19.7 
14.9 
9.1 
18.8 
15.9 
13.1 
23.3 
16.9 

業
専
従
者
が
い
る
農
家
」

の
57
％
を
占
め
る
と
と
も

に
、
農
業
専
従
者
数
で
み

る
と
、
男
子
の
7
割
、
女

子
の
8
割
が
こ
の
区
分
の

農
家
に
該
当
し
て
お
り
、

多
く
の
農
業
専
従
者
が
男

女
で
作
業
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。「
男
子

農
業
専
従
者
が
2
名
以
上

い
る
農
家
」
は
「
農
業
専

従
者
が
い
る
農
家
」
の
1

割
強
で
は
あ
る
が
、
男
子

専
従
者
の
25
％
を
占
め
、

2
0
0
0
-0
5
年
の
減

少
率
が
2
％
と
非
常
に
低

く
、
販
売
農
家
が
大
き

く
減
少
す
る
中
で
ほ
ぼ
農

家
数
を
維
持
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
農
業
労
働

力
保
有
状
態
別
統
計
か

ら
は
「
誰
が
農
業
従
事
し

て
い
る
か
」
は
明
ら
か
と

な
る
が
、
農
家
と
し
て
ど

の
程
度
農
業
に
従
事
し
た

か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の

た
め
、
以
下
で
は
農
業
投

下
労
働
規
模
別
に
つ
い
て

み
て
い
き
た
い
。
農
業
投

下
労
働
規
模
別
統
計
は

農
家
世
帯
員
と
雇
用
労

働
力
の
自
営
農
業
従
事

日
数
を
合
計
し
、
2
2
5
日
を
投
下
労
働
1

単
位
と
し
て
、
各
農
家
の
農
業
投
下
労
働
を

計
算
し
た
も
の
で
あ
る
 (4)
。

第
3
表
に
、
農
業
労
働
投
下
規
模
別
の
男
女

別
年
齢
別
農
業
専
従
者
数
を
示
し
た
。
表
か

ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
男
女
と
も
に
15
〜
39
歳

は
投
下
労
働
規
模
の
大
き
い
農
家
層
に
集
中
し

て
お
り
、
投
下
労
働
4
単
位
以
上
で
過
半
数

を
占
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
農
業
投
下
労
働
の

多
い
農
家
に
は
若
年
層
の
農
業
専
従
者
が
存
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一方
、
農
業
専
従
者
の
過
半
を
占
め
る
60
歳

以
上
で
は
、「
1
〜
2
単
位
」、「
2
〜
3
単
位
」

の
割
合
が
高
く
、
特
に
女
子
で
「
2
〜
3
単

位
」
が
4
割
強
を
占
め
て
い
る
。
女
子
農
業

専
従
者
の
8
割
が
男
子
農
業
専
従
者
と
と
も

に
農
業
従
事
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
夫

婦
で
農
業
専
従
者
と
な
っ
て
い
る
農
家
が
多
い

た
め
と
思
わ
れ
る
 (5)
。

以
上
の
よ
う
に
若
い
農
業
専
従
者
の
多
く
は

農
業
投
下
労
働
の
多
い
農
家
に
お
り
、
農
業

労
働
力
を
必
要
と
す
る
親
の
経
営
に
加
わ
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
第
2
表

の
「
男
子
2
人
以
上
の
農
業
専
従
者
の
い
る
農

家
」
は
こ
の
よ
う
な
農
家
が
多
い
と
思
わ
れ
る

が
、
2
0
0
0
-0
5
年
で
農
家
数
は
ほ
と
ん

ど
減
って
い
な
い
。

（3） 

農
業
経
営
組
織
別
に
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
専
従
者

農
業
労
働
投
下
規
模
の
多
い
農
家
で
若
い
農

業
専
従
者
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
必
要

と
さ
れ
る
農
業
労
働
力
は
作
目
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
る
。
こ
の
た
め
、
ど
の
経
営
作
目
で
若

い
農
業
専
従
者
が
多
い
の
か
を
農
業
経
営
組
織

別
に
み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
第
4
表
に
労
働
力
保
有
状
態
別
農

家
数
（
都
府
県
）
を
示
し
た
が
、
作
目
に
よ

り
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
専
従

者
が
い
る
農
家
」
の
割
合
は
、「
酪
農
単
一」、「
施

設
野
菜
単
一」
で
は
95
％
を
超
え
る
な
ど
、
園

芸
、
畜
産
で
高
い
割
合
を
示
す
一
方
、「
稲
作

単
一」
で
は
27
％
と
非
常
に
低
い
。
ま
た
、「
60

歳
未
満
男
子
専
従
者
が
い
る
農
家
」
の
割
合

は
「
酪
農
単
一」
が
71
％
と
最
も
高
く
、「
施

設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木
単
一」
で
5
割

を
超
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
男
女
の
専
従
者

が
い
る
農
家
」
と
「
男
子
専
従
者
の
み
い
る
農

家
」
を
比
較
す
る
と
、「
専
従
者
の
い
る
農
家
」

の
割
合
が
高
い
園
芸
、
畜
産
で
は
「
男
女
の
専

従
者
の
い
る
農
家
」
が
大
半
を
占
め
て
い
る
の

に
対
し
、同
割
合
の
低
い「
稲
作
単
一」で
は「
男

子
専
従
者
の
み
い
る
農
家
」
が
や
や
多
く
な
っ

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
労
働
集
約
的
な
園
芸
、

畜
産
で
は
農
業
専
従
者
が
い
る
農
家
の
割
合
が

高
く
、
し
か
も
60
歳
未
満
男
子
専
従
者
を
確

保
し
て
い
る
農
家
も
多
い
。
一方
、「
稲
作
単
一」

は
「
専
従
者
の
い
る
農
家
」
の
割
合
が
低
く
、

専
従
者
が
い
た
と
し
て
も
「
男
子
専
従
者
の
み

い
る
農
家
」
が
多
い
。

次
に
、農
業
労
働
投
下
規
模
別
農
家
数
（
都

府
県
）
を
第
５
表
に
示
し
た
。「
稲
作
単
一」

で
は
「
1
単
位
未
満
」
が
総
数
の
66
%
を
占

め
て
い
る
の
に
対
し
、「
専
従
者
が
い
る
農
家
」

の
割
合
が
高
い
「
酪
農
単
一」、「
施
設
野
菜
単

一」、「
花
き
・
花
木
単
一」
で
は
「
1
単
位
未
満
」

の
割
合
は
1
割
に
も
満
た
ず
、「
2
〜
3
単

位
」、「
4
単
位
以
上
」
で
割
合
が
高
い
。
夫

婦
な
ど
2
人
の
世
帯
員
が
年
間
2
5
0
日
以

上
農
業
従
事
し
て
い
る
農
家
は
「
２
〜
３
単

位
」
に
該
当
し
、
3
人
の
場
合
は
「
4
単
位

以
上
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
２
〜
3
単
位
」

は
夫
婦
経
営
が
多
く
、「
4
単
位
以
上
」
は
親

子
2
世
代
の
経
営
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
酪

農
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木

単
一」
で
は
「
4
単
位
以
上
」
が
3
割
前
後
と

他
の
部
門
よ
り
も
高
く
、
親
子
2
世
代
以
上

の
経
営
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。さら

に
、
農
業
経
営
組
織
別
農
業
専
従
者

数
を
み
た
の
が
第
６
表
で
あ
る
。
同
表
か
ら
1

戸
当
た
り
の
専
従
者
数
（
男
女
計
）
を
み
る

と
、「
酪
農
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花
き
・

花
木
単
一」
で
２
人
を
超
え
て
い
る
の
に
対

し
、「
稲
作
単
一」
は
0．4
人
と
非
常
に
少
な

い
。
ま
た
、
男
子
に
つ
い
て
年
齢
別
に
み
る

と
、「
酪
農
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花

き
・
花
木
単
一」
で
は
49
歳
以
下
の
占
め
る

割
合
が
高
く
、
60
歳
未
満
の
専
従
者
が
過

半
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、「
稲
作
単
一」
で

は
47
%
が
70
歳
以
上
で
占
め
ら
れ
る
な

ど
、
農
業
専
従
者
の
8
割
近
く
は
60
歳
以

上
で
あ
る
。

動向解析

14271527



第３表　農業労働投下規模別専従者数(都府県、販売農家、2005年）

合計
０.５～１.０
１.０～２.０
２.０～３.０
３.０～４.０
４.０～５.０
５.０ 単位以上
合計
０.５～１.０
１.０～２.０
２.０～３.０
３.０～４.０
４.０～５.０
５.０ 単位以上

資料：農業センサス（2005 年）．

実
数
（
千
人
）

構
成
比
（
％
）

50～59
161 
5 
37 
54 
28 
21 
15 

100.0 
3.2 
23.1 
33.9 
17.4 
13.0 
9.4 

40～49
78 
1 
11 
19 
16 
17 
13 

100.0 
1.5 
14.1 
24.9 
20.6 
21.8 
17.0 

60 歳以上
571 
24 
199 
220 
62 
38 
28 

100.0 
4.2 
34.9 
38.5 
10.8 
6.7 
4.8 

15～39歳
59 
0 
3 
9 
11 
20 
16 

100.0 
0.3 
4.9 
15.0 
19.2 
33.4 
27.2 

50～59
155 
2 
31 
61 
27 
20 
14 

100.0 
1.2 
20.1 
39.7 
17.6 
12.6 
8.7 

40～49
72 
0 
7 
20 
16 
15 
13 

100.0 
0.5 
9.4 
27.6 
22.7 
21.1 
18.7 

60 歳以上
459 
12 
125 
199 
59 
38 
27 

100.0 
2.5 
27.2 
43.3 
12.8 
8.3 
5.9 

15～39歳
26 
0 
1 
4 
5 
7 
10 

100.0 
0.1 
3.0 
14.0 
 18.5 
25.7 
38.7 

男　　子 女　　子

資料：農業センサス（2005 年）．
注．複合経営は主位部門が 80%未満の経営．

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

1911 
901 
44 
78 
50 
139 
31 
14 
27 
367 

1～2１単位未満 2～3 3～4 ４単位以上
総数
(千戸）

47.8 
66.0 
24.6 
14.5 
2.7 
19.0 
9.3 
1.2 
15.7 
21.5 

25.8 
25.3 
31.6 
28.2 
12.7 
31.9 
19.5 
10.0 
33.7 
30.0 

16.3 
7.1 
26.0 
33.4 
37.3 
29.8 
28.9 
38.0 
34.1 
29.8 

5.1 
1.3 
9.7 
10.8 
17.4 
10.9 
14.1 
16.7 
8.3 
10.0 

5.0 
0.4 
8.2 
13.0 
29.8 
8.4 
28.2 
34.2 
8.2 
8.6 

総数に占める割合（％）

第５表　農業経営組織別農業投下労働規模別農家数割合
（都府県、販売農家、2005年）

資料：農業センサス（2005 年）．
注．複合経営は主位部門が 80%未満の経営．

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

0.8 
0.4 
1.3 
1.6 
2.3 
1.4 
2.0 
2.3 
1.4 
1.4 

0.5 
0.2 
0.7 
0.9 
1.2 
0.8 
1.1 
1.3 
0.8 
0.8 

第６表　農業経営組織別専従者数（都府県、販売農家、2005年）

男女計 男子

37.9 
47.2 
34.3 
35.7 
23.4 
38.5 
24.2 
17.9 
34.3 
36.2 

1戸当たり専従者数（人）

男女計 男子

総数(千人）

1581 
340 
59 
128 
112 
198 
62 
32 
39 
509 

869 
199 
33 
67 
58 
106 
34 
18 
22 
276 

27.8 
31.1 
26.9 
26.3 
24.2 
26.6 
21.1 
19.9 
27.1 
29.0 

60～69 70歳以上49歳以下 50～59

男子専従者の年齢別割合（％） 

15.8 
7.0 
19.4 
19.3 
27.7 
16.3 
28.9 
32.7 
19.5 
15.8 

18.5 
14.7 
19.5 
18.7 
24.6 
18.5 
25.8 
29.5 
19.1 
19.1 

資料：農業センサス（2005 年）．
注．複合経営は主位部門が80%未満の経営．

第４表　農業経営組織別労働力保有状態別農家数割合
（都府県、販売農家、2005年）

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

専従者がいる（総数に占める割合）（％）  

1911 
901 
44 
78 
50 
139 
31 
14 
27 
367 

総数
(千戸）

60歳未満
男子専従
者がいる

男女の専
従者がい
る

男子専従
者のみ

46.5 
26.6 
71.3 
82.2 
96.3 
78.0 
88.8 
98.3 
81.7 
73.4 

14.3 
4.6 
26.3 
29.5 
54.5 
24.8 
51.6 
71.0 
28.6 
24.1 

26.5 
9.7 
43.9 
57.2 
81.3 
47.0 
66.0 
82.3 
47.7 
48.1 

13.2 
11.5 
19.7 
14.9 
9.1 
18.8 
15.9 
13.1 
23.3 
16.9 

業
専
従
者
が
い
る
農
家
」

の
57
％
を
占
め
る
と
と
も

に
、
農
業
専
従
者
数
で
み

る
と
、
男
子
の
7
割
、
女

子
の
8
割
が
こ
の
区
分
の

農
家
に
該
当
し
て
お
り
、

多
く
の
農
業
専
従
者
が
男

女
で
作
業
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。「
男
子

農
業
専
従
者
が
2
名
以
上

い
る
農
家
」
は
「
農
業
専

従
者
が
い
る
農
家
」
の
1

割
強
で
は
あ
る
が
、
男
子

専
従
者
の
25
％
を
占
め
、

2
0
0
0
-0
5
年
の
減

少
率
が
2
％
と
非
常
に
低

く
、
販
売
農
家
が
大
き

く
減
少
す
る
中
で
ほ
ぼ
農

家
数
を
維
持
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
農
業
労
働

力
保
有
状
態
別
統
計
か

ら
は
「
誰
が
農
業
従
事
し

て
い
る
か
」
は
明
ら
か
と

な
る
が
、
農
家
と
し
て
ど

の
程
度
農
業
に
従
事
し
た

か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の

た
め
、
以
下
で
は
農
業
投

下
労
働
規
模
別
に
つ
い
て

み
て
い
き
た
い
。
農
業
投

下
労
働
規
模
別
統
計
は

農
家
世
帯
員
と
雇
用
労

働
力
の
自
営
農
業
従
事

日
数
を
合
計
し
、
2
2
5
日
を
投
下
労
働
1

単
位
と
し
て
、
各
農
家
の
農
業
投
下
労
働
を

計
算
し
た
も
の
で
あ
る
 (4)
。

第
3
表
に
、
農
業
労
働
投
下
規
模
別
の
男
女

別
年
齢
別
農
業
専
従
者
数
を
示
し
た
。
表
か

ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
男
女
と
も
に
15
〜
39
歳

は
投
下
労
働
規
模
の
大
き
い
農
家
層
に
集
中
し

て
お
り
、
投
下
労
働
4
単
位
以
上
で
過
半
数

を
占
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
農
業
投
下
労
働
の

多
い
農
家
に
は
若
年
層
の
農
業
専
従
者
が
存
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一方
、
農
業
専
従
者
の
過
半
を
占
め
る
60
歳

以
上
で
は
、「
1
〜
2
単
位
」、「
2
〜
3
単
位
」

の
割
合
が
高
く
、
特
に
女
子
で
「
2
〜
3
単

位
」
が
4
割
強
を
占
め
て
い
る
。
女
子
農
業

専
従
者
の
8
割
が
男
子
農
業
専
従
者
と
と
も

に
農
業
従
事
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
夫

婦
で
農
業
専
従
者
と
な
っ
て
い
る
農
家
が
多
い

た
め
と
思
わ
れ
る
 (5)
。

以
上
の
よ
う
に
若
い
農
業
専
従
者
の
多
く
は

農
業
投
下
労
働
の
多
い
農
家
に
お
り
、
農
業

労
働
力
を
必
要
と
す
る
親
の
経
営
に
加
わ
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
第
2
表

の
「
男
子
2
人
以
上
の
農
業
専
従
者
の
い
る
農

家
」
は
こ
の
よ
う
な
農
家
が
多
い
と
思
わ
れ
る

が
、
2
0
0
0
-0
5
年
で
農
家
数
は
ほ
と
ん

ど
減
って
い
な
い
。

（3） 

農
業
経
営
組
織
別
に
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
専
従
者

農
業
労
働
投
下
規
模
の
多
い
農
家
で
若
い
農

業
専
従
者
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
必
要

と
さ
れ
る
農
業
労
働
力
は
作
目
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
る
。
こ
の
た
め
、
ど
の
経
営
作
目
で
若

い
農
業
専
従
者
が
多
い
の
か
を
農
業
経
営
組
織

別
に
み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
第
4
表
に
労
働
力
保
有
状
態
別
農

家
数
（
都
府
県
）
を
示
し
た
が
、
作
目
に
よ

り
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
専
従

者
が
い
る
農
家
」
の
割
合
は
、「
酪
農
単
一」、「
施

設
野
菜
単
一」
で
は
95
％
を
超
え
る
な
ど
、
園

芸
、
畜
産
で
高
い
割
合
を
示
す
一
方
、「
稲
作

単
一」
で
は
27
％
と
非
常
に
低
い
。
ま
た
、「
60

歳
未
満
男
子
専
従
者
が
い
る
農
家
」
の
割
合

は
「
酪
農
単
一」
が
71
％
と
最
も
高
く
、「
施

設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木
単
一」
で
5
割

を
超
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
男
女
の
専
従
者

が
い
る
農
家
」
と
「
男
子
専
従
者
の
み
い
る
農

家
」
を
比
較
す
る
と
、「
専
従
者
の
い
る
農
家
」

の
割
合
が
高
い
園
芸
、
畜
産
で
は
「
男
女
の
専

従
者
の
い
る
農
家
」
が
大
半
を
占
め
て
い
る
の

に
対
し
、同
割
合
の
低
い「
稲
作
単
一」で
は「
男

子
専
従
者
の
み
い
る
農
家
」
が
や
や
多
く
な
っ

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
労
働
集
約
的
な
園
芸
、

畜
産
で
は
農
業
専
従
者
が
い
る
農
家
の
割
合
が

高
く
、
し
か
も
60
歳
未
満
男
子
専
従
者
を
確

保
し
て
い
る
農
家
も
多
い
。
一方
、「
稲
作
単
一」

は
「
専
従
者
の
い
る
農
家
」
の
割
合
が
低
く
、

専
従
者
が
い
た
と
し
て
も
「
男
子
専
従
者
の
み

い
る
農
家
」
が
多
い
。

次
に
、農
業
労
働
投
下
規
模
別
農
家
数
（
都

府
県
）
を
第
５
表
に
示
し
た
。「
稲
作
単
一」

で
は
「
1
単
位
未
満
」
が
総
数
の
66
%
を
占

め
て
い
る
の
に
対
し
、「
専
従
者
が
い
る
農
家
」

の
割
合
が
高
い
「
酪
農
単
一」、「
施
設
野
菜
単

一」、「
花
き
・
花
木
単
一」
で
は
「
1
単
位
未
満
」

の
割
合
は
1
割
に
も
満
た
ず
、「
2
〜
3
単

位
」、「
4
単
位
以
上
」
で
割
合
が
高
い
。
夫

婦
な
ど
2
人
の
世
帯
員
が
年
間
2
5
0
日
以

上
農
業
従
事
し
て
い
る
農
家
は
「
２
〜
３
単

位
」
に
該
当
し
、
3
人
の
場
合
は
「
4
単
位

以
上
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
２
〜
3
単
位
」

は
夫
婦
経
営
が
多
く
、「
4
単
位
以
上
」
は
親

子
2
世
代
の
経
営
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
酪

農
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木

単
一」
で
は
「
4
単
位
以
上
」
が
3
割
前
後
と

他
の
部
門
よ
り
も
高
く
、
親
子
2
世
代
以
上

の
経
営
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。さら

に
、
農
業
経
営
組
織
別
農
業
専
従
者

数
を
み
た
の
が
第
６
表
で
あ
る
。
同
表
か
ら
1

戸
当
た
り
の
専
従
者
数
（
男
女
計
）
を
み
る

と
、「
酪
農
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花
き
・

花
木
単
一」
で
２
人
を
超
え
て
い
る
の
に
対

し
、「
稲
作
単
一」
は
0．4
人
と
非
常
に
少
な

い
。
ま
た
、
男
子
に
つ
い
て
年
齢
別
に
み
る

と
、「
酪
農
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花

き
・
花
木
単
一」
で
は
49
歳
以
下
の
占
め
る

割
合
が
高
く
、
60
歳
未
満
の
専
従
者
が
過

半
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、「
稲
作
単
一」
で

は
47
%
が
70
歳
以
上
で
占
め
ら
れ
る
な

ど
、
農
業
専
従
者
の
8
割
近
く
は
60
歳
以

上
で
あ
る
。

動向解析
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資料：国勢調査（各年版）．
注．年齢は5歳刻みの最初の年齢を示した．

資料：農業センサス( 各年版）．
注（１）常雇とは、主として自営の農作業のために雇った人で、あらかじめ7ヶ月以上の期間を定めて雇った人．
（２）農家以外の農業事業体は、販売目的の事業体（事業体計）．

常雇のいる農家

うち、一戸一法人

農家以外の
農業事業体

農業経営体総数

農家数 (戸）
　総数に占める割合 (%)
人数 ( 人）
農家数 (戸）
　総数に占める割合 (%)
人数 ( 人）
事業体数
　総数に占める割合 (%)
人数（人）
事業体数
　総数に占める割合 (%)
人数（人）

第7表　雇用労働力（常雇）の動向(全国）

8,218
0.3

19,304

4,176
55.9

42,496

18,220
0.7

42,669

4,494
69.8

48,551

23,612
1.0

61,943
2,543
30.0

11,975
4,494
59.6

52,059

21,166
1.1

61,094
1,699
32.4
9,056
5,682
41.3

56,791
28,355
1.4

129,086

1990年 1995 2000 2005

第1図　年齢別農業就業者（雇用者）の
年齢別人数の推移（全国、男女計）

0

5,000

15歳

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000
人

25 35 45 55

2005年2000年

1995年

65 75 85

資料：農業センサス（2005 年）．
注（１）販売農家以外とは、農業経営体で販売農家以外をいう．
（２）女子比率とは、常雇総数のうち女子の割合．
（３）複合経営は主位部門が80%未満の経営．

総数
稲作単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹類単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
養豚単一
養鶏単一
複合経営
販売なし

常雇数(人） 女子比率（％）

販売農家以外農業経営体 販売農家 販売農家以外農業経営体 販売農家

67,992 
1,781 
1,116 
5,615 
1,162 
5,432 
1,512 
3,180 
5,740 
12,103 
6,604 
12,193 

129,086 
4,889 
4,464 
16,967 
4,598 
18,511 
4,478 
4,761 
6,678 
14,290 
19,089 
12,734 

61,094 
3,108 
3,348 
11,352 
3,436 
13,079 
2,966 
1,581 
938 
2,187 
12,485 
541 

48.2 
26.2 
47.8 
69.1 
50.7 
67.8 
31.9 
19.8 
18.4 
53.9 
43.4 
43.4 

56.5 
31.4 
55.4 
79.1 
55.9 
77.0 
33.9 
20.3 
19.0 
55.9 
56.9 
42.7 

65.6 
34.3 
57.9 
84.0 
57.7 
80.8 
34.9 
21.2 
22.7 
66.8 
64.1 
27.7 

第8表　農業経営組織別の常雇者数（全国、2005年）

（4） 
ま
と
め

以
上
、
農
業
専
従
者
を
中
心
に
農
業
労
働

力
に
つ
い
て
分
析
し
た
結
果
、
以
下
の
よ
う
な

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
一に
、
2
0
0
0
-0
5
年
の
農
業
労
働

力
の
変
化
は
1
9
9
5
-2
0
0
0
年
と
ほ
ぼ

同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
今

回
の
特
徴
と
し
て
は
、

男
子
の
基
幹
的
農
業
従

事
者
の
減
少
が
わ
ず
か

で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。

第
二
に
、「
男
女
の

農
業
専
従
者
の
い
る
農

家
」
に
男
子
専
従
者
の

7
割
、
女
子
専
従
者
の

8
割
が
お
り
、
多
く
の

農
業
専
従
者
が
男
女
で

作
業
し
て
い
る
。ま
た
、

「
男
子
専
従
者
2
人
以

上
の
農
家
」
に
い
る
男

子
農
業
専
従
者
は
全
体

の
4
分
の
1
を
占
め
て

い
る
。第三

に
、
39
歳
以
下

の
農
業
専
従
者
の
過
半

が
投
下
労
働
4
単
位
以

上
の
農
家
に
存
在
し
て

お
り
、
農
業
労
働
力
を

必
要
と
す
る
親
の
経
営

に
加
わ
っ
て
、
農
業
専

従
者
と
な
っ
て
い
る
者
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
に
、
専
従
者
の
賦
存
状
況
は
園
芸
・

畜
産
部
門
と
稲
作
で
大
き
く
異
な
って
お
り
、

園
芸
・
畜
産
部
門
で
は
49
歳
以
下
の
専
従
者

の
占
め
る
割
合
が
高
い
。

　

3　

雇
用
農
業
労
働
力

　

　
（
常
雇
）
の
動
向

　（1） 

常
雇
の
動
向

若
い
農
業
専
従
者
が
農
業
投
下
労
働
規
模

の
大
き
い
農
家
に
多
く
存
在
し
て
い
る
背
景

に
、
農
業
経
営
の
維
持
、
発
展
の
た
め
に
規

模
拡
大
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
一
定
の
規
模
以
上
の
経
営
に
な

る
と
家
族
世
帯
員
だ
け
で
作
業
す
る
こ
と
は

困
難
と
な
り
、
雇
用
労
働
力
を
導
入
す
る
こ

と
に
な
る
。
今
後
、
大
規
模
経
営
が
さ
ら
に

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
中
で
、
雇
用
労
働

力
は
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
た
め
、
雇
用
労
働
力
の
動
向
に
つ
い

て
も
分
析
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
農
業
セ
ン

サ
ス
に
お
け
る
雇
用
労
働
力
に
は
常
雇
と
臨

時
雇
が
あ
る
が
、
常
雇
の
み
を
分
析
の
対
象

と
す
る
 (6)
。

農
業
に
お
け
る
雇
用
労
働
力
の
動
向
を
み

る
と
（
第
７
表
参
照
）、
常
雇
の
い
る
農
家
の

販
売
農
家
総
数
に
占
め
る
割
合
は
非
常
に
低
い

も
の
の
、
1
9
9
0
年
か
ら
2
0
0
0
年
に
か

け
て
約
3
倍
と
急
増
し
て
い
る
。
1
戸
当
た
り

の
常
雇
人
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

2
0
0
0
年
ま
で
の
常
雇
者
数
は
農
家
数
の

伸
び
以
上
の
増
加
率
を
示
し
て
い
た
。
し
か

し
、
2
0
0
5
年
で
は
、
1
戸
当
た
り
の
常

雇
者
数
は
増
加
し
た
も
の
の
、
常
雇
の
い
る
農

家
数
が
1
割
減
少
し
た
た
め
、
常
雇
人
数
は

や
や
減
少
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
約
3
割
に

常
雇
が
お
り
、
1
戸
当
た
り
の
常
雇
人
数
も

多
い一戸
一法
人
で
大
幅
に
農
家
数
が
減
少
し
た

こ
と
が
、
今
回
の
常
雇
者
数
の
減
少
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

一
方
、
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
で
は
、

2
0
0
0
年
ま
で
常
雇
の
い
る
事
業
体
が
6
割

前
後
を
占
め
る
と
と
も
に
、
1
事
業
体
当
た

り
の
常
雇
人
数
が
10
人
を
超
え
て
い
た
。

1
9
9
0
年
の
常
雇
者
数
は
農
家
に
雇
用
さ

れ
て
い
た
者
よ
り
も
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体

に
雇
用
さ
れ
た
者
が
多
か
っ
た
が
、
農
家
で
の

常
雇
者
数
が
急
増
し
た
た
め
、
2
0
0
0
年

か
ら
は
農
家
で
雇
用
さ
れ
た
者
の
方
が
上
回
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
農
家
と
農
家
以
外
の
農
業
事
業

体
を
合
計
し
て
み
る
と
、
1
9
9
0
年
か
ら

2
0
0
0
年
に
か
け
て
は
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
た

常
雇
が
、
2
0
0
5
年
で
は
わ
ず
か
な
増
加

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
2
0
0
5
年

で
は
、
農
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査
体
系
が
大
き
く

変
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
あ
る
程
度
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
 (7) 

。
そ
こ
で
、
農
業
セ
ン

サ
ス
以
外
で
雇
用
農
業
労
働
力
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
国
勢
調
査
」 (8)
で
み
る
と
、

雇
用
農
業
労
働
力
は
1
9
9
5
年
が
2
0
万

人
、
2
0
0
0
年
が
2
4
万
人
、
2
0
0
5

年
が
2
8
万
人
で
あ
り
、
2
0
0
0
-0
5
年

も
1
9
9
5
-2
0
0
0
年
と
同
様
の
伸
び
を

示
し
て
い
る
 (9)
。

「
国
勢
調
査
」
で
は
、
農
業
セ
ン
サ
ス
で

は
調
査
さ
れ
て
い
な
い
男
女
別
年
齢
別
の
デ
ー

タ
が
把
握
で
き
る
。
第
1
図
に
国
勢
調
査

の
年
齢
別
農
業
雇
用
者
数
を
示
し
た
が
、

1
9
9
5
-
2
0
0
0
年
、
2
0
0
0 

-0
5
年
と
も
に
20
、
30
歳
代
と
50
、
60
歳
代

で
増
加
し
て
い
る
。2
0
0
0
-0
5
年
で
は
、

特
に
、
50
歳
代
で
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

女
子
で
の
増
加
が
多
い
。

（2） 

農
業
経
営
組
織
別
の
常
雇
者
数

経
営
作
目
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
農
業
労

働
力
は
異
な
る
の
で
、
常
雇
の
人
数
も
大
き
く

異
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
ど
の
よ
う

な
作
目
で
常
雇
が
多
い
の
か
を
見
て
い
き
た

い
。
そ
の
場
合
、
第
７
表
で
示
し
た
よ
う
に
、

農
家
と
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
で
は
1
戸

（
1
事
業
体
）
当
た
り
の
常
雇
数
に
は
大
き

な
差
が
あ
り
、
分
け
て
み
る
べ
き
で
あ
る
が
、

2
0
0
5
年
セ
ン
サ
ス
の
農
家
以
外
の
農
業
事

業
体
の
経
営
組
織
別
常
雇
数
の
統
計
は
な
い
。

こ
の
た
め
、
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
で
定

義
さ
れ
た
「
農
業
経
営
体
」（
2
0
0
0
年

ま
で
別
々
の
調
査
票
で
調
査
し
て
い
た
「
農

家
」、「
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
」、「
農
業

サ
ー
ビ
ス
事
業
体
」
を
１
つ
に
ま
と
め
た
も
の
）

に
つ
い
て
、
販
売
農
家
と
そ
れ
以
外
に
分
け
て

み
た
。

そ
の
結
果
を
第
８
表
に
示
し
た
が
、
農
業

経
営
体
で
常
雇
の
多
い
の
は
、
様
々
な
経
営
が

含
ま
れ
る
複
合
経
営
を
除
く
と
「
花
き
・
花

木
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
養
鶏
単
一」
で

あ
る
。
販
売
農
家
で
常
雇
が
多
い
の
は
複
合
経

営
を
除
く
と
「
花
き
・
花
木
単
一」、「
施
設

野
菜
単
一」
で
あ
り
、
単
一経
営
の
常
雇
の
ほ
ぼ

半
数
が
施
設
園
芸
部
門
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

一方
、販
売
農
家
以
外
で
は
、「
販
売
な
し
」「
養

鶏
単
一」
が
1
万
人
を
超
え
る
と
と
も
に
、「
養

豚
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木

単
一」
で
多
く
な
って
お
り
、「
養
鶏
単
一」、「
養

豚
単
一」
の
中
小
家
畜
で
単
一経
営
の
36
％
、「
施

設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木
単
一」
の
施
設

園
芸
で
22
％
を
占
め
て
い
る
。
販
売
農
家
以
外

の
「
販
売
な
し
」
で
常
雇
が
多
い
の
は
「
サ
ー

ビ
ス
事
業
体
」
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め

と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
常
雇
に
占
め
る
女
子
の
割
合
を
み

る
と
、
農
業
経
営
体
総
数
で
57
％
を
占
め
、

園
芸
部
門
で
の
比
率
が
高
く
、
養
鶏
を
除
く

畜
産
で
低
い
。
販
売
農
家
と
販
売
農
家
以
外

と
を
比
較
す
る
と
、
販
売
農
家
で
は
三
分
の
二

が
女
子
で
あ
る
に
対
し
、
販
売
農
家
以
外
で
は

動向解析
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資料：国勢調査（各年版）．
注．年齢は5歳刻みの最初の年齢を示した．

資料：農業センサス( 各年版）．
注（１）常雇とは、主として自営の農作業のために雇った人で、あらかじめ7ヶ月以上の期間を定めて雇った人．
（２）農家以外の農業事業体は、販売目的の事業体（事業体計）．

常雇のいる農家

うち、一戸一法人

農家以外の
農業事業体

農業経営体総数

農家数 (戸）
　総数に占める割合 (%)
人数 ( 人）
農家数 (戸）
　総数に占める割合 (%)
人数 ( 人）
事業体数
　総数に占める割合 (%)
人数（人）
事業体数
　総数に占める割合 (%)
人数（人）

第7表　雇用労働力（常雇）の動向(全国）
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2,543
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4,494
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1.1

61,094
1,699
32.4
9,056
5,682
41.3

56,791
28,355
1.4

129,086
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第1図　年齢別農業就業者（雇用者）の
年齢別人数の推移（全国、男女計）
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人
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資料：農業センサス（2005 年）．
注（１）販売農家以外とは、農業経営体で販売農家以外をいう．
（２）女子比率とは、常雇総数のうち女子の割合．
（３）複合経営は主位部門が80%未満の経営．

総数
稲作単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹類単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
養豚単一
養鶏単一
複合経営
販売なし

常雇数(人） 女子比率（％）

販売農家以外農業経営体 販売農家 販売農家以外農業経営体 販売農家

67,992 
1,781 
1,116 
5,615 
1,162 
5,432 
1,512 
3,180 
5,740 
12,103 
6,604 
12,193 

129,086 
4,889 
4,464 
16,967 
4,598 
18,511 
4,478 
4,761 
6,678 
14,290 
19,089 
12,734 

61,094 
3,108 
3,348 
11,352 
3,436 
13,079 
2,966 
1,581 
938 
2,187 
12,485 
541 

48.2 
26.2 
47.8 
69.1 
50.7 
67.8 
31.9 
19.8 
18.4 
53.9 
43.4 
43.4 

56.5 
31.4 
55.4 
79.1 
55.9 
77.0 
33.9 
20.3 
19.0 
55.9 
56.9 
42.7 

65.6 
34.3 
57.9 
84.0 
57.7 
80.8 
34.9 
21.2 
22.7 
66.8 
64.1 
27.7 

第8表　農業経営組織別の常雇者数（全国、2005年）

（4） 

ま
と
め

以
上
、
農
業
専
従
者
を
中
心
に
農
業
労
働

力
に
つ
い
て
分
析
し
た
結
果
、
以
下
の
よ
う
な

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
一に
、
2
0
0
0
-0
5
年
の
農
業
労
働

力
の
変
化
は
1
9
9
5
-2
0
0
0
年
と
ほ
ぼ

同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
今

回
の
特
徴
と
し
て
は
、

男
子
の
基
幹
的
農
業
従

事
者
の
減
少
が
わ
ず
か

で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。

第
二
に
、「
男
女
の

農
業
専
従
者
の
い
る
農

家
」
に
男
子
専
従
者
の

7
割
、
女
子
専
従
者
の

8
割
が
お
り
、
多
く
の

農
業
専
従
者
が
男
女
で

作
業
し
て
い
る
。ま
た
、

「
男
子
専
従
者
2
人
以

上
の
農
家
」
に
い
る
男

子
農
業
専
従
者
は
全
体

の
4
分
の
1
を
占
め
て

い
る
。第三

に
、
39
歳
以
下

の
農
業
専
従
者
の
過
半

が
投
下
労
働
4
単
位
以

上
の
農
家
に
存
在
し
て

お
り
、
農
業
労
働
力
を

必
要
と
す
る
親
の
経
営

に
加
わ
っ
て
、
農
業
専

従
者
と
な
っ
て
い
る
者
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
に
、
専
従
者
の
賦
存
状
況
は
園
芸
・

畜
産
部
門
と
稲
作
で
大
き
く
異
な
って
お
り
、

園
芸
・
畜
産
部
門
で
は
49
歳
以
下
の
専
従
者

の
占
め
る
割
合
が
高
い
。

　

3　

雇
用
農
業
労
働
力

　

　
（
常
雇
）
の
動
向

　（1） 

常
雇
の
動
向

若
い
農
業
専
従
者
が
農
業
投
下
労
働
規
模

の
大
き
い
農
家
に
多
く
存
在
し
て
い
る
背
景

に
、
農
業
経
営
の
維
持
、
発
展
の
た
め
に
規

模
拡
大
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
一
定
の
規
模
以
上
の
経
営
に
な

る
と
家
族
世
帯
員
だ
け
で
作
業
す
る
こ
と
は

困
難
と
な
り
、
雇
用
労
働
力
を
導
入
す
る
こ

と
に
な
る
。
今
後
、
大
規
模
経
営
が
さ
ら
に

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
中
で
、
雇
用
労
働

力
は
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
た
め
、
雇
用
労
働
力
の
動
向
に
つ
い

て
も
分
析
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
農
業
セ
ン

サ
ス
に
お
け
る
雇
用
労
働
力
に
は
常
雇
と
臨

時
雇
が
あ
る
が
、
常
雇
の
み
を
分
析
の
対
象

と
す
る
 (6)
。

農
業
に
お
け
る
雇
用
労
働
力
の
動
向
を
み

る
と
（
第
７
表
参
照
）、
常
雇
の
い
る
農
家
の

販
売
農
家
総
数
に
占
め
る
割
合
は
非
常
に
低
い

も
の
の
、
1
9
9
0
年
か
ら
2
0
0
0
年
に
か

け
て
約
3
倍
と
急
増
し
て
い
る
。
1
戸
当
た
り

の
常
雇
人
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

2
0
0
0
年
ま
で
の
常
雇
者
数
は
農
家
数
の

伸
び
以
上
の
増
加
率
を
示
し
て
い
た
。
し
か

し
、
2
0
0
5
年
で
は
、
1
戸
当
た
り
の
常

雇
者
数
は
増
加
し
た
も
の
の
、
常
雇
の
い
る
農

家
数
が
1
割
減
少
し
た
た
め
、
常
雇
人
数
は

や
や
減
少
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
約
3
割
に

常
雇
が
お
り
、
1
戸
当
た
り
の
常
雇
人
数
も

多
い一戸
一法
人
で
大
幅
に
農
家
数
が
減
少
し
た

こ
と
が
、
今
回
の
常
雇
者
数
の
減
少
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

一
方
、
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
で
は
、

2
0
0
0
年
ま
で
常
雇
の
い
る
事
業
体
が
6
割

前
後
を
占
め
る
と
と
も
に
、
1
事
業
体
当
た

り
の
常
雇
人
数
が
10
人
を
超
え
て
い
た
。

1
9
9
0
年
の
常
雇
者
数
は
農
家
に
雇
用
さ

れ
て
い
た
者
よ
り
も
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体

に
雇
用
さ
れ
た
者
が
多
か
っ
た
が
、
農
家
で
の

常
雇
者
数
が
急
増
し
た
た
め
、
2
0
0
0
年

か
ら
は
農
家
で
雇
用
さ
れ
た
者
の
方
が
上
回
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
農
家
と
農
家
以
外
の
農
業
事
業

体
を
合
計
し
て
み
る
と
、
1
9
9
0
年
か
ら

2
0
0
0
年
に
か
け
て
は
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
た

常
雇
が
、
2
0
0
5
年
で
は
わ
ず
か
な
増
加

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
2
0
0
5
年

で
は
、
農
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査
体
系
が
大
き
く

変
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
あ
る
程
度
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
 (7) 

。
そ
こ
で
、
農
業
セ
ン

サ
ス
以
外
で
雇
用
農
業
労
働
力
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
国
勢
調
査
」 (8)
で
み
る
と
、

雇
用
農
業
労
働
力
は
1
9
9
5
年
が
2
0
万

人
、
2
0
0
0
年
が
2
4
万
人
、
2
0
0
5

年
が
2
8
万
人
で
あ
り
、
2
0
0
0
-0
5
年

も
1
9
9
5
-2
0
0
0
年
と
同
様
の
伸
び
を

示
し
て
い
る
 (9)
。

「
国
勢
調
査
」
で
は
、
農
業
セ
ン
サ
ス
で

は
調
査
さ
れ
て
い
な
い
男
女
別
年
齢
別
の
デ
ー

タ
が
把
握
で
き
る
。
第
1
図
に
国
勢
調
査

の
年
齢
別
農
業
雇
用
者
数
を
示
し
た
が
、

1
9
9
5
-
2
0
0
0
年
、
2
0
0
0 

-0
5
年
と
も
に
20
、
30
歳
代
と
50
、
60
歳
代

で
増
加
し
て
い
る
。2
0
0
0
-0
5
年
で
は
、

特
に
、
50
歳
代
で
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

女
子
で
の
増
加
が
多
い
。

（2） 

農
業
経
営
組
織
別
の
常
雇
者
数

経
営
作
目
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
農
業
労

働
力
は
異
な
る
の
で
、
常
雇
の
人
数
も
大
き
く

異
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
ど
の
よ
う

な
作
目
で
常
雇
が
多
い
の
か
を
見
て
い
き
た

い
。
そ
の
場
合
、
第
７
表
で
示
し
た
よ
う
に
、

農
家
と
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
で
は
1
戸

（
1
事
業
体
）
当
た
り
の
常
雇
数
に
は
大
き

な
差
が
あ
り
、
分
け
て
み
る
べ
き
で
あ
る
が
、

2
0
0
5
年
セ
ン
サ
ス
の
農
家
以
外
の
農
業
事

業
体
の
経
営
組
織
別
常
雇
数
の
統
計
は
な
い
。

こ
の
た
め
、
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
で
定

義
さ
れ
た
「
農
業
経
営
体
」（
2
0
0
0
年

ま
で
別
々
の
調
査
票
で
調
査
し
て
い
た
「
農

家
」、「
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
」、「
農
業

サ
ー
ビ
ス
事
業
体
」
を
１
つ
に
ま
と
め
た
も
の
）

に
つ
い
て
、
販
売
農
家
と
そ
れ
以
外
に
分
け
て

み
た
。

そ
の
結
果
を
第
８
表
に
示
し
た
が
、
農
業

経
営
体
で
常
雇
の
多
い
の
は
、
様
々
な
経
営
が

含
ま
れ
る
複
合
経
営
を
除
く
と
「
花
き
・
花

木
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
養
鶏
単
一」
で

あ
る
。
販
売
農
家
で
常
雇
が
多
い
の
は
複
合
経

営
を
除
く
と
「
花
き
・
花
木
単
一」、「
施
設

野
菜
単
一」
で
あ
り
、
単
一経
営
の
常
雇
の
ほ
ぼ

半
数
が
施
設
園
芸
部
門
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

一方
、販
売
農
家
以
外
で
は
、「
販
売
な
し
」「
養

鶏
単
一」
が
1
万
人
を
超
え
る
と
と
も
に
、「
養

豚
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木

単
一」
で
多
く
な
って
お
り
、「
養
鶏
単
一」、「
養

豚
単
一」
の
中
小
家
畜
で
単
一経
営
の
36
％
、「
施

設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木
単
一」
の
施
設

園
芸
で
22
％
を
占
め
て
い
る
。
販
売
農
家
以
外

の
「
販
売
な
し
」
で
常
雇
が
多
い
の
は
「
サ
ー

ビ
ス
事
業
体
」
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め

と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
常
雇
に
占
め
る
女
子
の
割
合
を
み

る
と
、
農
業
経
営
体
総
数
で
57
％
を
占
め
、

園
芸
部
門
で
の
比
率
が
高
く
、
養
鶏
を
除
く

畜
産
で
低
い
。
販
売
農
家
と
販
売
農
家
以
外

と
を
比
較
す
る
と
、
販
売
農
家
で
は
三
分
の
二

が
女
子
で
あ
る
に
対
し
、
販
売
農
家
以
外
で
は

動向解析
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第10表　労働力保有状態別にみた常雇した農家数及び常雇数 (全国、販売農家、2005年）

総数
専従者がいる
　うち60歳未満男子専従者がいる
　うち男女の専従者がいる
　うち男子の専従者のみ
専従者はいない

雇い入れた農家数

21,166
19,596
14,849
15,960
2,819
1,570

資料：農業センサス（2005 年）．

100.0
92.6
70.2
75.4
13.3
7.4

1.1
2.1
4.9
2.9
1.1
0.2

実数（戸） 総数に占め
る割合（％）

総農家に占め
る割合（％）

常雇数

61,094
57,380
45,675
47,711
7,872
3,714

100.0
93.9
74.8
78.1
12.9
6.1

2.9
2.9
3.1
3.0
2.8
2.4

実数（人） 総数に占め
る割合（％）

１戸当たり
の人数(人）

第11表　常雇・臨時雇の多い市町村 (2005年）

愛知
静岡
長野
愛知
熊本
大分
福岡
愛知
愛知
熊本
青森
長野
群馬
山形
岐阜

豊橋市
浜松市
中野市
豊川市
八代市
大分市
朝倉町
田原市
渥美町
熊本市
弘前市
川上村
昭和村
東根市
高山市

常雇

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
51
123
28
121
18

資料：農業センサス（2005 年）．
注（１）2005 農業センサス実施時の市町村の数値である（その後の合併は考慮していない）．
（２）常雇の順位は雇用数、臨時雇は延べ人日の多い市町村の順である．

268 
174 
131 
120 
158 
56 
71 
137 
147 
121 
64 
16 
51 
12 
79 

1,000 
670 
621 
560 
449 
439 
397 
376 
366 
362 
150 
48 
198 
51 
250 

順位 農家数
(戸）

雇用数
（人）

臨時雇

8
16
17
21
14
83
84
39
79
11
1
2
3
4
5

475
577
571
113
552
157
117
388
335
812
1,749
455
340
938
453

74,002
59,159
58,659
52,808
63,614
26,889
26,683
41,589
27,563
71,119
179,463
130,156
98,728
96,279
96,248

順位 農家数
(戸）

延べ人日
(人日）

野菜
野菜、果樹
きのこ、果樹
野菜、花
野菜

果樹、野菜
野菜

花、野菜
花、野菜
野菜
果樹
野菜

野菜、工芸農作物
果樹
野菜

第2図　 施設野菜作りにおける規模別1戸あたり
農業従事日数（2005年、販売農家、全国）

0

200

400

600

800

1000

1200
日

1a
未
満

1～
5

5～
10

10
～
20

20
～
30

30
～
50

50
a以
上

資料：農業センサス（2005 年）．
注（１）各規模の総農業労働日数を農家数で割った日数．
（２）常雇は250日従事で計算．

手伝い
臨時雇
常雇
農業専従者以外の家族
農業専従者

主な作目市町村名

資料：農業センサス( 各年版）．
注．複合経営は主位部門が80%未満の経営．

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

雇用した
農家数（戸）

23,612
1,054
512
1,303
3,744
1,182
4,973
1,201
606
5,619

21,166
1,379
495
1,340
3,480
1,285
3,761
1,385
594
5,004

2000年 2005

常雇数（人数）

61,943
2,119
906
2,835
11,192
2,172
16,436
1,992
1,246
11,808

61,094
3,108
1,232
3,348
11,352
3,436
13,079
2,966
1,581
12,485

2000年 2005

総数に占める雇用
した農家割合（％）

1.0
0.1
0.9
1.5
7.3
0.7
13.0
4.9
2.2
1.5

1.1
0.2
1.1
1.7
6.8
0.9
11.8
6.7
2.1
1.5

2000年 2005

1戸当たりの
常雇数（人）

2.6
2.0
1.8
2.2
3.0
1.8
3.3
1.7
2.1
2.1

2.9
2.3
2.5
2.5
3.3
2.7
3.5
2.1
2.7
2.5

2000年 2005

第9表　経営組織別の常雇者の動向(販売農家、全国） わ
ず
か
で
は
あ
る
が
男
子
の
方
が
多
い
。
販
売

農
家
で
は
、
単
一
経
営
の
半
数
を
占
め
る
「
花

き
・
花
木
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」
で
女
子

の
割
合
が
8
割
以
上
と
高
く
、
こ
れ
ら
施
設

園
芸
部
門
で
女
子
を
中
心
と
し
た
雇
用
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
販
売
農
家
に
つ
い
て
、
農
業
経
営
組
織
別

の
常
雇
者
数
の
動
向
を
み
て
い
き
た
い
（
第
９

表
参
照
）。
常
雇
の
い
る
農
家
数
が
最
も
減
少

し
て
い
る
の
は
「
花
き
・
花
木
単
一」
で
あ
り
、

農
家
数
の
減
少
率
が
25
％
、
常
雇
者
数
で
唯
一

20
%
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
2
0
0
0
年
の

農
家
と
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
の
常
雇
者

数
を
合
計
し
た
者
と
2
0
0
5
年
の
農
業
経

営
体
の
常
雇
者
数
を
比
較
し
て
も
「
花
き
・

花
木
単
一」
は
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、「
養
鶏

単
一」
も
、「
花
き
・
花
木
単
一」
以
上
に
減
少

し
て
い
る
 (10)
。
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の

常
雇
者
数
が
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ
た
要
因
の
１
つ

に
、
常
雇
数
の
多
い
こ
れ
ら
「
花
き
・
花
木
単

一」、「
養
鶏
単
一」
で
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、「
稲
作
単
一」
や
「
酪
農
単
一」
で
は
常

雇
の
い
る
農
家
数
割
合
が
上
昇
し
て
お
り
、
1

戸
当
た
り
の
常
雇
数
は
す
べ
て
の
部
門
で
増
加

し
て
い
る
。
常
雇
の
い
る
農
家
で
は
常
雇
数
を

増
や
す
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
農
業
経
営
組
織
別
に
み
た
常

雇
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
同
じ
部

門
で
も
経
営
規
模
に
よ
り
雇
用
労
働
力
の
依

存
度
は
大
き
く
異
な
る
。
第
2
図
に
施
設
野

菜
に
お
け
る
経
営
規
模
別
の
農
業
従
事
日
数

を
示
し
た
が
、
規
模
が
大
き
い
層
ほ
ど
労
働
日

数
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
20
〜
30ａ
ま
で
は
、

ほ
ぼ
農
家
世
帯
員
だ
け
で
あ
り
、
規
模
が
大

き
い
ほ
ど
農
業
専
従
者
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
ま
って

い
る
（
1a
未
満
は
75
％
だ
が
、
20
〜
30ａ
で
は

85
％
）。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
規
模
で
は
雇

用
労
働
力
の
日
数
が
増
加
し
て
お
り
、
農
業

専
従
者
の
占
め
る
割
合
は

50ａ
以
上
で
は
70
％
ま
で

低
下
し
、
常
雇
が
15
％
、

臨
時
雇
が
10
％
を
占
め
る

よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、

あ
る
一
定
規
模
ま
で
は
家

族
世
帯
員
で
ほ
ぼ
対
応
で

き
る
が
、
そ
れ
以
上
の
層

に
な
る
と
雇
用
労
働
力
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
経
営

が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

施
設
野
菜
以
外
に
つ
い
て

も
部
門
別
規
模
別
の
農

業
従
事
日
数
を
み
る
と
、

ど
の
部
門
も
大
規
模
層
で

は
農
業
従
事
日
数
が
増

加
し
か
つ
雇
用
労
働
力
の
割
合
が
上
昇
し
て
お

り
、
大
規
模
層
で
は
雇
用
労
働
力
に
依
存
し

た
経
営
が
多
い
と
い
え
よ
う
。

農
業
専
従
者
の
分
析
で
は
39
歳
以
下
の
農

業
専
従
者
が
農
業
投
下
労
働
規
模
の
大
き
い

層
に
集
中
し
て
い
た
が
、
常
雇
に
お
い
て
も
農

業
従
事
日
数
の
多
い
大
規
模
層
で
そ
の
割
合
が

高
い
。

そ
こ
で
、
常
雇
と
農
業
専
従
者
に
ど
の
よ
う

な
関
係
が
あ
る
の
か
確
認
す
る
た
め
に
、
第
10

表
に
農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
の
常
雇
者
数

を
示
し
た
。
こ
れ
を
み
る
と
、
常
雇
の
い
る
農

家
の
9
割
以
上
が
「
専
従
者
の
い
る
農
家
」
で

あ
り
、
常
雇
は
農
業
専
従
者
が
い
る
農
家
だ

け
に
い
る
と
いっ
て
も
過
言
で
な
い
。「
専
従
者

の
い
る
農
家
」
の
な
か
で
も
常
雇
の
い
る
農
家
の

割
合
が
高
い
の
は
、「
60
歳
未
満
男
子
農
業
専

従
者
の
い
る
農
家
」
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
5

％
と
「
専
従
者
が
い
る
農
家
」
全
体
の
割
合
よ

り
も
倍
以
上
高
い
。
ま
た
、
常
雇
の
い
る
農
家

数
お
よ
び
常
雇
者
数
に
占
め
る
割
合
を
み
て

も
、「
60
歳
未
満
男
子
農
業
専
従
者
の
い
る
農

家
」
が
農
家
の
70
%
、
常
雇
者
数
の
75
％
を

占
め
て
お
り
、
常
雇
が
若
い
農
業
専
従
者
の
い

る
農
家
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
こ
と
は
、
常
雇
の
い
る
農
家
と
若
い
農
業
専

従
者
の
い
る
農
家
は
か
な
り
重
な
り
合
って
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（3） 

常
雇
の
地
域
性

常
雇
の
多
い
経
営
（
販
売
農
家
）
は
、
大

規
模
な
施
設
園
芸
に
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
が
、
こ
の
よ
う
な
経
営
が
多
数
い
る
地
域
は

限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
常
雇
の
い
る
農

家
も
地
域
差
が
大
き
い
。
2
0
0
5
年
の
常

雇
の
い
る
農
家
の
割
合
は
1
・
1
%
で
あ
る

が
、
北
海
道
で
4
・
4
%
、
東
京
、
愛
知
、

高
知
で
3
・
0
％
と
割
合
が
高
い
都
道
府
県
が

あ
る一方
、
秋
田
で
0
・
2
%
、
宮
城
、
富
山
、

福
井
で
0
・
3
%
と
非
常
に
低
い
県
も
あ
る
。

関
東
、
九
州
で
割
合
が
高
い
都
道
府
県
が
多

く
、東
北
、北
陸
、中
国
で
は
低
い
県
が
多
い
。

常
雇
人
数
を
多
い
順
か
ら
見
る
と
北
海
道
、

愛
知
、
千
葉
、
茨
城
、
福
岡
で
、
こ
の
5
道

県
で
3
分
の
1
、
上
位
９
県
で
半
数
を
占
め
て

お
り
、
特
定
の
都
道
府
県
に
常
雇
が
集
中
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

常
雇
の
多
い
都
道
府
県
で
も
常
雇
の
多
い
地

域
は
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
市
町
村
別

で
み
る
と
、
常
雇
の
多
い
地
域
は
一
部
に
集
中

し
て
い
る
。
2
0
0
5
年
の
調
査
時
の
市
町
村

数
は
約
2
，8
0
0
で
あ
る
が
、
常
雇
者
数
の

多
い
上
位
13
市
町
村
で
1
割
、
上
位
96
市
町

村
で
三
分
の一、
上
位
2
2
2
市
町
村
で
半
数

を
占
め
て
い
る
。
1
割
に
も
満
た
な
い
数
の
市

町
村
で
常
雇
者
数
の
半
数
を
占
め
て
い
る
の
で

あ
る
。

参
考
ま
で
に
、
常
雇
者
数
の
多
い
市
町
村
上

位
10
市
町
村
と
臨
時
雇
（
延
べ
人
日
）
の
多
い

市
町
村
上
位
5
位
を
第
11
表
に
示
し
た
が
、

常
雇
者
数
の
多
い
市
町
村
は
臨
時
雇
も
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。
常
雇
者
の
多
い
市
町
村
は
常
雇

の
い
る
農
家
が
1
0
0
戸
以
上
い
る
と
こ
ろ
が

多
く
、
常
雇
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
規
模
の

動向解析
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第10表　労働力保有状態別にみた常雇した農家数及び常雇数 (全国、販売農家、2005年）

総数
専従者がいる
　うち60歳未満男子専従者がいる
　うち男女の専従者がいる
　うち男子の専従者のみ
専従者はいない

雇い入れた農家数

21,166
19,596
14,849
15,960
2,819
1,570

資料：農業センサス（2005 年）．

100.0
92.6
70.2
75.4
13.3
7.4

1.1
2.1
4.9
2.9
1.1
0.2

実数（戸） 総数に占め
る割合（％）

総農家に占め
る割合（％）

常雇数

61,094
57,380
45,675
47,711
7,872
3,714

100.0
93.9
74.8
78.1
12.9
6.1

2.9
2.9
3.1
3.0
2.8
2.4

実数（人） 総数に占め
る割合（％）

１戸当たり
の人数(人）

第11表　常雇・臨時雇の多い市町村 (2005年）

愛知
静岡
長野
愛知
熊本
大分
福岡
愛知
愛知
熊本
青森
長野
群馬
山形
岐阜

豊橋市
浜松市
中野市
豊川市
八代市
大分市
朝倉町
田原市
渥美町
熊本市
弘前市
川上村
昭和村
東根市
高山市

常雇

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
51
123
28
121
18

資料：農業センサス（2005 年）．
注（１）2005 農業センサス実施時の市町村の数値である（その後の合併は考慮していない）．
（２）常雇の順位は雇用数、臨時雇は延べ人日の多い市町村の順である．

268 
174 
131 
120 
158 
56 
71 
137 
147 
121 
64 
16 
51 
12 
79 

1,000 
670 
621 
560 
449 
439 
397 
376 
366 
362 
150 
48 
198 
51 
250 

順位 農家数
(戸）

雇用数
（人）

臨時雇

8
16
17
21
14
83
84
39
79
11
1
2
3
4
5

475
577
571
113
552
157
117
388
335
812
1,749
455
340
938
453

74,002
59,159
58,659
52,808
63,614
26,889
26,683
41,589
27,563
71,119
179,463
130,156
98,728
96,279
96,248

順位 農家数
(戸）

延べ人日
(人日）

野菜
野菜、果樹
きのこ、果樹
野菜、花
野菜

果樹、野菜
野菜

花、野菜
花、野菜
野菜
果樹
野菜

野菜、工芸農作物
果樹
野菜

第2図　 施設野菜作りにおける規模別1戸あたり
農業従事日数（2005年、販売農家、全国）

0

200

400

600

800

1000

1200
日

1a
未
満

1～
5

5～
10

10
～
20

20
～
30

30
～
50

50
a以
上

資料：農業センサス（2005 年）．
注（１）各規模の総農業労働日数を農家数で割った日数．
（２）常雇は250日従事で計算．

手伝い
臨時雇
常雇
農業専従者以外の家族
農業専従者

主な作目市町村名

資料：農業センサス( 各年版）．
注．複合経営は主位部門が80%未満の経営．

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

雇用した
農家数（戸）

23,612
1,054
512
1,303
3,744
1,182
4,973
1,201
606
5,619

21,166
1,379
495
1,340
3,480
1,285
3,761
1,385
594
5,004

2000年 2005

常雇数（人数）

61,943
2,119
906
2,835
11,192
2,172
16,436
1,992
1,246
11,808

61,094
3,108
1,232
3,348
11,352
3,436
13,079
2,966
1,581
12,485

2000年 2005

総数に占める雇用
した農家割合（％）

1.0
0.1
0.9
1.5
7.3
0.7
13.0
4.9
2.2
1.5

1.1
0.2
1.1
1.7
6.8
0.9
11.8
6.7
2.1
1.5

2000年 2005

1戸当たりの
常雇数（人）

2.6
2.0
1.8
2.2
3.0
1.8
3.3
1.7
2.1
2.1

2.9
2.3
2.5
2.5
3.3
2.7
3.5
2.1
2.7
2.5

2000年 2005

第9表　経営組織別の常雇者の動向(販売農家、全国） わ
ず
か
で
は
あ
る
が
男
子
の
方
が
多
い
。
販
売

農
家
で
は
、
単
一
経
営
の
半
数
を
占
め
る
「
花

き
・
花
木
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」
で
女
子

の
割
合
が
8
割
以
上
と
高
く
、
こ
れ
ら
施
設

園
芸
部
門
で
女
子
を
中
心
と
し
た
雇
用
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
販
売
農
家
に
つ
い
て
、
農
業
経
営
組
織
別

の
常
雇
者
数
の
動
向
を
み
て
い
き
た
い
（
第
９

表
参
照
）。
常
雇
の
い
る
農
家
数
が
最
も
減
少

し
て
い
る
の
は
「
花
き
・
花
木
単
一」
で
あ
り
、

農
家
数
の
減
少
率
が
25
％
、
常
雇
者
数
で
唯
一

20
%
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
2
0
0
0
年
の

農
家
と
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
の
常
雇
者

数
を
合
計
し
た
者
と
2
0
0
5
年
の
農
業
経

営
体
の
常
雇
者
数
を
比
較
し
て
も
「
花
き
・

花
木
単
一」
は
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、「
養
鶏

単
一」
も
、「
花
き
・
花
木
単
一」
以
上
に
減
少

し
て
い
る
 (10)
。
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の

常
雇
者
数
が
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ
た
要
因
の
１
つ

に
、
常
雇
数
の
多
い
こ
れ
ら
「
花
き
・
花
木
単

一」、「
養
鶏
単
一」
で
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、「
稲
作
単
一」
や
「
酪
農
単
一」
で
は
常

雇
の
い
る
農
家
数
割
合
が
上
昇
し
て
お
り
、
1

戸
当
た
り
の
常
雇
数
は
す
べ
て
の
部
門
で
増
加

し
て
い
る
。
常
雇
の
い
る
農
家
で
は
常
雇
数
を

増
や
す
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
農
業
経
営
組
織
別
に
み
た
常

雇
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
同
じ
部

門
で
も
経
営
規
模
に
よ
り
雇
用
労
働
力
の
依

存
度
は
大
き
く
異
な
る
。
第
2
図
に
施
設
野

菜
に
お
け
る
経
営
規
模
別
の
農
業
従
事
日
数

を
示
し
た
が
、
規
模
が
大
き
い
層
ほ
ど
労
働
日

数
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
20
〜
30ａ
ま
で
は
、

ほ
ぼ
農
家
世
帯
員
だ
け
で
あ
り
、
規
模
が
大

き
い
ほ
ど
農
業
専
従
者
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
ま
って

い
る
（
1a
未
満
は
75
％
だ
が
、
20
〜
30ａ
で
は

85
％
）。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
規
模
で
は
雇

用
労
働
力
の
日
数
が
増
加
し
て
お
り
、
農
業

専
従
者
の
占
め
る
割
合
は

50ａ
以
上
で
は
70
％
ま
で

低
下
し
、
常
雇
が
15
％
、

臨
時
雇
が
10
％
を
占
め
る

よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、

あ
る
一
定
規
模
ま
で
は
家

族
世
帯
員
で
ほ
ぼ
対
応
で

き
る
が
、
そ
れ
以
上
の
層

に
な
る
と
雇
用
労
働
力
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
経
営

が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

施
設
野
菜
以
外
に
つ
い
て

も
部
門
別
規
模
別
の
農

業
従
事
日
数
を
み
る
と
、

ど
の
部
門
も
大
規
模
層
で

は
農
業
従
事
日
数
が
増

加
し
か
つ
雇
用
労
働
力
の
割
合
が
上
昇
し
て
お

り
、
大
規
模
層
で
は
雇
用
労
働
力
に
依
存
し

た
経
営
が
多
い
と
い
え
よ
う
。

農
業
専
従
者
の
分
析
で
は
39
歳
以
下
の
農

業
専
従
者
が
農
業
投
下
労
働
規
模
の
大
き
い

層
に
集
中
し
て
い
た
が
、
常
雇
に
お
い
て
も
農

業
従
事
日
数
の
多
い
大
規
模
層
で
そ
の
割
合
が

高
い
。

そ
こ
で
、
常
雇
と
農
業
専
従
者
に
ど
の
よ
う

な
関
係
が
あ
る
の
か
確
認
す
る
た
め
に
、
第
10

表
に
農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
の
常
雇
者
数

を
示
し
た
。
こ
れ
を
み
る
と
、
常
雇
の
い
る
農

家
の
9
割
以
上
が
「
専
従
者
の
い
る
農
家
」
で

あ
り
、
常
雇
は
農
業
専
従
者
が
い
る
農
家
だ

け
に
い
る
と
いっ
て
も
過
言
で
な
い
。「
専
従
者

の
い
る
農
家
」
の
な
か
で
も
常
雇
の
い
る
農
家
の

割
合
が
高
い
の
は
、「
60
歳
未
満
男
子
農
業
専

従
者
の
い
る
農
家
」
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
5

％
と
「
専
従
者
が
い
る
農
家
」
全
体
の
割
合
よ

り
も
倍
以
上
高
い
。
ま
た
、
常
雇
の
い
る
農
家

数
お
よ
び
常
雇
者
数
に
占
め
る
割
合
を
み
て

も
、「
60
歳
未
満
男
子
農
業
専
従
者
の
い
る
農

家
」
が
農
家
の
70
%
、
常
雇
者
数
の
75
％
を

占
め
て
お
り
、
常
雇
が
若
い
農
業
専
従
者
の
い

る
農
家
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
こ
と
は
、
常
雇
の
い
る
農
家
と
若
い
農
業
専

従
者
の
い
る
農
家
は
か
な
り
重
な
り
合
って
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（3） 

常
雇
の
地
域
性

常
雇
の
多
い
経
営
（
販
売
農
家
）
は
、
大

規
模
な
施
設
園
芸
に
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
が
、
こ
の
よ
う
な
経
営
が
多
数
い
る
地
域
は

限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
常
雇
の
い
る
農

家
も
地
域
差
が
大
き
い
。
2
0
0
5
年
の
常

雇
の
い
る
農
家
の
割
合
は
1
・
1
%
で
あ
る

が
、
北
海
道
で
4
・
4
%
、
東
京
、
愛
知
、

高
知
で
3
・
0
％
と
割
合
が
高
い
都
道
府
県
が

あ
る一方
、
秋
田
で
0
・
2
%
、
宮
城
、
富
山
、

福
井
で
0
・
3
%
と
非
常
に
低
い
県
も
あ
る
。

関
東
、
九
州
で
割
合
が
高
い
都
道
府
県
が
多

く
、東
北
、北
陸
、中
国
で
は
低
い
県
が
多
い
。

常
雇
人
数
を
多
い
順
か
ら
見
る
と
北
海
道
、

愛
知
、
千
葉
、
茨
城
、
福
岡
で
、
こ
の
5
道

県
で
3
分
の
1
、
上
位
９
県
で
半
数
を
占
め
て

お
り
、
特
定
の
都
道
府
県
に
常
雇
が
集
中
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

常
雇
の
多
い
都
道
府
県
で
も
常
雇
の
多
い
地

域
は
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
市
町
村
別

で
み
る
と
、
常
雇
の
多
い
地
域
は
一
部
に
集
中

し
て
い
る
。
2
0
0
5
年
の
調
査
時
の
市
町
村

数
は
約
2
，8
0
0
で
あ
る
が
、
常
雇
者
数
の

多
い
上
位
13
市
町
村
で
1
割
、
上
位
96
市
町

村
で
三
分
の一、
上
位
2
2
2
市
町
村
で
半
数

を
占
め
て
い
る
。
1
割
に
も
満
た
な
い
数
の
市

町
村
で
常
雇
者
数
の
半
数
を
占
め
て
い
る
の
で

あ
る
。

参
考
ま
で
に
、
常
雇
者
数
の
多
い
市
町
村
上

位
10
市
町
村
と
臨
時
雇
（
延
べ
人
日
）
の
多
い

市
町
村
上
位
5
位
を
第
11
表
に
示
し
た
が
、

常
雇
者
数
の
多
い
市
町
村
は
臨
時
雇
も
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。
常
雇
者
の
多
い
市
町
村
は
常
雇

の
い
る
農
家
が
1
0
0
戸
以
上
い
る
と
こ
ろ
が

多
く
、
常
雇
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
規
模
の

動向解析
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農
家
が
集
中
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
主
な
作

目
を
み
る
と
、
常
雇
の
多
い
市
町
村
で
は
、
野

菜
を
主
と
し
た
施
設
園
芸
作
で
あ
る
市
町
村

が
多
い
が
、
臨
時
雇
の
多
い
地
域
は
青
森
県
弘

前
市
、
山
形
県
東
根
市
の
果
樹
地
域
や
長
野

県
川
上
村
、
群
馬
県
昭
和
村
の
高
原
野
菜
地

域
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
施
設
園
芸
の
よ
う

に
収
穫
時
期
の
長
い
部
門
で
は
常
雇
が
多
く
な

る
が
、
果
樹
や
高
原
野
菜
の
よ
う
に
農
繁
期
が

収
穫
期
な
ど
で
比
較
的
短
期
間
の
部
門
で
は

臨
時
雇
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

常
雇
あ
る
い
は
臨
時
雇
の
多
い
市
町
村
の
中

か
ら
何
箇
所
か
で
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
て
み
る
と
、
調
査
地
の
主
な
作
目
が
園

芸
作
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
常
雇
の
多
く
は

女
子
で
あ
っ
た
。
従
来
か
ら
の
常
雇
の
大
半
は

周
辺
の
農
家
あ
る
い
は
離
農
農
家
の
世
帯
員
で

あ
り
、
地
域
で
栽
培
さ
れ
る
作
目
の
生
産
に

習
熟
し
て
い
る
が
、
年
齢
や
経
験
な
ど
で
他
の

仕
事
に
就
く
こ
と
は
困
難
な
者
が
多
い
。
技

術
、
経
験
が
あ
り
、
か
つ
転
職
す
る
可
能
性
の

低
い
者
は
農
家
か
ら
見
る
と
使
い
や
す
い
労
働

力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
か
ら
の
常
雇
者

や
農
家
世
帯
員
が
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
リ
タ
イ

ア
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
補
充
が
重
要
な

問
題
と
な
る
。
農
家
世
帯
員
や
常
雇
が
い
る
こ

と
を
前
提
に
大
規
模
な
経
営
を
行
って
き
た
農

家
で
は
、
労
働
力
が
減
少
す
る
こ
と
は
規
模
の

維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で

あ
る
。
経
営
規
模
に
応
じ
た
機
械
、
施
設
を

所
有
し
て
い
る
た
め
、
規
模
の
縮
小
も
困
難
で

あ
り
、
何
と
か
雇
用
労
働
力
を
確
保
し
、
現

状
の
規
模
を
維
持
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
農
家

が
増
え
て
き
て
い
る
。

一
方
、
地
域
の
雇
用
状
況
を
み
る
と
、
30
、

40
歳
代
の
女
子
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
他
産
業
に
パ

ー
ト
に
出
る
者
が
多
く
、
農
業
に
求
職
す
る

も
の
は
少
な
い
（
地
域
に
よ
っ
て
は
、
大
規
模

商
業
施
設
の
開
業
の
影
響
で
、
従
来
の
雇
用

労
働
力
が
大
量
に
引
き
抜
か
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
い
う
）。
こ
の
た
め
、
周
辺
地
域
に
残
っ
て

い
る
の
は
50
歳
代
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
農
家

と
し
て
も
こ
の
世
代
を
雇
用
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
第
1
図
で
、
50
歳
代
で
農
業
雇
用
者
が

増
え
て
い
る
と
指
摘
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

常
雇
や
臨
時
雇
の
多
い
地
域
は
非
常
に
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
雇
用
労
働
力
の
確
保
が
必
要

と
な
る
地
域
も
限
定
的
に
な
る
。
こ
の
た
め
、

雇
用
労
働
力
問
題
は
、
そ
の
地
域
で
は
深
刻

で
あ
っ
て
も
、
全
国
的
な
問
題
と
な
り
に
く
い

面
が
あ
る
。

（4） 

ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
雇
用
労
働
力
に
つ
い
て
常

雇
を
中
心
に
分
析
し
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
一に
、
常
雇
の
い
る
農
家
は
非
常
に
少
な
い

も
の
の
、
そ
の
数
が
1
9
9
0
年
か
ら
2
0
0
0

年
に
急
増
し
た
結
果
、
2
0
0
0
年
に
は
農

家
の
常
雇
者
数
が
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体

の
常
雇
数
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。し
か
し
、

2
0
0
5
年
に
は
農
家
の
常
雇
者
数
は
や
や
減

少
し
、
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
と
合
計
し

て
も
常
雇
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
って
い
る
。

第
二
に
、
常
雇
は
主
に
中
小
家
畜
、
施
設

園
芸
で
多
く
、
施
設
園
芸
で
は
女
子
の
割
合

が
高
い
。
2
0
0
5
年
に
常
雇
が
伸
び
悩
ん
だ

要
因
と
し
て
、常
雇
人
数
の
多
い
養
鶏
、花
き
・

花
木
の
部
門
で
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
。

第
三
に
、
常
雇
の
い
る
農
家
の
三
分
の
二
は

「
60
歳
未
満
男
子
農
業
専
従
者
が
い
る
農

家
」
で
あ
り
、
若
い
男
子
農
業
専
従
者
が
い
る

農
家
で
常
雇
の
い
る
農
家
が
多
い
。

第
四
に
、
常
雇
は
一
部
の
市
町
村
に
集
中
し

て
い
る
。
常
雇
の
多
い
地
域
で
は
、
従
来
か
ら

の
常
雇
の
リ
タ
イ
ア
が
増
え
る
中
で
、
労
働
力

不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
って
い
る
。

　

5　

お
わ
り
に

農
業
専
従
者
と
常
雇
に
つ
い
て
分
析
し
て
き

た
が
、
常
雇
の
い
る
農
家
と
若
い
農
業
専
従
者

が
い
る
農
家
は
か
な
り
重
な
って
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
常
雇
も
若
い
農
業
専
従
者
も

い
る
農
家
で
は
、
常
雇
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば

現
状
の
経
営
規
模
が
維
持
で
き
ず
、
規
模
縮

小
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
他

産
業
に
就
業
し
や
す
い
若
い
農
業
専
従
者
が
他

の
仕
事
に
流
出
し
て
し
ま
い
、
若
い
農
業
専
従

者
は
今
ま
で
以
上
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
常
雇
を
安
定
的
に
確
保
す

る
こ
と
が
若
い
農
業
専
従
者
を
維
持
さ
せ
る
た

め
に
も
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

注
（1）
引
用
文
献
﹇
１
﹈
参
照
。

（2）
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、
従
来
の
「
世
帯

を
単
位
と
し
た
把
握
」
か
ら
「
経
営
を
単
位
と
し
た

把
握
」
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
影
響
に
よ
り
1
戸
当

た
り
の
世
帯
員
数
が
減
少
し
た
と
思
わ
れ
る
。
参
考

ま
で
に
、
世
帯
員
数
別
統
計
を
み
る
と
、
最
も
農
家

数
の
多
い
世
帯
員
数
は
、
2
0
0
0
年
の
6
人
か
ら

2
0
0
5
年
の
2
人
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

（3）
2
0
0
5
年
で
は
、
2
0
0
0
年
ま
で
非
常
に
少
な

か
っ
た
「
自
営
農
業
従
事
日
数
59
日
以
下
で
基
幹
的

農
業
従
事
者
」
が
高
齢
者
を
中
心
に
高
い
伸
び
を
示

し
て
い
る
。

（4）
農
業
投
下
労
働
単
位
は
2
0
0
0
年
に
新
し
く
導

入
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
1
9
9
5
年
ま
で
の
農
業

従
事
日
数
規
模
別
と
考
え
方
は
同
じ
で
あ
る
が
、
区

切
り
が
異
な
る
。
ま
た
、
1
9
9
5
年
ま
で
農
業

専
従
者
（
自
営
農
業
従
事
日
数
「
1
5
0
日
以
上
」

の
者
）
は
す
べ
て
2
5
0
日
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
た

が
、
2
0
0
0
年
か
ら
「
1
5
0
〜
1
9
9
日
」

（
1
7
5
日
と
計
算
）、「
2
0
0
〜
2
4
9
日
」（
同

2
2
5
日
）、「
2
5
0
日
以
上
」（
同
3
0
0
日
）

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
1
9
9
5

年
以
前
と
は
接
続
が
難
し
い
。
詳
し
く
は
引
用
文
献

〔
2
〕
参
照
。

（5）
家
族
経
営
構
成
別
統
計
を
み
る
と
、「
男
女
の
専
従

者
が
い
る
農
家
」
5
0
6
千
戸
の
う
ち
、
1
世
代
夫

婦
経
営
が
2
3
9
千
戸
、
2
世
代
親
子
経
営
が

2
3
7
千
戸
と
な
っ
て
い
る
。
2
世
代
親
子
経
営
に

も
夫
婦
経
営
が
含
ま
れ
る
の
で
、「
男
女
の
専
従
者

が
い
る
農
家
」
で
は
夫
婦
で
農
業
専
従
し
て
い
る
農

家
が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。

（6）
臨
時
雇
は
1
日
で
も
雇
用
さ
れ
れ
ば
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
の
で
、
数
日
し
か
農
業
従
事
し
て
い
な
い
者
か
ら

6
ヶ
月
農
業
従
事
の
者
ま
で
含
ま
れ
る
。こ
の
た
め
、

臨
時
雇
の
場
合
、
臨
時
雇
の
人
数
よ
り
も
延
べ
何
日

雇
用
し
た
か
が
問
題
と
な
る
。
農
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、

臨
時
雇
の
延
べ
人
日
別
農
家
数
を
集
計
し
て
い
る

が
、
手
間
替
え
・
ゆ
い
・
手
伝
い
も
含
ま
れ
て
お
り
、

臨
時
雇
だ
け
の
統
計
は
と
れ
な
い
。

（7）
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
は
、
調
査
体
系
、
調
査

票
に
大
き
な
変
更
が
あ
り
、
単
純
に
比
較
で
き
な
い

面
が
あ
る
。
例
え
ば
、
雇
用
労
働
力
は
、
2
0
0
0

年
の「
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
」の
調
査
票
で
は
、

労
働
力
と
い
う
項
目
で
そ
の
定
義
を
「
過
去
1
年
間

に
事
業
体
の
仕
事
に
従
事
し
た
人
」と
し
て
い
た
が
、

2
0
0
5
年
の
「
農
業
経
営
体
調
査
」
の
調
査
票

で
は
、農
業
労
働
力
と
い
う
項
目
で
そ
の
定
義
は
「
過

去
1
年
間
に
農
業
経
営
の
仕
事
を
し
た
人
」
と
変

更
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、2
0
0
5
年
の
常
雇
に
は「
法

人
等
の
組
織
経
営
体
で
農
業
以
外
の
部
門
に
常
雇
い

し
て
い
る
人
が
農
業
に
従
事
し
た
場
合
は
臨
時
雇
と

し
ま
す
」
と
注
意
書
き
が
さ
れ
て
い
る
。

（8）
国
勢
調
査
の
就
業
の
定
義
は
、調
査
日（
10
月
1
日
）

の
前
1
週
間
の
主
な
就
業
状
態
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
過
去
1
年
間
を
対
象
と
し
た
農
業
セ
ン
サ
ス
と

異
な
る
。
ま
た
、
国
勢
調
査
の
農
業
就
業
者
に
は
農

業
サ
ー
ビ
ス
（
独
立
し
た
育
苗
セ
ン
タ
ー
や
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
や
共
同
選
果
場
な
ど
、
土
地
改
良
区
、
植
木

業
も
対
象
）
も
含
ま
れ
て
お
り
、
2
0
0
0
年
国

勢
調
査
で
は
、
雇
用
者
の
う
ち
、
4
割
が
農
業
サ
ー

ビ
ス
と
な
って
い
る
。

（9）
国
勢
調
査
で
は
「
農
業
サ
ー
ビ
ス
を
除
い
た
農
業
」

の
雇
用
者
総
数
も
公
表
し
て
い
る
が
、
2
0
0
5
年

に
つい
て
は
現
時
点
で
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。な
お
、

1
9
9
5
年
の
「
農
業
サ
ー
ビ
ス
を
除
い
た
農
業
」

の
雇
用
者
は
1
9
9
5
年
が
13
万
人
、
2
0
0
0

年
が
15
万
人
と
、
農
業
セ
ン
サ
ス
の
「
農
家
＋
農
家

以
外
の
農
業
事
業
体
」
の
常
雇
数
よ
り
も
4
割
程
度

多
く
な
る
。
国
勢
調
査
の
雇
用
者
に
は
農
業
セ
ン
サ

ス
の
臨
時
雇
の一
部
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ

る
。

（10）
2
0
0
0
年
に
お
け
る
「
養
鶏
単
一」
の
常
雇
者
数

は
、
農
家
が
2
，9
2
7
人
、
農
家
以
外
の
農
業
事

業
体
が
1
5
，7
7
6
人
で
あ
る
。
2
0
0
5
年
の

農
業
経
営
体
の
「
養
鶏
単
一」
の
常
雇
者
数
は

1
4
，2
9
0
人
と
、
2
0
0
0
年
の
農
家
と
農
家

以
外
の
農
業
事
業
体
の
合
計
よ
り
も
4
，4
1
3
人

少
な
い
。

【
引
用
文
献
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農
家
が
集
中
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
主
な
作

目
を
み
る
と
、
常
雇
の
多
い
市
町
村
で
は
、
野

菜
を
主
と
し
た
施
設
園
芸
作
で
あ
る
市
町
村

が
多
い
が
、
臨
時
雇
の
多
い
地
域
は
青
森
県
弘

前
市
、
山
形
県
東
根
市
の
果
樹
地
域
や
長
野

県
川
上
村
、
群
馬
県
昭
和
村
の
高
原
野
菜
地

域
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
施
設
園
芸
の
よ
う

に
収
穫
時
期
の
長
い
部
門
で
は
常
雇
が
多
く
な

る
が
、
果
樹
や
高
原
野
菜
の
よ
う
に
農
繁
期
が

収
穫
期
な
ど
で
比
較
的
短
期
間
の
部
門
で
は

臨
時
雇
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

常
雇
あ
る
い
は
臨
時
雇
の
多
い
市
町
村
の
中

か
ら
何
箇
所
か
で
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
て
み
る
と
、
調
査
地
の
主
な
作
目
が
園

芸
作
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
常
雇
の
多
く
は

女
子
で
あ
っ
た
。
従
来
か
ら
の
常
雇
の
大
半
は

周
辺
の
農
家
あ
る
い
は
離
農
農
家
の
世
帯
員
で

あ
り
、
地
域
で
栽
培
さ
れ
る
作
目
の
生
産
に

習
熟
し
て
い
る
が
、
年
齢
や
経
験
な
ど
で
他
の

仕
事
に
就
く
こ
と
は
困
難
な
者
が
多
い
。
技

術
、
経
験
が
あ
り
、
か
つ
転
職
す
る
可
能
性
の

低
い
者
は
農
家
か
ら
見
る
と
使
い
や
す
い
労
働

力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
か
ら
の
常
雇
者

や
農
家
世
帯
員
が
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
リ
タ
イ

ア
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
補
充
が
重
要
な

問
題
と
な
る
。
農
家
世
帯
員
や
常
雇
が
い
る
こ

と
を
前
提
に
大
規
模
な
経
営
を
行
って
き
た
農

家
で
は
、
労
働
力
が
減
少
す
る
こ
と
は
規
模
の

維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で

あ
る
。
経
営
規
模
に
応
じ
た
機
械
、
施
設
を

所
有
し
て
い
る
た
め
、
規
模
の
縮
小
も
困
難
で

あ
り
、
何
と
か
雇
用
労
働
力
を
確
保
し
、
現

状
の
規
模
を
維
持
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
農
家

が
増
え
て
き
て
い
る
。

一
方
、
地
域
の
雇
用
状
況
を
み
る
と
、
30
、

40
歳
代
の
女
子
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
他
産
業
に
パ

ー
ト
に
出
る
者
が
多
く
、
農
業
に
求
職
す
る

も
の
は
少
な
い
（
地
域
に
よ
っ
て
は
、
大
規
模

商
業
施
設
の
開
業
の
影
響
で
、
従
来
の
雇
用

労
働
力
が
大
量
に
引
き
抜
か
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
い
う
）。
こ
の
た
め
、
周
辺
地
域
に
残
っ
て

い
る
の
は
50
歳
代
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
農
家

と
し
て
も
こ
の
世
代
を
雇
用
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
第
1
図
で
、
50
歳
代
で
農
業
雇
用
者
が

増
え
て
い
る
と
指
摘
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

常
雇
や
臨
時
雇
の
多
い
地
域
は
非
常
に
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
雇
用
労
働
力
の
確
保
が
必
要

と
な
る
地
域
も
限
定
的
に
な
る
。
こ
の
た
め
、

雇
用
労
働
力
問
題
は
、
そ
の
地
域
で
は
深
刻

で
あ
っ
て
も
、
全
国
的
な
問
題
と
な
り
に
く
い

面
が
あ
る
。

（4） 

ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
雇
用
労
働
力
に
つ
い
て
常

雇
を
中
心
に
分
析
し
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
一に
、
常
雇
の
い
る
農
家
は
非
常
に
少
な
い

も
の
の
、
そ
の
数
が
1
9
9
0
年
か
ら
2
0
0
0

年
に
急
増
し
た
結
果
、
2
0
0
0
年
に
は
農

家
の
常
雇
者
数
が
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体

の
常
雇
数
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。し
か
し
、

2
0
0
5
年
に
は
農
家
の
常
雇
者
数
は
や
や
減

少
し
、
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
と
合
計
し

て
も
常
雇
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
って
い
る
。

第
二
に
、
常
雇
は
主
に
中
小
家
畜
、
施
設

園
芸
で
多
く
、
施
設
園
芸
で
は
女
子
の
割
合

が
高
い
。
2
0
0
5
年
に
常
雇
が
伸
び
悩
ん
だ

要
因
と
し
て
、常
雇
人
数
の
多
い
養
鶏
、花
き
・

花
木
の
部
門
で
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
。

第
三
に
、
常
雇
の
い
る
農
家
の
三
分
の
二
は

「
60
歳
未
満
男
子
農
業
専
従
者
が
い
る
農

家
」
で
あ
り
、
若
い
男
子
農
業
専
従
者
が
い
る

農
家
で
常
雇
の
い
る
農
家
が
多
い
。

第
四
に
、
常
雇
は
一
部
の
市
町
村
に
集
中
し

て
い
る
。
常
雇
の
多
い
地
域
で
は
、
従
来
か
ら

の
常
雇
の
リ
タ
イ
ア
が
増
え
る
中
で
、
労
働
力

不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
って
い
る
。

　

5　

お
わ
り
に

農
業
専
従
者
と
常
雇
に
つ
い
て
分
析
し
て
き

た
が
、
常
雇
の
い
る
農
家
と
若
い
農
業
専
従
者

が
い
る
農
家
は
か
な
り
重
な
って
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
常
雇
も
若
い
農
業
専
従
者
も

い
る
農
家
で
は
、
常
雇
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば

現
状
の
経
営
規
模
が
維
持
で
き
ず
、
規
模
縮

小
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
他

産
業
に
就
業
し
や
す
い
若
い
農
業
専
従
者
が
他

の
仕
事
に
流
出
し
て
し
ま
い
、
若
い
農
業
専
従

者
は
今
ま
で
以
上
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
常
雇
を
安
定
的
に
確
保
す

る
こ
と
が
若
い
農
業
専
従
者
を
維
持
さ
せ
る
た

め
に
も
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

注
（1）
引
用
文
献
﹇
１
﹈
参
照
。

（2）
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、
従
来
の
「
世
帯

を
単
位
と
し
た
把
握
」
か
ら
「
経
営
を
単
位
と
し
た

把
握
」
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
影
響
に
よ
り
1
戸
当

た
り
の
世
帯
員
数
が
減
少
し
た
と
思
わ
れ
る
。
参
考

ま
で
に
、
世
帯
員
数
別
統
計
を
み
る
と
、
最
も
農
家

数
の
多
い
世
帯
員
数
は
、
2
0
0
0
年
の
6
人
か
ら

2
0
0
5
年
の
2
人
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

（3）
2
0
0
5
年
で
は
、
2
0
0
0
年
ま
で
非
常
に
少
な

か
っ
た
「
自
営
農
業
従
事
日
数
59
日
以
下
で
基
幹
的

農
業
従
事
者
」
が
高
齢
者
を
中
心
に
高
い
伸
び
を
示

し
て
い
る
。

（4）
農
業
投
下
労
働
単
位
は
2
0
0
0
年
に
新
し
く
導

入
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
1
9
9
5
年
ま
で
の
農
業

従
事
日
数
規
模
別
と
考
え
方
は
同
じ
で
あ
る
が
、
区

切
り
が
異
な
る
。
ま
た
、
1
9
9
5
年
ま
で
農
業

専
従
者
（
自
営
農
業
従
事
日
数
「
1
5
0
日
以
上
」

の
者
）
は
す
べ
て
2
5
0
日
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
た

が
、
2
0
0
0
年
か
ら
「
1
5
0
〜
1
9
9
日
」

（
1
7
5
日
と
計
算
）、「
2
0
0
〜
2
4
9
日
」（
同

2
2
5
日
）、「
2
5
0
日
以
上
」（
同
3
0
0
日
）

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
1
9
9
5

年
以
前
と
は
接
続
が
難
し
い
。
詳
し
く
は
引
用
文
献

〔
2
〕
参
照
。

（5）
家
族
経
営
構
成
別
統
計
を
み
る
と
、「
男
女
の
専
従

者
が
い
る
農
家
」
5
0
6
千
戸
の
う
ち
、
1
世
代
夫

婦
経
営
が
2
3
9
千
戸
、
2
世
代
親
子
経
営
が

2
3
7
千
戸
と
な
っ
て
い
る
。
2
世
代
親
子
経
営
に

も
夫
婦
経
営
が
含
ま
れ
る
の
で
、「
男
女
の
専
従
者

が
い
る
農
家
」
で
は
夫
婦
で
農
業
専
従
し
て
い
る
農

家
が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。

（6）
臨
時
雇
は
1
日
で
も
雇
用
さ
れ
れ
ば
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
の
で
、
数
日
し
か
農
業
従
事
し
て
い
な
い
者
か
ら

6
ヶ
月
農
業
従
事
の
者
ま
で
含
ま
れ
る
。こ
の
た
め
、

臨
時
雇
の
場
合
、
臨
時
雇
の
人
数
よ
り
も
延
べ
何
日

雇
用
し
た
か
が
問
題
と
な
る
。
農
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、

臨
時
雇
の
延
べ
人
日
別
農
家
数
を
集
計
し
て
い
る

が
、
手
間
替
え
・
ゆ
い
・
手
伝
い
も
含
ま
れ
て
お
り
、

臨
時
雇
だ
け
の
統
計
は
と
れ
な
い
。

（7）
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
は
、
調
査
体
系
、
調
査

票
に
大
き
な
変
更
が
あ
り
、
単
純
に
比
較
で
き
な
い

面
が
あ
る
。
例
え
ば
、
雇
用
労
働
力
は
、
2
0
0
0

年
の「
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
」の
調
査
票
で
は
、

労
働
力
と
い
う
項
目
で
そ
の
定
義
を
「
過
去
1
年
間

に
事
業
体
の
仕
事
に
従
事
し
た
人
」と
し
て
い
た
が
、

2
0
0
5
年
の
「
農
業
経
営
体
調
査
」
の
調
査
票

で
は
、農
業
労
働
力
と
い
う
項
目
で
そ
の
定
義
は
「
過

去
1
年
間
に
農
業
経
営
の
仕
事
を
し
た
人
」
と
変

更
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、2
0
0
5
年
の
常
雇
に
は「
法

人
等
の
組
織
経
営
体
で
農
業
以
外
の
部
門
に
常
雇
い

し
て
い
る
人
が
農
業
に
従
事
し
た
場
合
は
臨
時
雇
と

し
ま
す
」
と
注
意
書
き
が
さ
れ
て
い
る
。

（8）
国
勢
調
査
の
就
業
の
定
義
は
、調
査
日（
10
月
1
日
）

の
前
1
週
間
の
主
な
就
業
状
態
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
過
去
1
年
間
を
対
象
と
し
た
農
業
セ
ン
サ
ス
と

異
な
る
。
ま
た
、
国
勢
調
査
の
農
業
就
業
者
に
は
農

業
サ
ー
ビ
ス
（
独
立
し
た
育
苗
セ
ン
タ
ー
や
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
や
共
同
選
果
場
な
ど
、
土
地
改
良
区
、
植
木

業
も
対
象
）
も
含
ま
れ
て
お
り
、
2
0
0
0
年
国

勢
調
査
で
は
、
雇
用
者
の
う
ち
、
4
割
が
農
業
サ
ー

ビ
ス
と
な
って
い
る
。

（9）
国
勢
調
査
で
は
「
農
業
サ
ー
ビ
ス
を
除
い
た
農
業
」

の
雇
用
者
総
数
も
公
表
し
て
い
る
が
、
2
0
0
5
年

に
つい
て
は
現
時
点
で
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。な
お
、

1
9
9
5
年
の
「
農
業
サ
ー
ビ
ス
を
除
い
た
農
業
」

の
雇
用
者
は
1
9
9
5
年
が
13
万
人
、
2
0
0
0

年
が
15
万
人
と
、
農
業
セ
ン
サ
ス
の
「
農
家
＋
農
家

以
外
の
農
業
事
業
体
」
の
常
雇
数
よ
り
も
4
割
程
度

多
く
な
る
。
国
勢
調
査
の
雇
用
者
に
は
農
業
セ
ン
サ

ス
の
臨
時
雇
の一
部
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ

る
。

（10）
2
0
0
0
年
に
お
け
る
「
養
鶏
単
一」
の
常
雇
者
数

は
、
農
家
が
2
，9
2
7
人
、
農
家
以
外
の
農
業
事

業
体
が
1
5
，7
7
6
人
で
あ
る
。
2
0
0
5
年
の

農
業
経
営
体
の
「
養
鶏
単
一」
の
常
雇
者
数
は

1
4
，2
9
0
人
と
、
2
0
0
0
年
の
農
家
と
農
家

以
外
の
農
業
事
業
体
の
合
計
よ
り
も
4
，4
1
3
人

少
な
い
。
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第1表　2004年チェックシートの農業経営管理項目に関する因子分析結果

(23) 作業の標準化ができている（明文化され、作業者に徹底済みである）

(22) 現在の作業体系は効率的であり、作業改善も積極的に行われている

(24) 圃場別、作業別に人員、機械等の過不足調整が適切に行われている

(29) 家族（社員）等すべての構成員の健康管理に十分注意している

(26) 機械、設備等の整備、点検や、作業者の安全管理は十分である

(27) 労働環境は清潔で働きやすい

(9) 自己の健康管理に気を配っている

(14) 経営計画は作目・部門毎に立てられている

(13) 長期経営計画を具体化する、６ヶ月、１年等の短期計画がある

(16) 長・短様々な経営計画の間に矛盾はない

(15) 経営計画の数値と実績の比較検討が適切に行われている

(56) 情報を得るために、積極的に研修会・勉強会等に出席している

(58) よく理解できなかった情報については、必ず確認を取るようにしている

(57) 一度得た情報は、たとえ小さなことでも必ずメモをとって記録している

(55) 日常のあらゆる機会を利用して、新しい情報を探している

(31) 農業経営管理にパソコンを導入し、十分活用している

(34) 減価償却に関する知識など、簿記・会計理論を十分理解している

(33) 現金と預金の残高チェックが日常的に行われている

(32) 財務分析を行い、農業経営管理に十分役立たせている

(35) 事務処理の簡素化、能率化に努め、重要文書を適切に管理している

(38) 借入金の返済に困るような借入を行っていない

(39) 無計画な、その場しのぎの借入はしないよう注意している

(36) 借入金の残高は、預貯金の合計残高よりは少ない

(45) 資材の購買に当たり複数調達先の価格を調べている

(44) 資材の購買に当たり相見積もりをとっている

(50) 顧客名簿は適切に管理され、活用されている

(49) 製品に関するクレームには迅速に対応し、正確な記録を残している

(51) 現在、複数の販売ルートを持っており、組み合わせは適切である

(48) 広告・販促活動（チラシ、DM等）を行い、その効果を十分把握している

(47) 販売額の動向について、その原因の検討を適切に行っている

(54) 販売価格と生産費の関係を常に意識している

(53) その市場調査の結果を販売戦略に活かしている

(52) 合理的な販売活動のため、市場調査、市場分析を行っている
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-0.064 
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6.2 

14.4 
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-0.014 
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-0.037 
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0.097 

-0.081 

0.107 
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0.036 
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-0.014 

8.2 

8.2 

1.
作業管
理因子

2.
労働環
境因子

3.
事業計
画性因子

4.
情報研
修因子

5.
財務管
理因子

6.
財務安
全性因子

7.
購買管
理因子

8.
販売管
理因子

9.
市場調
査因子

資料：認定農業者経営改善チェックシート（2004.9）．
注（1）当因子分析の実施に当たっては ,リーダーシップの分析と重複する可能性のある, 資質的要素に関わる9項目を予め除外した．
　（2）因子抽出法には最尤法を, 回転法にはKaiser の正規化を伴うプロマックス法を用いた（固有値は1.2）．10 回の反復で回転は収束．
　（3）表中の太字は因子負荷量が 0.500 以上である項目を示す．
　（4）いずれの因子においても因子負荷量が 0.500に満たなかった17 項目については表および以下の分析から除外した．

区　　　分

経営管理能力高
経営者資質低

経営管理能力高
経営者資質高

経営管理能力低
経営者資質高

経営管理能力低
経営者資質低

第1図　本書における経営者能力の捉え方

経営管理能力
経営管理論的アプローチ

行
動
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
経
営
者
資
質
）

資料：認定農業者経営改善チェックシート（2004.9）．
注．変動係数は標準偏差 /平均値×100．

第2図　各経営管理因子の平均値と変動係数 
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8. 販売管理

5. 財務管理

6. 財務安全性

9. 市場調査
y = -17.562x + 86.86
　　R2 = 0.6938

7. 購買管理

3. 事業計画性

4. 情報研修
1. 作業管理

2. 労働環境

近
年
、
わ
が
国
の
農
業
経
営
の
お
か
れ
た
環

境
は
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
消
費
者
の
農
産
物
に
対
す
る
価
値
観

は
多
様
化
し
、
一
面
で
安
価
な
農
産
物
を
求
め

る
ニ
ー
ズ
が
存
在
す
る
反
面
、
安
全
・
安
心
な

質
の
高
い
農
産
物
を
求
め
る
消
費
者
は
着
実
に

増
大
し
つつ
あ
る
。

現
代
の
農
業
経
営
者
に
は
、
作
り
や
す
い
作

目
を
手
が
け
る
の
み
な
ら
ず
、
顧
客
と
し
て
の

消
費
者
の
動
向
を
睨
み
な
が
ら
、
生
産
を
組

み
立
て
る
よ
り
高
度
な
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
農
業
経
営
の
様
々
な
行
動

局
面
に
お
い
て
、
不
断
の
意
思
決
定
過
程
を
経

な
が
ら
経
営
全
体
を
統
率
す
る
た
め
の
総
合

能
力
こ
そ
が
、
現
代
の
農
業
経
営
者
に
要
求

さ
れ
る
「
経
営
者
能
力
」
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
農
業
経
営
学
に
お
け
る
経
営
者
能

力
論
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
、
経
営
者
の
意

思
決
定
過
程
に
関
す
る
研
究
あ
る
い
は
単
な
る

経
営
管
理
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
に
お
け
る
研
究
方
法
の
特
徴
は
、
農

業
経
営
者
能
力
に
つ
い
て
、
経
営
管
理
的
側

面
と
経
営
者
資
質
的
側
面
の
二
側
面
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た

経
営
者
能
力
に
関
す
る
二
元
論
的
発
想
は

「
管
理
者
能
力
」
と
「
企
業
者
精
神
」
の
対

比
と
い
う
形
で
、
一
般
経
営
学
で
は
清
水
（

1
9
8
3
）、
農
業
経
営
学
で
は
田
口
（

1
9
8
0
）、
和
田
（
1
9
9
0
）
等
に
し
ば

し
ば
見
ら
れ
た
。
だ
が
、
特
に
経
営
者
の
資
質

側
面
（
企
業
者
精
神
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
解

明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
本

稿
に
お
け
る
「
経
営
者
資
質
」
に
関
す
る
研

究
は
、
農
業
経
営
者
の
企
業
者
精
神
を
「
心

理
的
」
な
い
し
「
資
質
的
」
側
面
と
捉
え
、

行
動
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
た
点
に
新
規

性
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、「
経
営
者
能
力
」
を
「
経
営

管
理
能
力
」
と
「
経
営
者
資
質
」
と
を
軸
と

す
る
二
次
元
平
面
上
に
位
置
づ
け
把
握
す
る

（
第
1
図
）。「
経
営
管
理
能
力
」
と
は
経
営

の
日
常
的
な
管
理
行
動
を
規
定
す
る
能
力
の
こ

と
で
あ
り
、「
経
営
者
資
質
」
と
は
行
動
科
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
経
営
者
能
力
の
把
握

方
法
を
指
す
。
後
者
は
特
に
、
農
業
経
営
者

の
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
お
よ
び
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
の
2
つ
の
尺
度
を
内
容
と
し
た
。

な
お
、
本
稿
が
主
と
し
て
分
析
対
象
と
し

た
デ
ー
タ
は
、
2
0
0
2
年
か
ら
4
カ
年
に
わ

た
り
筆
者
が
主
体
と
な
っ
て
設
計
し
た
、
全
国

の
認
定
農
業
者
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
デ
ー
タ
で
あ
る
。
調
査
は
各
年
と
も
郵
送
回

収
方
式
で
実
施
し
、
全
国
の
認
定
農
業
者
約

4
5
0
〜
7
0
0
経
営
か
ら
有

効
回
答
を
得
て
い
る
。

ま
ず
、
農
業
経
営
者
の
経
営

者
能
力
を
構
成
す
る
2
つ
の
要

因
の
う
ち
、
経
営
管
理
能
力
に

関
す
る
考
察
を
行
う
。
こ
こ
で

の
目
的
は
、
認
定
農
業
者
の
経

営
管
理
能
力
の
構
成
要
素
  （1）
を

明
ら
か
に
し
、
各
要
素
間
の
相

互
関
係
や
相
対
的
重
要
性
に
つ

い
て
因
子
分
析
を
用
い
な
が
ら

検
討
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。

因
子
分
析
は
各
年
度
ご
と
に

実
施
し
て
お
り
、
2
0
0
4
年
チ
ェッ
ク
シ
ー

ト
に
つい
て
は
次
の
分
析
方
法
に
よ
っ
た
。
初
期

解
の
算
出
に
は
最
尤
法
を
用
い
、
そ
れ
ら
初
期

解
の
う
ち
固
有
値
1
・
2
以
上
の
も
の
に
つ
い
て

K
aiser

の
正
規
化
を
伴
う
プ
ロ
マッ
ク
ス
回
転

を
行
い
、
因
子
負
荷
量
が
1
つ
の
因
子
に
つ
き

0
・
5
0
0
以
上
で
あ
る
33
項
目
を
選
択
し

た
。
2
0
0
4
年
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
の
パ
タ
ー
ン

行
列
は
第
1
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

分
析
結
果
に
よ
れ
ば
、「
作
業
管
理
」、「
労

働
環
境
」、「
事
業
計
画
性
」、「
情
報
研
修
」、

「
財
務
管
理
」、「
財
務
安
全
性
」、「
購
買
管

理
」、「
販
売
管
理
」、「
市
場
調
査
」
の
9
因

子
が
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
因
子
間

の
平
均
値
と
変
動
係
数
を
み
る
と
、
平
均
値

が
低
く
、
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
い
因
子
は
「
市
場

調
査
」、「
販
売
管
理
」、「
購
買
管
理
」
の
3

因
子
で
あ
る
（
第
2
図
）。
作
目
、
法
人
化
状

１　

は
じ
め
に

農
業
経
営
者
の

経
営
管
理
能
力

に
関
す
る
要
因

分
析

２



農
業
経
営
者
能
力
に
関
す
る
実
証
的
考
察

ー
認
定
農
業
者
に
焦
点
を
あ
て
て
ー

農
業
・
農
村
領
域
研
究
員　

鈴
村
源
太
郎

22272327

論 

説
論 

説

第1表　2004年チェックシートの農業経営管理項目に関する因子分析結果

(23) 作業の標準化ができている（明文化され、作業者に徹底済みである）

(22) 現在の作業体系は効率的であり、作業改善も積極的に行われている

(24) 圃場別、作業別に人員、機械等の過不足調整が適切に行われている

(29) 家族（社員）等すべての構成員の健康管理に十分注意している

(26) 機械、設備等の整備、点検や、作業者の安全管理は十分である

(27) 労働環境は清潔で働きやすい

(9) 自己の健康管理に気を配っている

(14) 経営計画は作目・部門毎に立てられている

(13) 長期経営計画を具体化する、６ヶ月、１年等の短期計画がある

(16) 長・短様々な経営計画の間に矛盾はない

(15) 経営計画の数値と実績の比較検討が適切に行われている

(56) 情報を得るために、積極的に研修会・勉強会等に出席している

(58) よく理解できなかった情報については、必ず確認を取るようにしている

(57) 一度得た情報は、たとえ小さなことでも必ずメモをとって記録している

(55) 日常のあらゆる機会を利用して、新しい情報を探している

(31) 農業経営管理にパソコンを導入し、十分活用している

(34) 減価償却に関する知識など、簿記・会計理論を十分理解している

(33) 現金と預金の残高チェックが日常的に行われている

(32) 財務分析を行い、農業経営管理に十分役立たせている

(35) 事務処理の簡素化、能率化に努め、重要文書を適切に管理している

(38) 借入金の返済に困るような借入を行っていない

(39) 無計画な、その場しのぎの借入はしないよう注意している

(36) 借入金の残高は、預貯金の合計残高よりは少ない

(45) 資材の購買に当たり複数調達先の価格を調べている

(44) 資材の購買に当たり相見積もりをとっている

(50) 顧客名簿は適切に管理され、活用されている

(49) 製品に関するクレームには迅速に対応し、正確な記録を残している

(51) 現在、複数の販売ルートを持っており、組み合わせは適切である

(48) 広告・販促活動（チラシ、DM等）を行い、その効果を十分把握している

(47) 販売額の動向について、その原因の検討を適切に行っている

(54) 販売価格と生産費の関係を常に意識している

(53) その市場調査の結果を販売戦略に活かしている

(52) 合理的な販売活動のため、市場調査、市場分析を行っている

因子寄与率

累積寄与率
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0.008 
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-0.012 
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作業管
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2.
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3.
事業計
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4.
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財務管
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6.
財務安
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7.
購買管
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販売管
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9.
市場調
査因子

資料：認定農業者経営改善チェックシート（2004.9）．
注（1）当因子分析の実施に当たっては ,リーダーシップの分析と重複する可能性のある, 資質的要素に関わる9項目を予め除外した．
　（2）因子抽出法には最尤法を, 回転法にはKaiser の正規化を伴うプロマックス法を用いた（固有値は1.2）．10 回の反復で回転は収束．
　（3）表中の太字は因子負荷量が 0.500 以上である項目を示す．
　（4）いずれの因子においても因子負荷量が 0.500に満たなかった17 項目については表および以下の分析から除外した．

区　　　分

経営管理能力高
経営者資質低

経営管理能力高
経営者資質高

経営管理能力低
経営者資質高

経営管理能力低
経営者資質低

第1図　本書における経営者能力の捉え方

経営管理能力
経営管理論的アプローチ

行
動
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
経
営
者
資
質
）

資料：認定農業者経営改善チェックシート（2004.9）．
注．変動係数は標準偏差 /平均値×100．

第2図　各経営管理因子の平均値と変動係数 

変
動
係
数

各経営管理因子の平均値

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

2.6 2.8 3.0 3.2 3.4 3.6 3.8 4.0

％

8. 販売管理

5. 財務管理

6. 財務安全性

9. 市場調査
y = -17.562x + 86.86
　　R2 = 0.6938

7. 購買管理

3. 事業計画性

4. 情報研修
1. 作業管理

2. 労働環境

近
年
、
わ
が
国
の
農
業
経
営
の
お
か
れ
た
環

境
は
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
消
費
者
の
農
産
物
に
対
す
る
価
値
観

は
多
様
化
し
、
一
面
で
安
価
な
農
産
物
を
求
め

る
ニ
ー
ズ
が
存
在
す
る
反
面
、
安
全
・
安
心
な

質
の
高
い
農
産
物
を
求
め
る
消
費
者
は
着
実
に

増
大
し
つつ
あ
る
。

現
代
の
農
業
経
営
者
に
は
、
作
り
や
す
い
作

目
を
手
が
け
る
の
み
な
ら
ず
、
顧
客
と
し
て
の

消
費
者
の
動
向
を
睨
み
な
が
ら
、
生
産
を
組

み
立
て
る
よ
り
高
度
な
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
農
業
経
営
の
様
々
な
行
動

局
面
に
お
い
て
、
不
断
の
意
思
決
定
過
程
を
経

な
が
ら
経
営
全
体
を
統
率
す
る
た
め
の
総
合

能
力
こ
そ
が
、
現
代
の
農
業
経
営
者
に
要
求

さ
れ
る
「
経
営
者
能
力
」
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
農
業
経
営
学
に
お
け
る
経
営
者
能

力
論
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
、
経
営
者
の
意

思
決
定
過
程
に
関
す
る
研
究
あ
る
い
は
単
な
る

経
営
管
理
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
に
お
け
る
研
究
方
法
の
特
徴
は
、
農

業
経
営
者
能
力
に
つ
い
て
、
経
営
管
理
的
側

面
と
経
営
者
資
質
的
側
面
の
二
側
面
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た

経
営
者
能
力
に
関
す
る
二
元
論
的
発
想
は

「
管
理
者
能
力
」
と
「
企
業
者
精
神
」
の
対

比
と
い
う
形
で
、
一
般
経
営
学
で
は
清
水
（

1
9
8
3
）、
農
業
経
営
学
で
は
田
口
（

1
9
8
0
）、
和
田
（
1
9
9
0
）
等
に
し
ば

し
ば
見
ら
れ
た
。
だ
が
、
特
に
経
営
者
の
資
質

側
面
（
企
業
者
精
神
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
解

明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
本

稿
に
お
け
る
「
経
営
者
資
質
」
に
関
す
る
研

究
は
、
農
業
経
営
者
の
企
業
者
精
神
を
「
心

理
的
」
な
い
し
「
資
質
的
」
側
面
と
捉
え
、

行
動
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
た
点
に
新
規

性
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、「
経
営
者
能
力
」
を
「
経
営

管
理
能
力
」
と
「
経
営
者
資
質
」
と
を
軸
と

す
る
二
次
元
平
面
上
に
位
置
づ
け
把
握
す
る

（
第
1
図
）。「
経
営
管
理
能
力
」
と
は
経
営

の
日
常
的
な
管
理
行
動
を
規
定
す
る
能
力
の
こ

と
で
あ
り
、「
経
営
者
資
質
」
と
は
行
動
科
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
経
営
者
能
力
の
把
握

方
法
を
指
す
。
後
者
は
特
に
、
農
業
経
営
者

の
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
お
よ
び
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
の
2
つ
の
尺
度
を
内
容
と
し
た
。

な
お
、
本
稿
が
主
と
し
て
分
析
対
象
と
し

た
デ
ー
タ
は
、
2
0
0
2
年
か
ら
4
カ
年
に
わ

た
り
筆
者
が
主
体
と
な
っ
て
設
計
し
た
、
全
国

の
認
定
農
業
者
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
デ
ー
タ
で
あ
る
。
調
査
は
各
年
と
も
郵
送
回

収
方
式
で
実
施
し
、
全
国
の
認
定
農
業
者
約

4
5
0
〜
7
0
0
経
営
か
ら
有

効
回
答
を
得
て
い
る
。

ま
ず
、
農
業
経
営
者
の
経
営

者
能
力
を
構
成
す
る
2
つ
の
要

因
の
う
ち
、
経
営
管
理
能
力
に

関
す
る
考
察
を
行
う
。
こ
こ
で

の
目
的
は
、
認
定
農
業
者
の
経

営
管
理
能
力
の
構
成
要
素
  （1）
を

明
ら
か
に
し
、
各
要
素
間
の
相

互
関
係
や
相
対
的
重
要
性
に
つ

い
て
因
子
分
析
を
用
い
な
が
ら

検
討
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。

因
子
分
析
は
各
年
度
ご
と
に

実
施
し
て
お
り
、
2
0
0
4
年
チ
ェッ
ク
シ
ー

ト
に
つい
て
は
次
の
分
析
方
法
に
よ
っ
た
。
初
期

解
の
算
出
に
は
最
尤
法
を
用
い
、
そ
れ
ら
初
期

解
の
う
ち
固
有
値
1
・
2
以
上
の
も
の
に
つ
い
て

K
aiser

の
正
規
化
を
伴
う
プ
ロ
マッ
ク
ス
回
転

を
行
い
、
因
子
負
荷
量
が
1
つ
の
因
子
に
つ
き

0
・
5
0
0
以
上
で
あ
る
33
項
目
を
選
択
し

た
。
2
0
0
4
年
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
の
パ
タ
ー
ン

行
列
は
第
1
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

分
析
結
果
に
よ
れ
ば
、「
作
業
管
理
」、「
労

働
環
境
」、「
事
業
計
画
性
」、「
情
報
研
修
」、

「
財
務
管
理
」、「
財
務
安
全
性
」、「
購
買
管

理
」、「
販
売
管
理
」、「
市
場
調
査
」
の
9
因

子
が
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
因
子
間

の
平
均
値
と
変
動
係
数
を
み
る
と
、
平
均
値

が
低
く
、
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
い
因
子
は
「
市
場

調
査
」、「
販
売
管
理
」、「
購
買
管
理
」
の
3

因
子
で
あ
る
（
第
2
図
）。
作
目
、
法
人
化
状

１　

は
じ
め
に

農
業
経
営
者
の

経
営
管
理
能
力

に
関
す
る
要
因

分
析

２



論 
説
論 
説

24272527

第3表　経営管理能力別にみる経営情報に対する姿勢 

資料：経営改善に資する情報機器の活用状況および経営管理に係る意向調査および認定農業者経営改善チェックシート（2004.9）．
注（１）経営情報に対する姿勢は複数回答．
　（２）無回答の6件を除く．
　（３）「経営情報に対する姿勢」の各選択肢を単一回答に分解して独立性検定を行った結果 ,「情報を得るために研修会・勉強会等に積極参加」のみ 10％水

準で有意 ,その他の各選択肢は5％水準で有意であった．

経営管理能力高

経営管理能力中

経営管理能力低

合計

72( 70.6)

97( 56.7)

40( 54.1)

209( 60.2)

経営情報に対する姿勢

日常の機会を利
用して常に新情
報を探している

80( 78.4)

128( 74.9)

47( 63.5)

255( 73.5)

情報を得るため
に研修会・勉強
会等に積極参加

27( 26.5)

22( 12.9)

12( 16.2)

61( 17.6)

一度得た情報
は必ずメモを取
り記録する

29( 28.4)

26( 15.2)

12( 16.2)

67( 19.3)

理解できなかっ
た情報は必ず確
認する

3(  2.9)

8(  4.7)

9( 12.2)

20(  5.8)

新情報の入手に
は無頓着

102(100.0)

171(100.0)

74(100.0)

347(100.0)

合計

経
営
管
理
能
力

(単位：件、％)

第2表　作目、法人化状況、販売額規模別にみる因子得点

米麦 (n=106)

野菜・工芸 (n=121)

果樹 (n=72)

花き・花木 (n=67)

畜産 (n=59)

農産加工 (n=6)

法人 (n=89)

非法人 (n=354)

1億円以上 (n=42)

7,000～1億円 (n=22)

5,000～7,000万円 (n=17)

3,000～5,000万円 (n=53)

2,000～3,000万円 (n=55)

1,500～2,000万円 (n=61)

1,000～1,500万円 (n=107)

700～1,000万円 (n=48)

500～700万円 (n=22)

500万円未満 (n=15)

▲ 0.243

▲ 0.013

▲ 0.082

0.508

0.118

▲ 0.200

0.100

▲ 0.020

0.241

0.272

0.178

▲ 0.205

0.059

▲ 0.136

0.017

▲ 0.087

▲ 0.213

▲ 0.117

▲ 0.106

▲ 0.226

0.342

0.092

▲ 0.035

0.837

0.494

▲ 0.124

0.629

0.280

0.346

0.066

▲ 0.065

▲ 0.242

▲ 0.011

▲ 0.169

▲ 0.176

▲ 0.324

▲ 0.077

▲ 0.070

▲ 0.036

0.035

0.351

0.315

0.189

▲ 0.049

0.262

0.236

▲ 0.021

0.205

0.048

▲ 0.148

▲ 0.101

▲ 0.094

▲ 0.125

▲ 0.049

▲ 0.126

0.088

▲ 0.012

▲ 0.069

0.117

0.301

▲ 0.123

0.031

▲ 0.096

0.212

0.187

0.061

0.069

0.254

▲ 0.071

▲ 0.131

▲ 0.200

0.175

0.038

▲ 0.004

▲ 0.069

▲ 0.167

0.245

0.557

0.453

▲ 0.114

0.635

0.424

0.222

0.347

▲ 0.220

▲ 0.232

▲ 0.081

▲ 0.292

▲ 0.054

▲ 0.283

0.052

▲ 0.021

▲ 0.002

▲ 0.111

0.083

0.618

0.121

▲ 0.027

0.228

0.014

▲ 0.033

0.292

▲ 0.240

▲ 0.122

0.075

▲ 0.020

▲ 0.085

▲ 0.144

▲ 0.051

0.046

▲ 0.021

▲ 0.100

0.206

0.777

0.288

▲ 0.076

0.447

0.271

0.242

0.314

▲ 0.183

▲ 0.146

▲ 0.045

▲ 0.193

▲ 0.019

▲ 0.091

0.053

▲ 0.064

0.001

▲ 0.097

0.087

0.550

0.108

▲ 0.026

0.280

0.160

▲ 0.128

0.269

▲ 0.194

▲ 0.199

0.029

▲ 0.076

0.153

▲ 0.098

0.009

0.000

▲ 0.127

▲ 0.159

0.279

0.660

0.190

▲ 0.047

0.420

0.487

0.577

0.129

▲ 0.026

0.008

▲ 0.137

▲ 0.297

▲ 0.099

▲ 0.382

1.
作業管
理因子

2.
労働環
境因子

3.
事業計
画性因子

4.
情報研
修因子

5.
財務管
理因子

6.
財務安
全性因子

7.
購買管
理因子

8.
販売管
理因子

9.
市場調
査因子

▲ 0.050

▲ 0.029

▲ 0.001

▲ 0.008

0.161

0.490

0.202

▲ 0.050

0.338

0.262

0.174

0.164

▲ 0.084

▲ 0.107

▲ 0.036

▲ 0.151

▲ 0.091

▲ 0.146

因子
平均

資料：経営改善に資する情報機器の活用状況および経営管理に係る意向調査および認定農業者経営改善チェックシート （2004.9）．
注．因子得点の推定方法は回帰法による．

区　　　分

法
人
化

作　

目

販
売
額

資料：認定農業者の経営改善に向けたマーケティング活動の現状と課題
に関する調査および認定農業者経営改善チェックシート（2005.9）．

注（1）ブランド設定状況は複数回答．
　（２）無回答の18 件を除く．
　（３）各選択肢を単一回答に分解して独立性検定を行った結果 , それぞ

れ 1％水準で有意．

％

0

20

40

60

80

経営管理能力低
(n=95)

経営管理能力中
(n=132)

経営管理能力高
(n=124)

69.4

10.5
12.9

47.7

17.4

30.3
25.3

31.6
36.8

経営独自でブランドを設定している
JAでブランドを設定している
ブランドは設定していない

第 4図　三隅のリーダーシップPM論の枠組み

目標達成（P）機能

集
団
維
持 

（M） 

機
能

pM型

pm型 Pm型

PM型

基準線

基
準
線

注．三隅のＰＭ論では ,目標達成および集団維持機能の両者について , 平均点を超えた者
を大文字のP,Mで表し , 平均点以下である者を小文字のｐ,ｍで表記している.

第3図　経営管理能力別にみるブランド設定状況

（１） 

行
動
科
学
の
研
究
史
に
み
る

　

人
の
能
力
論

次
に
、
経
営
者
資
質
に
関
す
る
分
析
を
行

う
が
、
そ
の
前
に
、
本
稿
で
経
営
者
資
質
の
分

析
ツ
ー
ル
と
し
た
行
動
科
学
に
お
け
る
能
力
論

（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
お
よ
び
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
）
の

展
開
に
つい
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
は
元
来
、
組
織
の
管

理
者
に
よ
る
部
下
の
統
率
力
を
研
究
対
象
と

し
て
始
ま
っ
た
。
そ
の
方
法
論
は
お
お
む
ね
3

つ
に
分
類
さ
れ
る
。
第
1
は
歴
史
上
の
偉
人

な
ど
を
対
象
に
定
性
的
性
向
を
観
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本
質
を
析
出
し

よ
う
と
す
る
特
性
ア
プ
ロ
ー
チ
、
第
2
は
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
目
標
達
成
（
P
）
機
能
と
集
団

維
持
（
M
）
機
能
と
に
要
因
分
解
し
、
両
者

の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
把
握
し
よ
う
と
す
る

行
動
ア
プ
ロ
ー
チ
（
三
隅
（
1
9
7
0
）
の

P
M
理
論
や
R
・
R
・
ブ
レ
ー
ク
（
1
9
9
2
）

の
グ
リ
ッ
ド
理
論
に
代
表
さ
れ
る
学
派
、
P
M

理
論
に
つ
い
て
は
第
4
図
参
照
）、
第
3
は
行

動
ア
プ
ロ
ー
チ
を
発
展
さ
せ
、
部
下
の
成
熟
度

に
よ
っ
て
最
適
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
タ
イ
プ
が
変

遷
す
る
こ
と
等
を
理
論
化
し
た
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ

況
、
販
売
額
規
模
別
に
因
子
得
点
を
比
較
す

る
と
、
作
目
別
に
は
土
地
利
用
型
経
営
の
因

子
得
点
が
低
く
、
畜
産
経
営
が
高
い
（
第
2

表
）。
ま
た
、
法
人
化
状
況
別
に
は
法
人
、
販

売
額
規
模
別
に
は
お
お
む
ね
3
，0
0
0
万
円

以
上
の
経
営
の
因
子
得
点
が
お
お
む
ね
プ
ラ
ス

と
な
って
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
各
因

子
の
因
子
得
点
と
経
営
行
動
と
の
関
係
を
分

析
す
る
と
、
法
人
化
状
況
と
事
業
計
画
性
因

子
の
間
な
ど
に
高
い
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
た
。

続
い
て
、
経
営
管
理
能
力
の
課
題
と
し
て

「
販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
」
の
課
題
が

浮
か
び
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
因
子
得
点
を
指

標
化
し
た
経
営
管
理
能
力
尺
度
  （2） 

を
用
い
て
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
い
し
情
報
管
理
に
関
わ
る
経

営
者
行
動
と
経
営
管
理
能
力
と
の
関
係
性
を

検
討
し
た
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
行
動
と
経
営
管
理
能

力
と
の
分
析
で
は
、
経
営
管
理
能
力
の
高
い
者

に
ブ
ラ
ン
ド
設
定
率
の
高
さ
な
ど
が
確
認
さ
れ

た
ほ
か
（
第
3
図
参
照
）、
情
報
管
理
行
動
と

の
分
析
で
は
、
経
営
管
理
能
力
の
高
い
者
に
情

報
収
集
・
活
用
に
対
す
る
積
極
姿
勢
が
み
ら

れ
た
（
第
3
表
参
照
）。

経
営
者
資
質
に
関
す
る

定
量
把
握
の
試
み

３
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第3表　経営管理能力別にみる経営情報に対する姿勢 

資料：経営改善に資する情報機器の活用状況および経営管理に係る意向調査および認定農業者経営改善チェックシート（2004.9）．
注（１）経営情報に対する姿勢は複数回答．
　（２）無回答の6件を除く．
　（３）「経営情報に対する姿勢」の各選択肢を単一回答に分解して独立性検定を行った結果 ,「情報を得るために研修会・勉強会等に積極参加」のみ 10％水

準で有意 ,その他の各選択肢は5％水準で有意であった．

経営管理能力高

経営管理能力中

経営管理能力低

合計

72( 70.6)

97( 56.7)

40( 54.1)

209( 60.2)

経営情報に対する姿勢

日常の機会を利
用して常に新情
報を探している

80( 78.4)

128( 74.9)

47( 63.5)

255( 73.5)

情報を得るため
に研修会・勉強
会等に積極参加

27( 26.5)

22( 12.9)

12( 16.2)

61( 17.6)

一度得た情報
は必ずメモを取
り記録する

29( 28.4)

26( 15.2)

12( 16.2)

67( 19.3)

理解できなかっ
た情報は必ず確
認する

3(  2.9)

8(  4.7)

9( 12.2)

20(  5.8)

新情報の入手に
は無頓着

102(100.0)

171(100.0)

74(100.0)

347(100.0)

合計

経
営
管
理
能
力

(単位：件、％)

第2表　作目、法人化状況、販売額規模別にみる因子得点

米麦 (n=106)

野菜・工芸 (n=121)

果樹 (n=72)

花き・花木 (n=67)

畜産 (n=59)

農産加工 (n=6)

法人 (n=89)

非法人 (n=354)

1億円以上 (n=42)

7,000～1億円 (n=22)

5,000～7,000万円 (n=17)

3,000～5,000万円 (n=53)

2,000～3,000万円 (n=55)

1,500～2,000万円 (n=61)

1,000～1,500万円 (n=107)

700～1,000万円 (n=48)

500～700万円 (n=22)

500万円未満 (n=15)

▲ 0.243

▲ 0.013

▲ 0.082

0.508

0.118

▲ 0.200

0.100

▲ 0.020

0.241

0.272

0.178

▲ 0.205

0.059

▲ 0.136

0.017

▲ 0.087

▲ 0.213

▲ 0.117

▲ 0.106

▲ 0.226

0.342

0.092

▲ 0.035

0.837

0.494

▲ 0.124

0.629

0.280

0.346

0.066

▲ 0.065

▲ 0.242

▲ 0.011

▲ 0.169

▲ 0.176

▲ 0.324

▲ 0.077

▲ 0.070

▲ 0.036

0.035

0.351

0.315

0.189

▲ 0.049

0.262

0.236

▲ 0.021

0.205

0.048

▲ 0.148

▲ 0.101

▲ 0.094

▲ 0.125

▲ 0.049

▲ 0.126

0.088

▲ 0.012

▲ 0.069

0.117

0.301

▲ 0.123

0.031

▲ 0.096

0.212

0.187

0.061

0.069

0.254

▲ 0.071

▲ 0.131

▲ 0.200

0.175

0.038

▲ 0.004

▲ 0.069

▲ 0.167

0.245

0.557

0.453

▲ 0.114

0.635

0.424

0.222

0.347

▲ 0.220

▲ 0.232

▲ 0.081

▲ 0.292

▲ 0.054

▲ 0.283

0.052

▲ 0.021

▲ 0.002

▲ 0.111

0.083

0.618

0.121

▲ 0.027

0.228

0.014

▲ 0.033

0.292

▲ 0.240

▲ 0.122

0.075

▲ 0.020

▲ 0.085

▲ 0.144

▲ 0.051

0.046

▲ 0.021

▲ 0.100

0.206

0.777

0.288

▲ 0.076

0.447

0.271

0.242

0.314

▲ 0.183

▲ 0.146

▲ 0.045

▲ 0.193

▲ 0.019

▲ 0.091

0.053

▲ 0.064

0.001

▲ 0.097

0.087

0.550

0.108

▲ 0.026

0.280

0.160

▲ 0.128

0.269

▲ 0.194

▲ 0.199

0.029

▲ 0.076

0.153

▲ 0.098

0.009

0.000

▲ 0.127

▲ 0.159

0.279

0.660

0.190

▲ 0.047

0.420

0.487

0.577

0.129

▲ 0.026

0.008

▲ 0.137

▲ 0.297

▲ 0.099

▲ 0.382

1.
作業管
理因子

2.
労働環
境因子

3.
事業計
画性因子

4.
情報研
修因子

5.
財務管
理因子

6.
財務安
全性因子

7.
購買管
理因子

8.
販売管
理因子

9.
市場調
査因子

▲ 0.050

▲ 0.029

▲ 0.001

▲ 0.008

0.161

0.490

0.202

▲ 0.050

0.338

0.262

0.174

0.164

▲ 0.084

▲ 0.107

▲ 0.036

▲ 0.151

▲ 0.091

▲ 0.146

因子
平均

資料：経営改善に資する情報機器の活用状況および経営管理に係る意向調査および認定農業者経営改善チェックシート （2004.9）．
注．因子得点の推定方法は回帰法による．

区　　　分

法
人
化

作　

目

販
売
額

資料：認定農業者の経営改善に向けたマーケティング活動の現状と課題
に関する調査および認定農業者経営改善チェックシート（2005.9）．

注（1）ブランド設定状況は複数回答．
　（２）無回答の18 件を除く．
　（３）各選択肢を単一回答に分解して独立性検定を行った結果 , それぞ

れ 1％水準で有意．

％

0

20

40

60

80

経営管理能力低
(n=95)

経営管理能力中
(n=132)

経営管理能力高
(n=124)

69.4

10.5
12.9

47.7

17.4

30.3
25.3

31.6
36.8

経営独自でブランドを設定している
JAでブランドを設定している
ブランドは設定していない

第 4図　三隅のリーダーシップPM論の枠組み

目標達成（P）機能

集
団
維
持 

（M） 

機
能

pM型

pm型 Pm型

PM型

基準線

基
準
線

注．三隅のＰＭ論では ,目標達成および集団維持機能の両者について , 平均点を超えた者
を大文字のP,Mで表し , 平均点以下である者を小文字のｐ,ｍで表記している.

第3図　経営管理能力別にみるブランド設定状況

（１） 

行
動
科
学
の
研
究
史
に
み
る

　

人
の
能
力
論

次
に
、
経
営
者
資
質
に
関
す
る
分
析
を
行

う
が
、
そ
の
前
に
、
本
稿
で
経
営
者
資
質
の
分

析
ツ
ー
ル
と
し
た
行
動
科
学
に
お
け
る
能
力
論

（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
お
よ
び
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
）
の

展
開
に
つい
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
は
元
来
、
組
織
の
管

理
者
に
よ
る
部
下
の
統
率
力
を
研
究
対
象
と

し
て
始
ま
っ
た
。
そ
の
方
法
論
は
お
お
む
ね
3

つ
に
分
類
さ
れ
る
。
第
1
は
歴
史
上
の
偉
人

な
ど
を
対
象
に
定
性
的
性
向
を
観
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本
質
を
析
出
し

よ
う
と
す
る
特
性
ア
プ
ロ
ー
チ
、
第
2
は
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
目
標
達
成
（
P
）
機
能
と
集
団

維
持
（
M
）
機
能
と
に
要
因
分
解
し
、
両
者

の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
把
握
し
よ
う
と
す
る

行
動
ア
プ
ロ
ー
チ
（
三
隅
（
1
9
7
0
）
の

P
M
理
論
や
R
・
R
・
ブ
レ
ー
ク
（
1
9
9
2
）

の
グ
リ
ッ
ド
理
論
に
代
表
さ
れ
る
学
派
、
P
M

理
論
に
つ
い
て
は
第
4
図
参
照
）、
第
3
は
行

動
ア
プ
ロ
ー
チ
を
発
展
さ
せ
、
部
下
の
成
熟
度

に
よ
っ
て
最
適
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
タ
イ
プ
が
変

遷
す
る
こ
と
等
を
理
論
化
し
た
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ

況
、
販
売
額
規
模
別
に
因
子
得
点
を
比
較
す

る
と
、
作
目
別
に
は
土
地
利
用
型
経
営
の
因

子
得
点
が
低
く
、
畜
産
経
営
が
高
い
（
第
2

表
）。
ま
た
、
法
人
化
状
況
別
に
は
法
人
、
販

売
額
規
模
別
に
は
お
お
む
ね
3
，0
0
0
万
円

以
上
の
経
営
の
因
子
得
点
が
お
お
む
ね
プ
ラ
ス

と
な
って
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
各
因

子
の
因
子
得
点
と
経
営
行
動
と
の
関
係
を
分

析
す
る
と
、
法
人
化
状
況
と
事
業
計
画
性
因

子
の
間
な
ど
に
高
い
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
た
。

続
い
て
、
経
営
管
理
能
力
の
課
題
と
し
て

「
販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
」
の
課
題
が

浮
か
び
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
因
子
得
点
を
指

標
化
し
た
経
営
管
理
能
力
尺
度
  （2） 

を
用
い
て
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
い
し
情
報
管
理
に
関
わ
る
経

営
者
行
動
と
経
営
管
理
能
力
と
の
関
係
性
を

検
討
し
た
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
行
動
と
経
営
管
理
能

力
と
の
分
析
で
は
、
経
営
管
理
能
力
の
高
い
者

に
ブ
ラ
ン
ド
設
定
率
の
高
さ
な
ど
が
確
認
さ
れ

た
ほ
か
（
第
3
図
参
照
）、
情
報
管
理
行
動
と

の
分
析
で
は
、
経
営
管
理
能
力
の
高
い
者
に
情

報
収
集
・
活
用
に
対
す
る
積
極
姿
勢
が
み
ら

れ
た
（
第
3
表
参
照
）。

経
営
者
資
質
に
関
す
る

定
量
把
握
の
試
み

３
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第7図　PM類型別にみる法人化状況
資料：認定農業者の経営改善に向けたマーケティング活動の現状と課題に関する調査および認定農

業者経営改善チェックシート（2005.9）, 以下同様．
注（１）法人化状況は単一回答．
（２）無回答の3件を除く．
　（３）独立性検定の結果 , 1％水準で有意．

25.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28.2

51.1

53.0

15.6

16.6

55.3

53.8

33.3

30.4

19.3

17.9

pm型 (n=150)

ｐM型 (n=39)

Pm型 (n=45)

PM型 (n=181)

法人化している　　　法人化計画あり　　　法人化は考えていない

第 8図　PM類型別にみる顧客管理有無
注（１）顧客管理有無は単一回答．
（２）無回答の21 件を除く．
　（３）独立性検定の結果 , 1％水準で有意．

0% 20% 40% 60% 80% 100%

pm型 (n=140)

ｐM型 (n=38)

Pm型 (n=44)

PM型 (n=175)

行っている　　　行っていない

38.6

55.3

40.9

62.9

61.4

44.7

59.1

37.1

資料：認定農業者経営改善チェックシート（2005.9）．
注（１）モチベーションのH要因については，分析から除外した．
　（２）因子抽出法には最尤法を，回転法にはKaiser の正規化を伴うプロマックス法を用いた（固有値は1.0）．6回の反復で回転は収束．
　（3）表中の太字は因子負荷量が 0.500 以上である項目を示す．
　（4）いずれの因子においても因子負荷量が 0.500に満たなかった1項目については表および以下の分析から除外した．

(38) 経営管理上の決定を素早く行える

(37) 家族（社員）へ指示命令を徹底させている

(39) 作業内容についていつも問題点を把握・検討している

(40) 経営者としての専門的知識を十分備えている

(41) 経営全体について明確な方針を持っている

(43) 仕事を行う上で家族（社員）の立場をいつも理解しようとしている

(44) 作業上の問題について家族（社員）に積極的に意見を求めている

(46) 家族（社員）が優れた仕事をしたときは，十分認めている

(45) 家族（社員）を常に信頼している

(48) 売上高の伸張

(49) 自ら立てた経営計画等の目標達成

(47) 経営耕地や施設面積の拡大

(50) 経営改善の成果を地域の農業者や家族・構成員に認めてもらうこと

(53) 仕事自体の達成感

因子寄与率

累積寄与率

0.888 

0.704 

0.665 

0.613 

0.588 

0.115 
-0.034 
-0.077 
-0.018 
-0.029 
0.192 
-0.070 
0.037 
-0.029 
25.3 
25.3 

リーダーシップ
P因子区　　分

-0.072 
-0.020 
0.120 
0.035 
0.084 
0.812 

0.753 

0.749 

0.698 

-0.083 
-0.115 
0.001 
0.105 
0.208 
23.4 
48.7 

リーダーシップ
M因子

-0.019 
0.015 
-0.011 
0.012 
0.131 
-0.200 
0.076 
0.157 
0.039 
0.904 

0.763 

0.726 

0.623 

0.614 

27.4 
76.1 

モチベーション

第4表　2005年チェックシートの経営者資質項目に関する因子分析結果

第5図　ハーシー -ブランチャードのライフサイクル理論

指示的行動

支
援
的
行
動

pM型

Pm型

PM型

pm型

教示的

説得的参加的

委任的

部下の成熟度 成　熟

自律的 他律的

未成熟

部下の行動

資料：P. ハーシー , K.H.ブランチャード, D.E.ジョンソン（2000）．P207より作成．

経営管理論的アプローチ

第6図　ハーツバーグのM-H理論の模式図
資料：P. ハーシー , K.H.ブランチャード, D.E.ジョンソン（2000）．P78-79より作成．

 ＝生来の総能力

90％ 動機づけ前

90％  動機づけられた後

〔意欲（M）要因充足の効果〕

本人の
能力発揮度

　　90％

　　60％

 環境要因が満たされた状況

 環境要因が満たされない状況

〔環境（H）要因充足の効果〕

環
境
要
因
（
不
満　

不
満
で
な
い
）
と
意
欲

要
因
（
満
足　

満
足
で
な
い
）
の
2
つ
に
分
け

て
考
察
す
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
意
欲
要

因
の
み
を
取
り
上
げ
、
分
析
指
標
と
し
た
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
の
分
析
は
、
先
に
分
析
し
た

経
営
管
理
能
力
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
排
し
た

上
で
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
ら
か
じ
め
経
営

管
理
能
力
の
指
標
で
大
分
類
を
行
っ
た
上
で
、

率
に
は
、
M
評
点
が
よ
り
強
い
影
響
を
有
し
て

い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
第
8
図
）。

（３） 

M
-H
理
論
に
み
る
農
業
経
営
者

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

一
方
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分
析
に
は
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。
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ョ
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シ
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・
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（
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サ
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史
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踏
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ョ
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。
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れ
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。
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。
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施
状
況
に
影
響
す
る
た
め
か
、
そ
の
実
施
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第7図　PM類型別にみる法人化状況
資料：認定農業者の経営改善に向けたマーケティング活動の現状と課題に関する調査および認定農

業者経営改善チェックシート（2005.9）, 以下同様．
注（１）法人化状況は単一回答．
（２）無回答の3件を除く．
　（３）独立性検定の結果 , 1％水準で有意．
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法人化している　　　法人化計画あり　　　法人化は考えていない

第 8図　PM類型別にみる顧客管理有無
注（１）顧客管理有無は単一回答．
（２）無回答の21 件を除く．
　（３）独立性検定の結果 , 1％水準で有意．
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資料：認定農業者経営改善チェックシート（2005.9）．
注（１）モチベーションのH要因については，分析から除外した．
　（２）因子抽出法には最尤法を，回転法にはKaiser の正規化を伴うプロマックス法を用いた（固有値は1.0）．6回の反復で回転は収束．
　（3）表中の太字は因子負荷量が 0.500 以上である項目を示す．
　（4）いずれの因子においても因子負荷量が 0.500に満たなかった1項目については表および以下の分析から除外した．

(38) 経営管理上の決定を素早く行える

(37) 家族（社員）へ指示命令を徹底させている

(39) 作業内容についていつも問題点を把握・検討している

(40) 経営者としての専門的知識を十分備えている

(41) 経営全体について明確な方針を持っている

(43) 仕事を行う上で家族（社員）の立場をいつも理解しようとしている

(44) 作業上の問題について家族（社員）に積極的に意見を求めている

(46) 家族（社員）が優れた仕事をしたときは，十分認めている

(45) 家族（社員）を常に信頼している

(48) 売上高の伸張

(49) 自ら立てた経営計画等の目標達成

(47) 経営耕地や施設面積の拡大

(50) 経営改善の成果を地域の農業者や家族・構成員に認めてもらうこと

(53) 仕事自体の達成感
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0.120 
0.035 
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0.105 
0.208 
23.4 
48.7 

リーダーシップ
M因子
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-0.011 
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0.131 
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0.076 
0.157 
0.039 
0.904 

0.763 

0.726 

0.623 

0.614 

27.4 
76.1 

モチベーション

第4表　2005年チェックシートの経営者資質項目に関する因子分析結果

第5図　ハーシー -ブランチャードのライフサイクル理論
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資料：P. ハーシー , K.H.ブランチャード, D.E.ジョンソン（2000）．P207より作成．

経営管理論的アプローチ

第6図　ハーツバーグのM-H理論の模式図
資料：P. ハーシー , K.H.ブランチャード, D.E.ジョンソン（2000）．P78-79より作成．
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、
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ョ
ン
の
分
析
に
は
、
ハ
ー
ツ

バ
ー
グ
の
M
-H
理
論
の
M
指
標
を
用
い
た
。
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ョ
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第9図　モチベーション因子得点別にみる販売額規模の拡大意向
（経営管理能力中程度の者のみ）

注（１）販売額規模の拡大意向は単一回答．
（２）無回答の48 件を除く．
　（３）独立性検定の結果 , 1％水準で有意．
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-1未満 (n=18)

-1～0 (n=47)

0～1 (n=45)

1以上 (n=28)

＋50％以上　　　＋30％　　　＋10％　　　現状維持またはマイナス
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35.7
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17.9

44.4

19.1

22.2

5.6 5.6

第10図　モチベーション因子得点別にみる顧客ターゲット
（経営管理能力が中程度の者のみ）

注（１）顧客ターゲットは単一回答．
（２）顧客ターゲットについては ,「その他」および無回答の60 件を除く．
　（３）独立性検定の結果 , 5％水準で有意．

0% 20% 40% 60% 80% 100%

-1未満 (n=16)

-1～0 (n=46)

0～1 (n=38)

1以上 (n=26)

高級品を選択する上級層　　　　　実用的なものを堅実に選ぶ中間層
価格を判断基準とする庶民層　　　売り込み対象について考えたことはなかった
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第14図  作目別にみる販売額階層と農業経営者能力
注．販売額のデータラベルの丸囲み数値は ,①＝500 万円未満 ,②＝500～
1,000 万円 ,③＝1,000～ 1,500 万円 ,④＝1,500～ 2,000 万円 ,⑤＝
2,000～ 3,000 万円 ,⑥＝3,000～ 5,000 万円 ,⑦＝5,000～ 1 億円 ,⑧
＝1～ 3億円 ,⑨＝3億円以上．
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第12図　法人化状況・後継者の確保状況・所得目標の
達成可能性評価と農業経営者能力

資料：認定農業者の経営改善に向けたマーケティング活動の現状と課題
に関する調査および認定農業者経営改善チェックシート（2005.9）,
以下同様．

注．サンプル数は法人化状況が 342 件，後継者の確保状況が 341 件，
　　 所得目標の達成可能性評価が 322 件．
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第13図　販売額・現在の1位販路・多角化の
状況と農業経営者能力

注．サンプル数は販売額が 344 件，現在の販路 1位が 330 件，
　　多角化の状況が 337 件．
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第11図　アンケートにみる農業経営者能力の分布
資料：認定農業者経営改善チェックシート（2005.9）．
注．サンプル数は345 件．
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第9図　モチベーション因子得点別にみる販売額規模の拡大意向
（経営管理能力中程度の者のみ）

注（１）販売額規模の拡大意向は単一回答．
（２）無回答の48 件を除く．
　（３）独立性検定の結果 , 1％水準で有意．
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第10図　モチベーション因子得点別にみる顧客ターゲット
（経営管理能力が中程度の者のみ）

注（１）顧客ターゲットは単一回答．
（２）顧客ターゲットについては ,「その他」および無回答の60 件を除く．
　（３）独立性検定の結果 , 5％水準で有意．
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第14図  作目別にみる販売額階層と農業経営者能力
注．販売額のデータラベルの丸囲み数値は ,①＝500 万円未満 ,②＝500～
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第12図　法人化状況・後継者の確保状況・所得目標の
達成可能性評価と農業経営者能力

資料：認定農業者の経営改善に向けたマーケティング活動の現状と課題
に関する調査および認定農業者経営改善チェックシート（2005.9）,
以下同様．

注．サンプル数は法人化状況が 342 件，後継者の確保状況が 341 件，
　　 所得目標の達成可能性評価が 322 件．
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第13図　販売額・現在の1位販路・多角化の
状況と農業経営者能力

注．サンプル数は販売額が 344 件，現在の販路 1位が 330 件，
　　多角化の状況が 337 件．
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第11図　アンケートにみる農業経営者能力の分布
資料：認定農業者経営改善チェックシート（2005.9）．
注．サンプル数は345 件．
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資
質（
T（
dv））

　
　
　
　
　
  ＝（
T
-A
vg）／

10Stdv+50

４

農
業
経
営
者
能
力
の
構
成

　

―

経
営
管
理
能
力
と

　
　

経
営
者
資
質
に
よ
る
試
算―

集
計
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
第
9
図
で
は
、

経
営
管
理
能
力
が
中
程
度
の
者
の
み
を
対
象

と
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
因
子
得
点
別
に
販
売
額

規
模
の
拡
大
意
向
を
分
析
し
た
。
販
売
額
規

模
を
「
+
50
％
以
上
」
拡
大
し
た
い
と
回
答

し
た
割
合
は
、
因
子
得
点
「
-1
未
満
」
で
は

6
％
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
、「
1
以
上
」
で

は
46
％
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、「
現

状
維
持
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
」
と
回
答
し
た
割
合

は
「
-1
未
満
」
で
は
44
％
に
至
る
。

ま
た
、
同
じ
く
経
営
管
理
能
力
が
中
程
度

の
者
の
み
を
対
象
と
し
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
因

子
得
点
別
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧
客
層
に
つ

い
て
分
析
し
た
の
が
第
10
図
で
あ
る
。
同
図
に

よ
れ
ば
、「
高
級
品
を
選
択
す
る
上
級
層
」
と

す
る
回
答
の
割
合
は
、
因
子
得
点
「
-1
未
満
」

が
19
％
で
あ
る
の
に
対
し
、「
1
以
上
」
で
は
、

62
％
に
も
及
ぶ
こ
と
が
わ
か
る
。



論 
説
論 
説

注
（1）
本
稿
で
扱
う
経
営
管
理
能
力
に
は
、
農
業
技
術
に
関

す
る
要
素
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
作

目
横
断
的
な
能
力
指
標
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
た
め
、
技
術
の
問
題
を
考
慮
す
る
の
は
そ
も
そ
も

困
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
途
の
考
察
を

要
す
る
。

（2）
2
0
0
5
年
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
の
因
子
分
析
で
は
7
つ

の
因
子
が
抽
出
さ
れ
た
。
経
営
管
理
能
力
尺
度
で

は
、
こ
の
結
果
得
ら
れ
た
因
子
得
点
の
う
ち
0
・
4

以
上
が
4
因
子
以
上
あ
っ
た
者
を
経
営
管
理
能
力
が

高
い
者
（
1
4
3
件
）
と
規
定
し
た
。
同
様
に
、
-0.4

以
下
の
因
子
得
点
が
4
因
子
以
上
あ
っ
た
者
を
経
営

管
理
能
力
が
低
い
者
（
1
1
3
件
）
と
し
、
両
者
の

中
間
を
経
営
管
理
能
力
が
中
程
度
の
者
（
1
8
6

件
）
と
規
定
し
た
。

（3）
P
M
論
は
、
一般
に
は
、
他
者
評
価
基
準
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
三
隅
（
1
9
7
0
）
は
、
経

営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
自
己
評
価
基
準
で
計
測

し
た
場
合
、
他
者
評
価
に
比
べ
て
3
〜
15
％
評
点
が

甘
く
な
る
と
す
る
研
究
結
果
（
三
隅
、
１
９
７
０
、

p.85

）
を
残
し
て
い
る
。
な
お
、
本
書
の
よ
う
に
、

郵
送
回
収
方
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
手
法
を
用
い
て

経
営
管
理
能
力
を
測
定
す
る
場
合
、
他
者
評
価
基

準
で
調
査
票
を
仕
組
む
に
は
多
く
の
困
難
が
伴
う
。

そ
の
た
め
本
書
で
は
自
己
評
価
基
準
を
採
用
し
た
。

自
己
評
価
基
準
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
村
杉

（
1
9
8
7
） pp. 123‐

124

が
詳
し
い
。
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け
る
販
売
額
階
層
別
分
析
を
作
目
ご
と
に
詳

し
く
み
た
も
の
で
あ
る
。

第
12
図
で
は
計
画
達
成
度
別
の
分
布
が
最
も

広
く
分
散
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
と
と

も
に
、
後
継
者
有
無
別
の
分
布
で
は
、「
経
営

継
承
後
間
も
な
い
」
経
営
者
の
能
力
が
相
対

的
に
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一方
、
第
13

図
で
は
、
販
売
額
規
模
別
の
分
布
が
計
画
達

成
度
別
の
分
布
形
状
に
近
い
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
ほ
か
、
1
位
販
路
別
分
布
に
お
け
る
「
小

売
・
加
工
」
と
「
直
販
・
通
販
」、
多
角
化
に

対
す
る
取
組
状
況
別
の
「
既
に
取
組
あ
り
」

と
「
今
後
取
組
予
定
」
の
分
布
位
置
が
そ
れ

ぞ
れ
近
接
す
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
い

ず
れ
の
場
合
も
、
販
路
が
「
J
A
・
そ
の
他

組
合
」
で
あ
る
経
営
者
や
多
角
化
に
つ
い
て
「

わ
か
ら
な
い
」
と
す
る
経
営
者
と
は
、
か
な
り

の
能
力
差
が
存
在
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

以
上
の
分
析
の
結
果
、
経
営
者
能
力
を
構

成
す
る
「
経
営
管
理
能
力
」
と
「
経
営
者
資

質
」
は
、
互
い
に
強
く
関
係
す
る
中
で
、
農

業
経
営
者
の
能
力
向
上
を
促
進
す
る
作
用
を

持
つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ま

で
農
業
経
営
学
は
、
農
業
経
営
者
の
資
質
に

ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
し
て
こ
な
か
っ
た
だ
け
に
、

行
動
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
資
質
改
善

が
、
経
営
管
理
能
力
同
様
、
経
営
者
能
力
論

の
重
要
な
課
題
側
面
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
意
義
は
大
き
い
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
経
営
者
能
力
を
ど
の

よ
う
に
育
成
す
べ
き
か
と
い
う
具
体
的
方
策
ま

で
は
十
分
に
提
示
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
農
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
速

に
変
化
す
る
中
で
、
環
境
へ
の
適
応
能
力
の
高

い
経
営
者
の
育
成
が
農
業
政
策
的
に
急
務
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
本
書
の
結
論
に
即
し

て
い
え
ば
、
経
営
者
の
能
力
を
総
合
的
に
高
め

る
た
め
、
経
営
管
理
能
力
と
同
等
か
そ
れ
以

上
に
、
経
営
者
の
心
理
面
に
作
用
す
る
経
営

者
資
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。

５　

お
わ
り
に
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）『
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。
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農
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）「
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農
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経
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支
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題
」、『
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第
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巻
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号
、日
本
農
業
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会
、pp. 43‐47 
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認
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農
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。
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。
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け
る
販
売
額
階
層
別
分
析
を
作
目
ご
と
に
詳

し
く
み
た
も
の
で
あ
る
。

第
12
図
で
は
計
画
達
成
度
別
の
分
布
が
最
も

広
く
分
散
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
と
と

も
に
、
後
継
者
有
無
別
の
分
布
で
は
、「
経
営

継
承
後
間
も
な
い
」
経
営
者
の
能
力
が
相
対

的
に
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一方
、
第
13

図
で
は
、
販
売
額
規
模
別
の
分
布
が
計
画
達

成
度
別
の
分
布
形
状
に
近
い
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
ほ
か
、
1
位
販
路
別
分
布
に
お
け
る
「
小

売
・
加
工
」
と
「
直
販
・
通
販
」、
多
角
化
に

対
す
る
取
組
状
況
別
の
「
既
に
取
組
あ
り
」

と
「
今
後
取
組
予
定
」
の
分
布
位
置
が
そ
れ

ぞ
れ
近
接
す
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
い

ず
れ
の
場
合
も
、
販
路
が
「
J
A
・
そ
の
他

組
合
」
で
あ
る
経
営
者
や
多
角
化
に
つ
い
て
「

わ
か
ら
な
い
」
と
す
る
経
営
者
と
は
、
か
な
り

の
能
力
差
が
存
在
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

以
上
の
分
析
の
結
果
、
経
営
者
能
力
を
構

成
す
る
「
経
営
管
理
能
力
」
と
「
経
営
者
資

質
」
は
、
互
い
に
強
く
関
係
す
る
中
で
、
農

業
経
営
者
の
能
力
向
上
を
促
進
す
る
作
用
を

持
つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ま

で
農
業
経
営
学
は
、
農
業
経
営
者
の
資
質
に

ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
し
て
こ
な
か
っ
た
だ
け
に
、

行
動
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
資
質
改
善

が
、
経
営
管
理
能
力
同
様
、
経
営
者
能
力
論

の
重
要
な
課
題
側
面
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
意
義
は
大
き
い
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
経
営
者
能
力
を
ど
の

よ
う
に
育
成
す
べ
き
か
と
い
う
具
体
的
方
策
ま

で
は
十
分
に
提
示
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
農
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
速

に
変
化
す
る
中
で
、
環
境
へ
の
適
応
能
力
の
高

い
経
営
者
の
育
成
が
農
業
政
策
的
に
急
務
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
本
書
の
結
論
に
即
し

て
い
え
ば
、
経
営
者
の
能
力
を
総
合
的
に
高
め

る
た
め
、
経
営
管
理
能
力
と
同
等
か
そ
れ
以

上
に
、
経
営
者
の
心
理
面
に
作
用
す
る
経
営

者
資
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。

５　

お
わ
り
に



も
う
だ
い
ぶ
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
も
思
え
る

が
、
私
は
平
成
18
年
4
月
か
ら
の
1
年
間
を
四

国
松
山
で
過
ご
し
た
。
愛
媛
大
学
農
学
部
と
の

人
事
交
流
に
よ
る
派
遣
で
あ
る
。
こ
の
話
が
打

診
さ
れ
た
の
が
1
月
。
年
度
末
の
研
究
と
り
ま

と
め
や
諸
会
議
な
ど
に
忙
殺
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど

準
備
ら
し
い
準
備
は
で
き
な
か
っ
た
。
紛
れ
も

な
い
俄
教
師
の
誕
生
で
あ
る
。

こ
の
年
、
漱
石
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
発
表
か
ら

1
0
0
年
。
松
山
城
の
大
改
修
が
行
わ
れ
、 

坂

の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
た
。
農
学
部
は
市
の
中
心
街
か
ら
バ
ス
で
東

に
15
分
ほ
ど
。
一
昔
前
で
あ
れ
ば
水
田
に
囲
ま
れ

た
校
舎
が
ぽ
つ
ん
と
見
え
た
に
違
い
な
い
。
今

で
も
そ
の
面
影
を
残
し
た
環
境
に
あ
る
。

さ
て
、
赴
任
早
々
の
授
業
で
あ
る
が
、
学
生

の
反
応
は
あ
ま
り
良
く
な
い
。
い
か
に
も
退
屈

と
い
う
表
情
を
さ
れ
る
の
は
ま
だ
し
も
、
わ
ず

か
20
人
ほ
ど
の
教
室
の
前
列
で
つ
っ
ぷ
し
た
ま

ま
居
眠
り
さ
れ
た
の
に
は
参
っ
た
。
し
か
も
女

学
生
が
で
あ
る
。

や
や
あ
っ
て
、「
も
う
慣
れ
ま
し
た
か
？
」
と

す
れ
違
い
ざ
ま
に
学
部
長
。「
そ
れ
が
ど
う

も
・
・
」
と
応
え
て
し
ま
っ
た
。
後
日
、
飲
む

機
会
が
あ
り
、
二
次
会
、
三
次
会
と
連
れ
回
さ

れ
、
や
や
目
が
据
わ
っ
た
学
部
長
が
い
う
。「
ど

う
せ
君
、
下
手
く
そ
な
授
業
を
や
っ
て
る
ん
だ

ろ
う
。
明
日
、
私
の
授
業
に
来
な
さ
い
。

2
0
0
人
の
学
生
の
た
だ
1
人
と
し
て
、
居
眠

り
さ
せ
な
い
、
私
語
さ
せ
な
い
。
そ
ん
な
授
業

を
見
せ
て
あ
げ
よ
う
。」

こ
の
授
業
、
農
学
部
に
進
級
し
た
て
の
2
年

生
全
員
に
、
わ
が
社
会
科
学
系
コ
ー
ス
の
教
員

が
週
替
わ
り
で
行
う
も
の
。
学
部
長
の
次
が
私

の
番
だ
っ
た
。
翌
日
、
昼
食
も
そ
こ
そ
こ
に
、

ド
ア
ご
し
に
講
堂
を
の
ぞ
き
込
む
。
す
る
と
怪

訝
な
面
持
ち
の
学
部
長
。
昨
夜
の
こ
と
な
ど
す

っ
か
り
忘
れ
、「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
？
」
と
紳
士

然
と
し
て
い
る
。「
是
非
、
先
生
の
授
業
を
拝

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
」
と
、
こ

ち
ら
か
ら
頼
み
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
す
が
に
手
慣
れ
た
も
の
で
あ
る
。
歴
史
の

造
詣
が
深
い
学
部
長
、
ま
ず
は
、
近
世
の
道
後

平
野
の
あ
り
よ
う
が
思
い
浮
か
ぶ
語
り
口
で
学

生
を
引
き
つ
け
る
。
次
い
で
、
予
め
読
ん
で
お

く
よ
う
に
指
示
し
た
テ
キ
ス
ト
の
内
容
に
つ
い

て
、
質
問
や
感
想
を
書
か
せ
、
そ
れ
を
素
材
に

自
在
に
授
業
を
進
め
て
い
く
。
傍
ら
で
は
、
あ

わ
た
だ
し
く
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
院

生
が
メ
モ
を
回
収
し
て
は
整
理
す
る
。さ
ら
に
、

興
に
乗
っ
た
学
部
長
は
、
学
生
に
質
問
を
浴
び

せ
か
け
る
。

果
た
し
て
翌
週
、
私
の
授
業
で
あ
る
。
ち
ょ

っ
と
変
わ
っ
た
新
任
教
師
の
自
己
紹
介
、
配
布

し
て
お
い
た
資
料
に
そ
っ
た
ミ
ニ
テ
ス
ト
と
そ
の

解
説
、
こ
の
あ
た
り
ま
で
は
無
難
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
や
が
て
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
私
語
が

お
こ
り
、
そ
れ
が
波
紋
と
な
っ
て
広
が
り
私
の

声
が
か
き
消
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
ん
な

時
の
対
処
方
法
は
、
後
に
新
任
教
師
向
け
の
研

修
で
教
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
思
わ

ず
声
を
張
り
上
げ
て
「
私
は
新
任
の
教
師
で
不

慣
れ
で
、
話
し
方
も
上
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
そ
の
分
よ
〜
く
耳
を
澄
ま
し
て
聞

い
て
下
さ
い
」
と
や
っ
た
。
す
る
と
、
今
度
は

水
を
打
っ
た
よ
う
な
静
寂
で
あ
る
。
近
頃
の
若

者
の
意
識
や
行
動
は
と
ら
え
が
た
い
の
で
あ
る

が
、
変
に
素
直
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
も
事
実
で

あ
る
。

そ
の
後
も
授
業
の
準
備
に
追
わ
れ
る
自
転
車

操
業
が
続
く
。
同
一
科
目
の
週
２
回
授
業
と
い

う
変
則
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
新
任
教
師
に
は

酷
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
、
学
生
に
と
っ
て
は
、

一
度
単
位
を
取
り
損
な
う
と
次
の
年
に
は
他
の

授
業
と
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
起
こ
し
や
す
い
。
週

１
回
し
か
授
業
に
で
ら
れ
な
い
期
間
が
あ
る
の

で
、
補
習
を
し
て
欲
し
い
と
申
し
出
た
学
生
が

い
た
。
こ
ち
ら
も
ち
ょ
う
ど
い
い
練
習
に
な
る

と
研
究
室
に
招
き
入
れ
１
対
１
の
授
業
を
や
っ

た
。
次
の
授
業
ネ
タ
を
使
っ
て
、
学
生
の
反
応

を
じ
っ
く
り
と
観
察
。「
こ
こ
わ
か
る
？
」
と
や

り
な
が
ら
、
つ
い
で
に
ほ
か
の
先
生
は
ど
ん
な

授
業
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
情
報
収
集
に

努
め
た
。

そ
ん
な
こ
と
を
含
め
、
し
ゃ
べ
り
方
、
板
書

方
法
、
資
料
の
作
り
方
を
変
え
て
み
た
り
と
、

そ
れ
な
り
の
工
夫
は
し
て
み
た
。
授
業
後
に
ニ

コ
ニ
コ
と
よ
く
質
問
に
来
て
く
れ
た
学
生
が
い

た
の
が
励
み
に
な
っ
た
。
私
が
汚
く
黒
板
に
書

き
殴
っ
た
も
の
を
、
き
れ
い
に
ノ
ー
ト
し
て
く
れ

て
い
る
の
が
な
ん
と
も
嬉
し
い
。
こ
う
し
た
一
部

の
学
生
を
除
き
、
総
じ
て
反
応
が
弱
い
こ
と
か

ら
、
ど
う
し
て
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
し
ゃ

べ
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
分
、
学
生
か
ら
は
丁
寧

で
わ
か
り
や
す
い
と
の
評
価
も
あ
っ
た
り
す

る
。
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
、
そ
ん
な
コ
メ

ン
ト
が
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
教

育
に
対
す
る
教
師
の
情
熱
を
「
強
く
感
じ
た
」

と
し
て
く
れ
た
学
生
も
い
た
。
恐
縮
の
至
り
で

あ
る
。

大
学
院
生
が
行
う
研
究
会
の
面
倒
を
み
た
こ

と
か
ら
、
院
生
と
は
よ
く
付
き
合
っ
た
。
任
期

切
れ
間
近
に
な
っ
て
送
別
会
を
開
い
て
く
れ

た
。
普
段
、
飲
ん
で
い
た
居
酒
屋
よ
り
は
だ
い

ぶ
ラ
ン
ク
の
高
い
料
理
屋
で
あ
る
。「
今
日
は
私

達
が
払
い
ま
す
か
ら
」
と
見
栄
を
は
る
。

こ
ち
ら
に
戻
っ
て
き
て
も
、
時
折
、
院
生
と

は
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
。
彼
ら
に

と
っ
て
、
私
は
い
ま
だ
に
先
生
な
の
で
あ
る
。

俄教師体験記
̶愛媛大学農学部に　　　
　　　　　派遣されて̶
農業・農村領域総括上席研究官
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本
書
は
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
デ
ィ
ア
ド
ル
フ

教
授
が
著
し
た
最
新
の
貿
易
用
語
集
で
あ

る
。デ

ィ
ア
ド
ル
フ
教
授
は
、
国
際
貿
易
理
論

の
研
究
者
で
、
F
T
A
に
よ
る
世
界
経
済
の

統
合
と
W
T
O
体
制
と
の
関
連
等
に
つ
い
て

の一
連
の
理
論
分
析
＊ 

等
で
知
ら
れ
る
貿
易

理
論
家
で
あ
る
。

本
書
は
、
経
済
理
論
面
と
貿
易
交
渉
面

の
両
面
か
ら
用
語
が
収
集
さ
れ
て
い
る
一

方
、
簡
潔
な
説
明
の
中
に
も
、
貿
易
理
論

家
ら
し
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
理
論
上
の
要

所
を
押
さ
え
た
解
説
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に

特
徴
が
あ
り
、
国
際
貿
易
の
研
究
者
と
貿

易
交
渉
の
関
係
者
の
両
者
に
と
り
使
え
る

用
語
集
と
な
って
い
る
。

本
書
は
、
（１） 

貿
易
用
語
、
（２） 

貿
易
理

論
の
分
析
図
、
（３） 

テ
ー
マ
別
の
貿
易
用
語

リ
ス
ト
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（１） 

貿
易
用
語
の
部
で
は
、
３
０
０
ペ
ー
ジ

に
わ
た
り
約
２
５
０
０
の
用
語
に
つい
て
、
簡

潔
な
が
ら
、
最
近
に
お
け
る
F
T
A
、

W
T
O
の
貿
易
理
論
等
の
展
開
も
踏
ま
え

た
、
解
説
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

用
語
の
選
定
は
、
貿
易
理
論
上
の
基
本

概
念
、
基
本
モ
デ
ル
、
実
証
結
果
に
加
え
、

Ｆ
Ｔ
Ａ
協
定
、
ガ
ッ
ト
条
文
、
W
T
O
交
渉

ラ
ウ
ン
ド
、
貿
易
紛
争
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
W
T
O
交
渉
関
係
を
例
に
と
れ

ば
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
、
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム
、
ケ
ア

ン
ズ
グ
ル
ー
プ
、
G
‐
10 

、
G
‐
20 

な
ど
、

国
際
貿
易
交
渉
の
動
き
を
理
解
す
る
上
で

大
事
な
用
語
も
カ
バ
ー
さ
れ
て
お
り
、
国
際

わ
れ
る
８
類
型
（
エッ
ジ
ワ
ー
ス
の
生
産
ボ
ッ

ク
ス
、
統
合
さ
れ
た
世
界
経
済
の
図
、

I
S
‐
L
M
‐
B
P
図
、
ラ
ー
ナ
ー
図
、

オ
フ
ァ
ー
曲
線
図
、
特
定
要
素
モ
デ
ル
、
関

税
の
部
分
均
衡
、
貿
易
と
転
換
曲
線
）
の

分
析
図
が
簡
潔
な
解
説
と
と
も
に
収
め
ら

・
貿
易
保
護
の
様
々
な
議
論
、
国
際
商

品
協
定
、
貿
易
の
経
済
効
果
・
実
証

結
果
、
フ
ラ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョン
、
主
要

な
ガ
ッ
ト
条
文
、
貿
易
指
標
、
貿
易
モ

デ
ル
、
非
関
税
障
壁
、
貿
易
理
論
上

の
逆
説
、Ｆ
Ｔ
Ａ
協
定
、
分
析
手
法
、

理
論
命
題
、
貿
易
紛
争
、
ガ
ッ
ト
・

W
T
O
交
渉
ラ
ウ
ン
ド
、
国
連
機
関
、

米
国
政
府
機
関
等

本
書
は
、
国
際
貿
易
の
研
究
者
、

W
T
O
、
F
T
A
等
の
貿
易
交
渉
に
関
心

を
有
す
る一般
読
者
な
ど
に
と
り
、
貿
易
理

論
の
立
場
を
踏
ま
え
た
、
極
め
て
コ
ン
パ
ク

ト
な
知
識
を
手
っ
取
り
早
く
提
供
す
る

succinct

な
用
語
集
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
。＊

例
え
ば
、D

eardorff,  A
lan V

. 
and R

obert M
. Stern (1994), 

"M
ultinational T

rade N
egotiations 

an
d
 P
referen

tial T
rad

in
g
 

A
rrangem

ents", in D
eardorff, A

lan 
V
. and R

obert M
. Stern eds. 

A
nalytical and N

egotiating Issues 
in
 G
lob
al T

rad
in
g
 S
y
stem

, 
U
niversity of M

ichigan Press.

32273327

れ
て
い
る
。

（３） 

テ
ー
マ
別
の
貿
易
用
語
リ
ス
ト
の
部
で

は
、
（１） 

の
用
語
が
、
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
別

に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
テ
ー
マ
ご
と
の
用
語

を
読
ん
で
簡
潔
な
知
識
を
得
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
って
い
る
。

貿
易
の
理
論
、
W
T
O
・
F
T
A
交
渉
に

つい
て
の
文
献
、
事
務
局
文
書
、
記
事
等
を

読
む
時
に
も
参
照
で
き
る
辞
書
と
な
っ
て
い

る
。（２） 

貿
易
理
論
の
分
析
図
の
部
で
は
、
約

５０
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、
国
際
貿
易
理
論
で
使



も
う
だ
い
ぶ
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
も
思
え
る

が
、
私
は
平
成
18
年
4
月
か
ら
の
1
年
間
を
四

国
松
山
で
過
ご
し
た
。
愛
媛
大
学
農
学
部
と
の

人
事
交
流
に
よ
る
派
遣
で
あ
る
。
こ
の
話
が
打

診
さ
れ
た
の
が
1
月
。
年
度
末
の
研
究
と
り
ま

と
め
や
諸
会
議
な
ど
に
忙
殺
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど

準
備
ら
し
い
準
備
は
で
き
な
か
っ
た
。
紛
れ
も

な
い
俄
教
師
の
誕
生
で
あ
る
。

こ
の
年
、
漱
石
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
発
表
か
ら

1
0
0
年
。
松
山
城
の
大
改
修
が
行
わ
れ
、 

坂

の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
た
。
農
学
部
は
市
の
中
心
街
か
ら
バ
ス
で
東

に
15
分
ほ
ど
。
一
昔
前
で
あ
れ
ば
水
田
に
囲
ま
れ

た
校
舎
が
ぽ
つ
ん
と
見
え
た
に
違
い
な
い
。
今

で
も
そ
の
面
影
を
残
し
た
環
境
に
あ
る
。

さ
て
、
赴
任
早
々
の
授
業
で
あ
る
が
、
学
生

の
反
応
は
あ
ま
り
良
く
な
い
。
い
か
に
も
退
屈

と
い
う
表
情
を
さ
れ
る
の
は
ま
だ
し
も
、
わ
ず

か
20
人
ほ
ど
の
教
室
の
前
列
で
つ
っ
ぷ
し
た
ま

ま
居
眠
り
さ
れ
た
の
に
は
参
っ
た
。
し
か
も
女

学
生
が
で
あ
る
。

や
や
あ
っ
て
、「
も
う
慣
れ
ま
し
た
か
？
」
と

す
れ
違
い
ざ
ま
に
学
部
長
。「
そ
れ
が
ど
う

も
・
・
」
と
応
え
て
し
ま
っ
た
。
後
日
、
飲
む

機
会
が
あ
り
、
二
次
会
、
三
次
会
と
連
れ
回
さ

れ
、
や
や
目
が
据
わ
っ
た
学
部
長
が
い
う
。「
ど

う
せ
君
、
下
手
く
そ
な
授
業
を
や
っ
て
る
ん
だ

ろ
う
。
明
日
、
私
の
授
業
に
来
な
さ
い
。

2
0
0
人
の
学
生
の
た
だ
1
人
と
し
て
、
居
眠

り
さ
せ
な
い
、
私
語
さ
せ
な
い
。
そ
ん
な
授
業

を
見
せ
て
あ
げ
よ
う
。」

こ
の
授
業
、
農
学
部
に
進
級
し
た
て
の
2
年

生
全
員
に
、
わ
が
社
会
科
学
系
コ
ー
ス
の
教
員

が
週
替
わ
り
で
行
う
も
の
。
学
部
長
の
次
が
私

の
番
だ
っ
た
。
翌
日
、
昼
食
も
そ
こ
そ
こ
に
、

ド
ア
ご
し
に
講
堂
を
の
ぞ
き
込
む
。
す
る
と
怪

訝
な
面
持
ち
の
学
部
長
。
昨
夜
の
こ
と
な
ど
す

っ
か
り
忘
れ
、「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
？
」
と
紳
士

然
と
し
て
い
る
。「
是
非
、
先
生
の
授
業
を
拝

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
」
と
、
こ

ち
ら
か
ら
頼
み
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
す
が
に
手
慣
れ
た
も
の
で
あ
る
。
歴
史
の

造
詣
が
深
い
学
部
長
、
ま
ず
は
、
近
世
の
道
後

平
野
の
あ
り
よ
う
が
思
い
浮
か
ぶ
語
り
口
で
学

生
を
引
き
つ
け
る
。
次
い
で
、
予
め
読
ん
で
お

く
よ
う
に
指
示
し
た
テ
キ
ス
ト
の
内
容
に
つ
い

て
、
質
問
や
感
想
を
書
か
せ
、
そ
れ
を
素
材
に

自
在
に
授
業
を
進
め
て
い
く
。
傍
ら
で
は
、
あ

わ
た
だ
し
く
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
院

生
が
メ
モ
を
回
収
し
て
は
整
理
す
る
。さ
ら
に
、

興
に
乗
っ
た
学
部
長
は
、
学
生
に
質
問
を
浴
び

せ
か
け
る
。

果
た
し
て
翌
週
、
私
の
授
業
で
あ
る
。
ち
ょ

っ
と
変
わ
っ
た
新
任
教
師
の
自
己
紹
介
、
配
布

し
て
お
い
た
資
料
に
そ
っ
た
ミ
ニ
テ
ス
ト
と
そ
の

解
説
、
こ
の
あ
た
り
ま
で
は
無
難
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
や
が
て
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
私
語
が

お
こ
り
、
そ
れ
が
波
紋
と
な
っ
て
広
が
り
私
の

声
が
か
き
消
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
ん
な

時
の
対
処
方
法
は
、
後
に
新
任
教
師
向
け
の
研

修
で
教
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
思
わ

ず
声
を
張
り
上
げ
て
「
私
は
新
任
の
教
師
で
不

慣
れ
で
、
話
し
方
も
上
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
そ
の
分
よ
〜
く
耳
を
澄
ま
し
て
聞

い
て
下
さ
い
」
と
や
っ
た
。
す
る
と
、
今
度
は

水
を
打
っ
た
よ
う
な
静
寂
で
あ
る
。
近
頃
の
若

者
の
意
識
や
行
動
は
と
ら
え
が
た
い
の
で
あ
る

が
、
変
に
素
直
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
も
事
実
で

あ
る
。

そ
の
後
も
授
業
の
準
備
に
追
わ
れ
る
自
転
車

操
業
が
続
く
。
同
一
科
目
の
週
２
回
授
業
と
い

う
変
則
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
新
任
教
師
に
は

酷
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
、
学
生
に
と
っ
て
は
、

一
度
単
位
を
取
り
損
な
う
と
次
の
年
に
は
他
の

授
業
と
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
起
こ
し
や
す
い
。
週

１
回
し
か
授
業
に
で
ら
れ
な
い
期
間
が
あ
る
の

で
、
補
習
を
し
て
欲
し
い
と
申
し
出
た
学
生
が

い
た
。
こ
ち
ら
も
ち
ょ
う
ど
い
い
練
習
に
な
る

と
研
究
室
に
招
き
入
れ
１
対
１
の
授
業
を
や
っ

た
。
次
の
授
業
ネ
タ
を
使
っ
て
、
学
生
の
反
応

を
じ
っ
く
り
と
観
察
。「
こ
こ
わ
か
る
？
」
と
や

り
な
が
ら
、
つ
い
で
に
ほ
か
の
先
生
は
ど
ん
な

授
業
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
情
報
収
集
に

努
め
た
。

そ
ん
な
こ
と
を
含
め
、
し
ゃ
べ
り
方
、
板
書

方
法
、
資
料
の
作
り
方
を
変
え
て
み
た
り
と
、

そ
れ
な
り
の
工
夫
は
し
て
み
た
。
授
業
後
に
ニ

コ
ニ
コ
と
よ
く
質
問
に
来
て
く
れ
た
学
生
が
い

た
の
が
励
み
に
な
っ
た
。
私
が
汚
く
黒
板
に
書

き
殴
っ
た
も
の
を
、
き
れ
い
に
ノ
ー
ト
し
て
く
れ

て
い
る
の
が
な
ん
と
も
嬉
し
い
。
こ
う
し
た
一
部

の
学
生
を
除
き
、
総
じ
て
反
応
が
弱
い
こ
と
か

ら
、
ど
う
し
て
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
し
ゃ

べ
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
分
、
学
生
か
ら
は
丁
寧

で
わ
か
り
や
す
い
と
の
評
価
も
あ
っ
た
り
す

る
。
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
、
そ
ん
な
コ
メ

ン
ト
が
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
教

育
に
対
す
る
教
師
の
情
熱
を
「
強
く
感
じ
た
」

と
し
て
く
れ
た
学
生
も
い
た
。
恐
縮
の
至
り
で

あ
る
。

大
学
院
生
が
行
う
研
究
会
の
面
倒
を
み
た
こ

と
か
ら
、
院
生
と
は
よ
く
付
き
合
っ
た
。
任
期

切
れ
間
近
に
な
っ
て
送
別
会
を
開
い
て
く
れ

た
。
普
段
、
飲
ん
で
い
た
居
酒
屋
よ
り
は
だ
い

ぶ
ラ
ン
ク
の
高
い
料
理
屋
で
あ
る
。「
今
日
は
私

達
が
払
い
ま
す
か
ら
」
と
見
栄
を
は
る
。

こ
ち
ら
に
戻
っ
て
き
て
も
、
時
折
、
院
生
と

は
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
。
彼
ら
に

と
っ
て
、
私
は
い
ま
だ
に
先
生
な
の
で
あ
る
。
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本
書
は
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
デ
ィ
ア
ド
ル
フ

教
授
が
著
し
た
最
新
の
貿
易
用
語
集
で
あ

る
。デ

ィ
ア
ド
ル
フ
教
授
は
、
国
際
貿
易
理
論

の
研
究
者
で
、
F
T
A
に
よ
る
世
界
経
済
の

統
合
と
W
T
O
体
制
と
の
関
連
等
に
つ
い
て

の一
連
の
理
論
分
析
＊ 

等
で
知
ら
れ
る
貿
易

理
論
家
で
あ
る
。

本
書
は
、
経
済
理
論
面
と
貿
易
交
渉
面

の
両
面
か
ら
用
語
が
収
集
さ
れ
て
い
る
一

方
、
簡
潔
な
説
明
の
中
に
も
、
貿
易
理
論

家
ら
し
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
理
論
上
の
要

所
を
押
さ
え
た
解
説
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に

特
徴
が
あ
り
、
国
際
貿
易
の
研
究
者
と
貿

易
交
渉
の
関
係
者
の
両
者
に
と
り
使
え
る

用
語
集
と
な
って
い
る
。

本
書
は
、
（１） 

貿
易
用
語
、
（２） 

貿
易
理

論
の
分
析
図
、
（３） 

テ
ー
マ
別
の
貿
易
用
語

リ
ス
ト
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（１） 

貿
易
用
語
の
部
で
は
、
３
０
０
ペ
ー
ジ

に
わ
た
り
約
２
５
０
０
の
用
語
に
つい
て
、
簡

潔
な
が
ら
、
最
近
に
お
け
る
F
T
A
、

W
T
O
の
貿
易
理
論
等
の
展
開
も
踏
ま
え

た
、
解
説
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

用
語
の
選
定
は
、
貿
易
理
論
上
の
基
本

概
念
、
基
本
モ
デ
ル
、
実
証
結
果
に
加
え
、

Ｆ
Ｔ
Ａ
協
定
、
ガ
ッ
ト
条
文
、
W
T
O
交
渉

ラ
ウ
ン
ド
、
貿
易
紛
争
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
W
T
O
交
渉
関
係
を
例
に
と
れ

ば
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
、
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム
、
ケ
ア

ン
ズ
グ
ル
ー
プ
、
G
‐
10 

、
G
‐
20 

な
ど
、

国
際
貿
易
交
渉
の
動
き
を
理
解
す
る
上
で

大
事
な
用
語
も
カ
バ
ー
さ
れ
て
お
り
、
国
際

わ
れ
る
８
類
型
（
エッ
ジ
ワ
ー
ス
の
生
産
ボ
ッ

ク
ス
、
統
合
さ
れ
た
世
界
経
済
の
図
、

I
S
‐
L
M
‐
B
P
図
、
ラ
ー
ナ
ー
図
、

オ
フ
ァ
ー
曲
線
図
、
特
定
要
素
モ
デ
ル
、
関

税
の
部
分
均
衡
、
貿
易
と
転
換
曲
線
）
の

分
析
図
が
簡
潔
な
解
説
と
と
も
に
収
め
ら

・
貿
易
保
護
の
様
々
な
議
論
、
国
際
商

品
協
定
、
貿
易
の
経
済
効
果
・
実
証

結
果
、
フ
ラ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョン
、
主
要

な
ガ
ッ
ト
条
文
、
貿
易
指
標
、
貿
易
モ

デ
ル
、
非
関
税
障
壁
、
貿
易
理
論
上

の
逆
説
、Ｆ
Ｔ
Ａ
協
定
、
分
析
手
法
、

理
論
命
題
、
貿
易
紛
争
、
ガ
ッ
ト
・

W
T
O
交
渉
ラ
ウ
ン
ド
、
国
連
機
関
、

米
国
政
府
機
関
等

本
書
は
、
国
際
貿
易
の
研
究
者
、

W
T
O
、
F
T
A
等
の
貿
易
交
渉
に
関
心

を
有
す
る一般
読
者
な
ど
に
と
り
、
貿
易
理

論
の
立
場
を
踏
ま
え
た
、
極
め
て
コ
ン
パ
ク

ト
な
知
識
を
手
っ
取
り
早
く
提
供
す
る

succinct

な
用
語
集
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
。＊

例
え
ば
、D

eardorff,  A
lan V

. 
and R

obert M
. Stern (1994), 

"M
ultinational T

rade N
egotiations 

an
d
 P
referen

tial T
rad

in
g
 

A
rrangem

ents", in D
eardorff, A

lan 
V
. and R

obert M
. Stern eds. 

A
nalytical and N

egotiating Issues 
in
 G
lob
al T

rad
in
g
 S
y
stem

, 
U
niversity of M

ichigan Press.

32273327

れ
て
い
る
。

（３） 

テ
ー
マ
別
の
貿
易
用
語
リ
ス
ト
の
部
で

は
、
（１） 

の
用
語
が
、
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
別

に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
テ
ー
マ
ご
と
の
用
語

を
読
ん
で
簡
潔
な
知
識
を
得
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
って
い
る
。

貿
易
の
理
論
、
W
T
O
・
F
T
A
交
渉
に

つい
て
の
文
献
、
事
務
局
文
書
、
記
事
等
を

読
む
時
に
も
参
照
で
き
る
辞
書
と
な
っ
て
い

る
。（２） 

貿
易
理
論
の
分
析
図
の
部
で
は
、
約

５０
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、
国
際
貿
易
理
論
で
使
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